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    第一章／複合現実Mixed Reality


    



    　ひとことで言えば、ロボットに完全敗北した。


    　俺、神かみ之の馬ま奏そう矢やと、幼おさな馴な染じみの茶ちや屋やヶが坂さか算さん太たは、ロボに追い出される形で、コンビニのバイトをクビになった。


    



    　大きなショックを引きずったまま、誰もいない夜の街路をとぼとぼ歩く。まあ、たしかに俺も算太も愛あい想そがいいほうじゃない。作り笑顔はウソくさい。けど、まさか無生物の人工知能に接客で敗北するなんて。


    「俺ら、ロボ未満の存在ってことだよなぁ……」と俺はボヤいた。


    　算太はあまりこたえてない様子で、ヘラヘラしている。


    「深刻になんなよ。よくある話だろ」


    　それは、算太の言うとおりだった。


    　二〇三二年五月現在。ここ『山やま梨なし未来計画特区・蜂はち原はらピースシティ』では、仕事の多くは、ロボに取って代わられてる。コンビニだって、レジから商品管理まで完全に自動化された。でも、これまでは「いちおう、人間も店においておきましょう」なんてテキトーな理由から、バイト代の安い高校生が『おでんの番人』として採用されていた。業務内容は、ダシと具材の入れ替えだけ。夏場は、その役目がソフトクリームの補充になる。どちらも時給九百円なり。だがそれも、今夜で戦力外通告。


    　もちろん、楽しかったわけじゃない。はじめてやったバイトで、なんとなく続けてた。正直、つまんなくて辞めたいって思ってたくらいだった。でも、いざ居場所を奪うばわれると、存在そのものを否定された気分になる。


    　南アルプスから吹き下ろす山風は冷たく、傷心の身から体温まで奪っていく。算太は「さみぃー」と大げさに身み震ぶるいし、背中を丸めた。小太りの算太は、なんかダンゴムシみたいに見える。俺も算太に合わせて丸くなったら、腹がグゥと鳴った。晩飯がわりに、面接以来久しぶりに会った店長から餞せん別べつにもらった『有機地鶏のカリカリチキン棒』を食うことにする。袋から出して、一口かじる。カリッとしないどころか、油でベトベトのフニャフニャだった。


    「くそっ、コレ、廃棄する寸前のじゃねーか……」


    　すると算太が、ダンゴムシ状態をバッと解いた。


    「では、ここでひとつクエスチョ～ン」


    　コイツはクエスチョンを出したがる。鬱うつ陶とうしいのは、その問題も答えも九割はおもしろくないことだ。ふだんならスルーするけど、今日は人間と話がしたい気分だったりする。


    「さあ、こい」と俺は言った。


    「そのチキンには、店長からの隠されたメッセージが込められています？　さて、それは？」


    「……『これ食って帰って寝ろ』」


    「惜っしい～！」算さん太たは手でバツの字を作った。「正解は『奏そう矢やは廃棄品のチキン野郎』！」


    「ンな嫌いや味み込めるかよ!?」


    「オレはそう思ってるぜぃ！」


    「お前の意見じゃねーか！　って、お前も同じチキンもらったろ？　五本も。五倍チキンだな」


    「ハハッ……泣いていいか？」


    「泣け泣け。鶏ガラになるくらい泣き枯れて果てろ」


    　はぁ。余計に冷えた。どんよりした気分をなんとか晴らそうと、カラ元気を出してみる。


    「でもさ、辞めるいい機会だったよな？　いわば、おでん地じ獄ごくからの解放だ。『今日の大根はダシがよく染みてるなー、やべっ、ちくわが乾燥してるぞ。あ、からし、からし』……なーんてくだらない日々にお別れできたんだぜ!?　まさか、おでんに青春を捧げるつもりだったわけじゃねーだろ？」


    「オレの計算によると」算太は冷静に指折り数えた。「週三回の五時間勤務で、月六〇時間超。これはつまり、高一の一割近くを、おでん様に捧げたことになる!?」


    　冷静に数値化しやがって。ヘコむわ！


    　ちなみに残り九割の内訳は、『寝る、学校、ゲーム』、以上。この一年間は、平凡、平穏、平坦、平熱、まっ平らな毎日だった。


    「なんかおもしろいことねーかな。バイトでもなんでもいいけどさ……からし程度の隠し味じゃなくて、ハバネロカレーみたいな、身体からだの芯しんからアツくなれるよーなの」


    　俺は言ってみるが、このクエスチョンに、マトモな回答がないのはわかってる。


    「簡単だぜ？　この寂さびしさを優しく包み込んでくれる、情熱的な彼女を手に入れるッ！」


    「肉にく塊かいのお前にはキャベツがお似合いだ。くるまれて、おでんに入ってしまえ」


    　算太は早くもリストラショックから立ち直っているようで「夏休みまでに彼女を獲得する作戦を練る」と息巻いている。


    　のんきな算太を見てると、考えすぎかもって思えてくる。「退屈なことは全部ロボがやってくれる」って、プラスに捉とらえればいいのかもしれない。


    　実際、この『地球にも人にも優しい計画都市』蜂はち原はらは、ウェアラブル端末と官民一体となってのインフラ整備「モノの完全インターネット化Internet of Things」による最先端のサービスで、東京よりも格段に便利だ。世界中から視察が来るほどで、住みたい街ランキングや幸福度指数でも上位。この街を表す言葉は──


    『クオリティ・オブ・ライフ。より良い未来、より良い生活。健康と幸福』


    　贅ぜい沢たくな悩みっていうのはわかっていても、モヤモヤする。「より良い」って言われても、どうなればいいんだよって。俺は、勉強やスポーツが特別できるわけでもないし、将来の夢とか進路希望とか、いつも書くのに困る。漠然と、このままじゃいけないような気がしてるけど、何をしていいのか、よくわからない。得体のしれない焦しよう燥そう感が、心の底でトグロを巻いている。この舗装された道を進んだ先に、いったいどういう未来があるんだろうって。


    　俺なんて二酸化炭素を排出するだけの存在で、いなくなっても誰も困らないんじゃないかって。


    　彼女ができたりおもしろいことが見つかれば解放されるのかも、って淡い期待は抱いているけど、叶かなう気配はゼロ。


    　めんどくさいこと考えてたら、腹がまたグゥと鳴った。人生についていくら絶望したって、身体からだは生きたいってアピールしてくる。しゃあない。またチキンの共食いでもしてやっかと、口を開けた瞬間──


    　目の前を、青色の光がヒュルルッと波を描いて横切った。


    「ん……？」


    「どうした？」算さん太たが不思議そうな顔をした。


    「なんか、そこで光んなかったか？」とチキン棒で宙を指す。


    「見てないけど」


    「気のせいか……」と口に出したとたん、今度は一〇メートルくらい先を、光がヒュルルンと波を描いた。二本。青、緑！　「ほら、また！」とチキン棒を振り回す。


    「はぁ？　どこだよ？」


    　首を傾かしげる算太。


    「どこって、そこだ、そこ！」


    　俺がいくらアピールしても、算太は冬眠から覚めたばかりのカエルみたいな顔で「雷とか、小型無人ヘリドローンの信号だろ？」と呆あきれている。


    「そういうのじゃねーって！」今まで見たこともない、心がざわつくような、不ぶ気き味みな閃せん光こうだった。一瞬、ハバネロ級のアツさが押し寄せ、身体が痺しびれた。「ＵＦＯだったかも!?　写真撮りゃよかった……！」


    　一方、算太はシラケたローテンションで、


    「待て待て。そもそも光ってないし。イオの故障じゃねーの？」


    「そっかな……」


    『イオ』は、ウェアラブルデバイス『Internet Of Humans』の略称。耳に引っかける『イヤーフック』と、右手の人差し指にはめる『リング』で一セット。ネットや仮想空間へつなぐための必需品だ。蜂はち原はら市民には小学校入学時に無償で配布され、基本使用料も無料。イオは通信端末というだけでなくＩＤやサイフそのものだから、もし忘れて出かければ、この街での行動はかなり制限されてしまう。だからみんな毎日装着していて、もはや身体の一部だ。


    　イオの表層部は電子彩色可能な素材で、自由にデザインできる。でも、俺はデフォルトの青色。操作方法は、指のジェスチャーか音声コマンド。脳波センサーを利用したコントロールもあるけどまだ発展途上で、エアコンの温度や照明を身体からだに最適なレベルに自動調整してくれるくらい。ほかにも、健康状態のチェックまで自動でしてくれる。最近は脳波と五感を融合させた『マルチモーダル』なんてインターフェイスの研究もしてるらしい。


    　本体は極めて頑がん丈じように作られていて、メンテも頻ひん繁ぱんにあるから、これまで故障なんて一度もなかった。でも壊れてたらマジで困る。イヤーフックに手を当て、音声で指示する。


    「イオ／トラブルチェック」


    　視界右端に半透明スクリーンの小さなサブウィンドウが現れた。


    【正常動作中】


    　イヤーフックから投影されるその画面は、共有しないかぎり、使用者本人にしか見えない。


    「いや、故障じゃない」と教えると算さん太たはおののく。


    「お前、まさか、現実と仮想の区別がつかなくなったとか……」


    「ちげーよ！　マジで見えたんだって！　波みたいな光が、ヒュルルッて横切ったんだよ。青とか緑とか」


    「え……ちょ、待て……」突然、算太が顔を強こわ張ばらせた。「波みたいな光って、言ったよな？」


    「ん、ああ」


    「そ、それって……『闇やみのキラービー』じゃねえの……」


    「……あっ……！」


    　背せ筋すじがゾクリとした。アツいどころか、さっきの光が、とたんに不ふ吉きつに思えてきた。


    　それは、一年くらい前から、ネットで広まりはじめた都市伝説──


    



    『光の波を描いて、闇のキラービーは夜を飛ぶ。そいつに刺されたら、呪のろわれて死ぬ』


    



    　キラービーというのは、殺人蜂ばちのことだ。ただ、ここは『蜂はち原はら』なんて名前だけど、最近はスズメバチだって滅多に見かけない。では、なぜ、こんな話が生まれてしまったのか。それは、五年前に蜂原で起きた『無差別殺傷事件』がもとになっている。


    



    　……穏やかな春の日曜日。人で溢あふれたショッピングモールで、男がいきなりナイフを振りかざした。光を反射して不ぶ気き味みに輝かがやくその刃を、男は通行人の背中に突き刺した。悲鳴の飛び交うなか、男は薄ら笑いを浮かべながら、怒った蜂のように見境なく、次々と刺してまわる。そして、返り血を浴びて真っ赤に染まった男は「蜂の毒に殺される！」と叫び、自みずからの耳を切り落とし、両目をえぐり出すと、血の海に崩れた。こうして、一三人の命が失われ、呪われた男は蜂原に怨おん念ねんを残して死んだ。


    　犯人は都市開発公社の職員だったが、職務怠たい慢まんでクビを切られて人が変わってしまったそうだ。死に場所は、蜂はち原はらの中心、蜂原タワー。その呪のろいは、今もなお、続いている。


    



    　当時、俺はまだ小学生で、同い年の子も殺されたから、かなりショックを受けたのを覚えてる。ひとつ、この事件で謎なぞなのは、犯人が口にした『蜂はちの毒』という言葉。この一言がネットでさまざまな憶測を呼んで、『キラービー事件』なんて名づけられた。殺人を犯す毒だから『KILLER　BEE』。まあ、いつものように、数か月後には飽きられたらしく、誰も話題にしなくなったのだが。


    



    　だから、なんで最近になって再び騒がれはじめたのか、よくわからなかった。


    　つい、さっきまでは。


    　あの光が、関係あるのか？　湧きあがる恐怖心を抑えながら、光ったところを見つめる。


    　街灯。人影も車もない。厚い雲が天を覆おおっている。痕こん跡せきは、何もない。


    　目の錯覚だったかな……と思ったそのとき、


    　ヴヴヴ──


    　不穏な音が耳をかすめ、背後からヒュウッと首筋を撫なでるように冷たい空気が吹き抜けた。言いようのない恐怖が走り、血管が凍りつく。


    



    　後ろに、誰かいる？


    



    　振り返っては、いけない気がする。だけど、怖いもの見たさで、おそるおそる、少しずつ、首を後ろに向ける。


    　綺き麗れいに整えられた植え込みと街路樹。石いし畳だたみの歩道。


    　そこには、誰もいなかった。


    「……あ……れ……？」


    　目を疑った。


    　歩いてきた道に、車くらいの大きさの、真っ黒な霧状の塊かたまりがある。街灯が照らしているはずなのに、そこだけ、光が届いてない。さっきまで、あんなの、絶対になかった。


    　全身に鳥肌が立つ。


    　な、なんだよ……あれ……。


    　イオの視覚装置の故障かと思って、映像照射口を手で押さえる。


    　消えない。裸眼で見える。イオが表示する拡張現実じゃなく、たしかに、あそこにいる。


    　黒こつ塊かいは、ヴヴヴというノイズを出しながら、球形になっていく。そこに光の波がぶつかって、出っ張ったり、くぼんだりして……巨大な人間の生首みたいになった。眼がん窩かにあたるくぼみに、青緑のどろりとした玉が浮き上がる。ぽっかり開いた口が小刻みに動く。輪りん郭かくを覆おおうように黒い糸状の物質が絡み合い、もつれた髪のようにうねる。


    「っ……」恐怖が喉のどを締めつける。歯の根が合わず、がちがちと音を立てる。


    「おい……？　なんで震ふるえてんだよ」算さん太たが俺の顔をのぞきこんだ。


    　気づくと、膝ひざがガクガク震えていた。


    「あ、あぁ、あれ……」


    「は？」算太は平然としている。


    「い、いるだろ……！」


    　指をさすと、黒い生首が、ぬるり、と滑すべってきた。


    「……あ……ぁ……」


    　よくわからない涙がこみあげてくる。


    　ぬるり。


    　生首が動くたびに青や緑の火花が散る。髪の一本一本が不ぶ気き味みに蠢うごめき、ヴヴヴヴッと空気を揺るがす低く不快なノイズを発する──それはまるでスズメバチの羽音のような……！


    　ヴヴッ


    「に、逃げろ……！」カバンを放り投げ、震える足をもつれさせながら、踵きびすを返し走り出す。


    「おい！」と呼ぶ声が聞こえたけど、振り向かない。怖くて振り向けない。


    「はぁ……はぁ……！」


    　無我夢中で駆ける。


    　夜の静けさに、俺の靴くつ音が響く。


    　後ろから、脳を揺さぶるような羽音が、いつまでもついてくる。


    　ふだん身体からだを動かしていないせいで、すぐに息が上がる。手と足がもつれる。


    　イオが警告音をピーと鳴らした。


    【警告：急激な心拍数上昇・発汗が見られます。身体を休め、水分補給してください】


    「それどころじゃねーって……！」


    　角を曲がりながら後ろをチラと確認した。生首が髪の毛を振り乱し、ぬるぬると滑ってくる。


    「な、なんだよ……!?　こっち、来んなよ……！」


    　道の先にあった公園に駆け込む。灯あかりが少なく薄暗い。助けを求めようにも、誰もいない。ブランコ、シーソー、滑り台。急いで滑り台の裏に身を隠す。身体を小さく縮こまらせる。ゼエゼエという喘あえぎがとまらない。汗が噴ふき出す。


    　ヴヴヴ……とまたかすかに羽音が聞こえる。


    　吐と息いきが漏もれないように口に手を当てる。ドクンドクンと心臓が激しく跳ねる。イオが【休め】とピーピーわめく。


    



    『刺されたら、呪のろわれて死ぬ』


    



    　刺すって、あの髪みたいな黒いのが!?　黒い針みたいなのが!?


    　叫びたいのを必死で我慢する。算さん太たどこいったんだよバカ算太！


    　ヴ………………


    　フッと、ノイズが止まった。


    　いなくなった……？


    　様子をうかがおうと、滑すべり台の裏から、少しだけ顔を出す。ゆっくり、探るように視線を動かすと、トイレの壁の裏から、ソレがズズッと現れた。


    「ひぃっ……！」


    　目の位置にある青緑の球体と、視線がぶつかる。


    　戦せん慄りつが身体からだを突き抜け、情けない悲鳴が口からこぼれた。膝ひざが震ふるえ言うことを聞かず、足がもつれて地面に転がる。腰が抜けて動けない。涙が溢あふれて止まらない。


    　漆しつ黒こくの生首が獲物を探すように、ぬるぬると砂場に出てきた。糸状の髪がぶわっと逆立つ。俺は恐怖に縛りつけられ、動けず、目も閉じられない。ただ、受け入れることしかできない。生首は、不ぶ気き味みに波打つ髪を、俺に向けて放射した。黒い波が、うなりをあげて襲おそいかかってくる。


    



    　死ぬ。


    



    　覚悟した刹せつ那な、人影が飛び込んできた。


    　その人影は、右手から細く伸びた白い光を、鋭するどく横に薙なぐ。一いつ閃せん、黒い波はジュワッと音を出し、霧む散さんした。


    　誰……!?


    　そのとき、天を覆おおっていた雲が去り、月明かりが人影を照らした。


    　俺の前に、ひとりの少女が、凜りんとした表情で立っていた。


    「キミも……見えるのね」


    　清らかに澄んだ声が、魔法のように俺の心に染み入る。不思議と、恐怖心が鎮しずまった。


    　この少女を、学校で見たことがある。クラスは違うし、一度も話したことはない。でも、学内で一、二を争う美少女として入学時から話題になっていた。


    　同じ二年の、鶴つる舞まい舞まい羽は。


    　繊せん細さいな長い黒髪が風に揺れる。静せい謐ひつで、聡そう明めいさを感じさせる美しい顔立ち。強い意志を示す大きな目。赤い蛍光色のトレーニングウェアから、しなやかに伸びた細い手足。白い羽根の形をした髪飾りが、きらりと月の光を跳ね返した。ひときわ目を引くのは、右手に持った一メートルほどの光の剣。光源は、握りしめた薄い板状の機械のようだ。華きや奢しやな身体からだと不釣り合いなそれは、ゲームやファンタジー映画に登場する聖剣を想起させる。しかし、よく見ると刃は光そのもので、物質としては存在していないように見える。でも拡張現実なんかじゃなくて、火傷やけどしそうな熱を発して、まぎれもなくこの現実にあるように思えた。


    　ヴヴッ


    　生首がうめいた。一〇メートルほど先で、髪をうねらせている。


    　俺はなんとか声を絞り出す。「……そ、そこ……化け物が……」


    「化け物じゃないわ。ただのＪＡＭよ」


    「ジャム……？　え…………」


    　彼女は落ち着き払った様子で言う。


    「下がって。何もできないんでしょう。泣いているくらいだから」


    　慌あわてて涙をぬぐう。


    「これは、違う……」


    　彼女は剣先を俺に向けた。


    「下がれと言ってるのが聞こえないの？」


    　冴さえ冴ざえとした瞳ひとみで睨にらまれた。俺は無言で頷うなずき、這はうように後ずさりした。


    　彼女は《ジャム》と呼ばれた漆しつ黒こくの生首に向き合った。異形の存在を恐れることもなく、ピンと背せ筋すじを伸ばしている。


    　ジャムは、輪りん郭かくを禍まが々まがしく歪ゆがませた。あごが外れたように口が異様に開き、舌のような平たい突起物がずるずると這いだす。崩れた顔は、あまりにもおぞましく、この世のものとは思えない。


    　鶴つる舞まいの左手が、真っ赤なイヤーフックに軽く触れる。


    「イオ／ミュージック／『チャイコフスキー／くるみ割り人形／花のワルツ』」


    　彼女は淡々と音楽を再生した。そして、つま先で数回リズムを取ると、ジャムに向かって地面を蹴った。


    　ジャムは「ギギギ」と金属が擦れるような甲かん高だかいノイズをあげる。次の瞬間、眼がん窩かから青と緑の怪光線が撃うち放たれ、波形を描いて鶴舞に襲おそいかかる。


    「危ねえ……！」と俺が叫んだときには、彼女はすでに怪光線をかわしていた。怪光線はズズズッと地面に染みこんで消える。


    　続けざまに、生首から穢けがれた髪の毛が飛び出した。それを彼女はいともたやすく斬きり落とす。


    　金属が焦こげたような匂いと、耳みみ障ざわりな不協和音のノイズが響く。いくつもの怪光線が襲いかかるも、光の剣にかき消される。彼女はひらりと身を翻ひるがえし、跳ちよう躍やくを繰り返す。どれだけ動いてもバランスが崩れない。


    　ジャムは口内から黒い球をごろごろと吐はき出すと、舌先を利用して乱れ撃った。


    　鶴つる舞まいが右手の金属板を素早く指で弾はじく。すると剣が白色透明に輝かがやく薄い円に変化し、盾たてとなった。黒い球は盾にぶつかると、七色の粒子となりあっさりと消しよう滅めつした。


    　生首はぬるりと滑すべりながら、眼底に溜まった青と緑の涙を噴射した。鶴舞はそれもくるりと回転して避ける。剣と盾を交互に繰り出し、宙を漂う光の粒子を纏まとう。鶴舞とジャムの距離が縮まり、両者が相対した。ジャムが髪を震ふるわし、舌が邪じや悪あくな大だい蛇じやのように鎌かま首くびをもたげた。


    　ヴヴヴヴヴッ


    　脳のう髄ずいに響くような不快な咆ほう哮こうが暗くら闇やみに満ち渡る。


    「耳みみ障ざわり……」


    　鶴舞は表情ひとつ変えずに言い捨てると、ジャムの周りを円を描くように駆ける。暗黒の舌と髪が鶴舞を追う。


    「unアン」


    　鶴舞は光の盾を水平に振ると同時に、そこへ向けて跳んだ。宙に浮いた光の盾の上に着地すると同時に手首を返し、二段目の盾を作り出してさらに跳ぶ。


    「deuxドウ」


    　盾は薄氷のように脆もろく、彼女が踏みしめるたびに光の結晶を散らし、溶けて消える。


    「trois,トロワ quatreカトル, cinqサンク」


    　彼女は光の螺ら旋せん階段を創り出し、上へ上へと昇っていく。それは、幻想的なオーロラのなかで、月の蝶ちようが舞い踊るよう。いつしか俺は恐怖を忘れ、彼女の美しさに見とれていた。
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    　ジャムは攻撃を執しつ拗ようにしかけるが、すんでのところで届かない。


    　鶴つる舞まいはジャムの真上に達すると、盾たてを赤しやつ光こうの剣に変えながら高く跳ちよう躍やくする──


    「Grandグラン jeteジユテ」


    　彼女の振り下ろした赤く輝かがやく十字架が、稲妻のように生首の脳天に突き刺さった。


    「finフイン！」


    　目のくらむような光が闇やみを切り裂さく。ジャムが内臓を揺さぶるような重く鈍にぶい音を発した。それはジャムの断末魔だったのか、漆しつ黒こくの身体からだが微小な粒になり、跡形もなく宙に散った。


    　跪ひざまずいていた鶴舞が、ゆっくりと身体を起こした。板状の機械から指を離すと、光の剣は音もなく消えた。


    　公園に、静かな夜の帳とばりが戻る。


    　俺はただ、地面に腰を落としたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。


    　鶴舞が、涼しい顔で近づいてくる。ほとんど息が乱れてないようだ。彼女は歩きながら、腰に提げたキャリングポーチに機械をしまう。俺はその物体ガジエツトを、昔の動画で見たことがあった。


    



    　スマートフォン……？


    



    　たしか、二世代前の、通信機器だったはずだ……。


    　鶴舞が、俺の前にしゃがみ込む。


    「はじめて見たのね」


    「見た……」


    　鶴舞の大きな目に、じっと見つめられる。澄みきった星のような純真な瞳ひとみに心まで引き込まれ、しばらくのあいだ、音も時間も消え去った。


    「キミも……ウェニアックか……」鶴舞の声が、かすかに陰りを帯びた。


    「ウェニ……アック……？」


    　何のことかわからず戸と惑まどっていると、彼女はポーチから絆ばん創そう膏こうを取り出した。


    「使って」


    「え？」


    「右手……血が出てる」


    　見ると、手のひらが赤く汚れていた。


    「うわっ……！」


    「すりむいたんでしょ。腰抜かして這はいずっていたから。ジャムの攻撃じゃ、そんなふうにはならないもの」


    「あ、あの、えっと、ジャムとかウェニ……って？　それにさっきの、剣は……」　


    　ヴヴッ──


    　今の音は──恐怖がぶり返し、息が詰まる。


    　鶴つる舞まいの目に再び厳しさが宿った。


    「またね……」


    　彼女はそう言い残すと、風のように走り去った。


    　……あたりを見回す。ジャムとかいう生首は、もう姿形もない。地面には彼女の足あとが残っていて、俺の手には絆ばん創そう膏こうがある。


    　ぼんやりした頭のまま、傷口を舐なめて、絆創膏を貼った。


    「──おーい！　奏そう矢や！」


    　声のほうを向くと、算さん太たが小走りでやってきた。俺のカバンを持っている。


    「お前、カバンの中身ぶちまけやがって……つーか、なんで砂まみれ!?」


    「いや、ちょっとな……」


    　力の入らない腰を足でグッと支え、立ち上がった。まだ膝ひざが笑っている。困惑している算太に、今起きたことを、順を追って伝える。


    　算太はポカンと口を開けた。「……それなんてＡＲゲー？」


    「ゲームみたいだけどマジなんだって！」


    「オレ、去年鶴舞と同じクラスだったけど、ジャムとか知らねえぞ」


    「直接話したことあんのか？」


    「ないに決まってるだろ」算太は胸を張った。「目の保養に見てただけだ」


    　算太の観察情報をまとめると、鶴舞舞まい羽はは綺き麗れいで頭がいい。運動神経バツグン。人と群れない孤高のクールビューティ。帰宅部で、剣道やフェンシングはやってない。もちろん何かと戦ったりもしない。


    「はぁ……」俺は呆けた声を出した。


    「ひとつ確認するけど、その子は、本当に、鶴舞舞羽だったのか？」


    　そう問われると、自信がない。面識があるわけでもない。「……たぶん」


    「鶴舞に会っても『光の剣で戦いましたよね？』とかバカなこと聞くなよ。もし本人じゃなかったら、アタマおかしいと思われるぞ」


    「あ、ああ。けど、あれは夢とか幻げん覚かくじゃないと思うんだけど……」


    「……もしかして、お前、キラービーにいつの間にか刺されたんじゃねえの？　キラービーの毒で、呪のろわれて死ぬとか……」


    「や、やめてくれょぉ……」声が震ふるえた。


    「冗談だって！　つーか、ビビリすぎだろ！」


    「ビビリついでに、悪いけど、うちまで一緒に来てくんない？」


    「は？」


    「いや……な、なまくびが……」算さん太たの腕をぐいっと掴つかみ、身体からだを引き寄せる。


    「くっつくなよ！　汗ベトベトすんだよ！　オイッ！」


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　算太と並んで歩きながら、イオで怪現象について検索した。なんだかんだ言って、算太も興味があるらしい。イヤーフックから投影される半透明ディスプレイに検索情報が表示される。


    



    ［スマートフォン］：通信機器／二〇一〇年代に世界中に広まったが、二〇年代にはウェアラブル機器と世代交代／現在、先進国での利用者は激減：


    



    　画像検索でも、やっぱりあの少女が持っていた機械はそれで合っていた。でも、単なる通信機器から、光の剣が出るわけない。形はそっくりだけど、別のモノだったりするのか？


    「わかった！　手品師だ」と算太が言った。


    「違うって」


    「じゃあ奇術師？　マジシャン？　イリュージョニスト？」


    「全部似たようなもんだろ！　そういうものじゃねえよ」


    　それから、問題の『生首』。キラービーと生首で検索したけど、ヒットしなかった。「ジャム」とか言ってたけど、検索しても、パンに塗る商品ばかり出てくる。絶対違う。そんな甘ったるいものじゃなかった。あとは音楽関係の単語があったけど、これも別だ。


    　続いて、怪しい光を検索してみる。


    



    ［怪しい光］：hit 3,200,000：【キーワードを絞ってください】：


    



    　三百万件って。とりあえず絞ってみた。出てきたのは、


    ［ＵＦＯ、プラズマ、時空間の裂さけ目、次元の穴、宇宙からのメッセージ］


    　オカルトばかりだ。


    「お前、何を受信しちゃったんだよ」算太が苦笑した。


    



    ［ウェニアック］：hit0【もしかして／レイニャック（フランスの地名）】：


    



    　まさかのヒット０。レイニャックってなんだよ？　もしかしねえよ。


    



    　検索の成果は得られないまま、マンションの前に到着した。「エレベータも一緒に乗ってくれ」というのはさすがに断られ、算さん太たは「おもらしすんなよ。チキンちゃん」と軽口を叩たたき、さっさと帰った。算太がいなくなると急に心細くなる。密室が怖くてエレベータには乗らず、六階まで階段を一気に駆け上がった。


    



    　妹の美み合あは、玄関で俺の顔を見るなり「どうしたの？」と眉まゆをひそめた。まだランドセルのイメージがつきまとうツインテールの新中学一年生のクセして、なかなか鋭するどい観察眼の持ち主だ。けど、コイツに怪現象のことを話したところで「お兄にいはネットやゲームのやりすぎなのよ。休みの日は身体からだを動かして野山のきれいな空気を吸いに……うんたらかんたら……」と小言製造機に変身するだけだから言わない。バイトをクビになったのも秘密だ。「お兄はネットに頼り切りで暮らしているから人付き合いがうんたらかんたら……」って解雇理由を並べ立て傷口に塩を塗りたくってくるにきまってる。うちの妹は、見た目は子供、中身は心配性な主婦（三三歳）な感じなのだ。ダルいので、「別になんもねーよ」と、そっけなく言い捨てる。


    「まさかイジメ……？」


    　予想外の一声が飛んできた。


    「服に砂がいっぱいついてるし」と美合が俺を指す。


    　外は暗くてわからなかったけど、裾すそやズボンがかなり汚れていた。


    「美合は、ぜーんぶ、お見通しなんだからね」


    　まったく見通せてないけどな。イジメじゃないし。でも、説明したら仮想空間禁止令が発動されそうだから、適当に誤ご魔ま化かす。


    「これな。コケた。かなり派手に。砂場に突っ込んだ。えーと。可愛かわいい犬を連れた可愛いお姉さんが可愛らしい足取りで散歩をしていて……」


    「なんでもいいけど、家のなかを汚さないでね」


    　美合はリングを装着した指で俺の足元に円を描き、「お掃除」と言うと、去っていった。すると入れ替わるように、円えん盤ばん状じようのお掃除ロボ『SAMBA』が床を滑すべってきて、俺の足元にまとわりつく。小言がうるさい妹に、従順なロボ。まったく素晴らしい世界だ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　食欲がなくて、親に「メシ食ってきた」とウソをつき、自分の部屋に入る。


    　シンプルなベッド、学習机。清せい楚そな服を着た美少女アイドルのポスター。ジュースのオマケでついてきたアニメキャラのフィギュア。今朝と同じ風景だ。公園の一幕は、架空の世界のことに思えてくる。ジャムや鶴つる舞まいのことが気になってもう一度検索したけど、さっき調べた以上の情報は出てこなかった。キラービー事件を掘デイグってみても物ぶつ騒そうな怪談みたいなものばかり。底の見えない穴に落っこちるような気持ちになる。


    　気分転換しようと、新しいバイトを探すことにした。


    　イオに付属してる秘書機能ＡＩアプリ『ヤマネコのリン君』を起動し、広大なネットの海から『高校生可のバイト』を拾い上げてもらう。けど、リン君が見つけてきたものは『倉庫内軽作業』『データ入力』など、興味をひかれるものはゼロ。スペシャルな技能を持たないフツーの高校生が、高望みしても無駄なんてわかってる。


    　でも、物は試しだ。無茶な条件を入れてみる。


    ［時給千三百円：適合サーチ→俺向きの仕事：除外ワード→（流れ作業・マニュアル接客）］


    　じつはこのヤマネコ、両親や妹どころか、俺自身よりも俺のことがわかってる。なぜなら、過去の検索履歴から趣しゆ味み嗜し好こうはわかるし、ＩＤに登録されてる膨大な情報（内申点や試験の結果から、クラスの係まで）を持っていて、そして、脈拍や血圧から「どんなときに感情的になるか」まで、すべて把は握あくされている。


    【ありませんでした。ごめんミャ～】


    　……まあ借金取りに追われてるわけでもないし、すぐバイト見つける必要はないから、希望条件だけ入れてアラートを設定し、放置することにした。


    【絶対見つからないミャ～】


    　ゆるキャラのセリフは俺に夢を見ることも許してくれない。「人工知能ごときに俺がわかるか！」と文句をぶつけてやりたいとこだけど、実際わかられてるんだからしょうがない。最高で最低の従順なパートナー。もはや人生の伴はん侶りよ。だからリン君は、このあと、俺がイオで何をするかもわかってる。


    



    　ベッドに仰あお向むけになり、イオにヘッドマウントディスプレイを直結。「いつもの」と音声入力すれば、リン君がメニューを表示する。視界が完全に遮しや断だんされ、フルＣＧの仮想空間が広がる。完全に自分が入り込んでしまったような感覚。そこで俺はゲーム用アカウント『ゴッド・アロー』になる。


    　ゴッド・アローの実績部屋にはダイヤモンドの王冠がズラッと並んでる。王冠っていうのは、ゲームのやり込み度合いを表す象徴だ。ダイヤを獲得するため、世界中のゲーマーが身を削り、切せつ磋さ琢たく磨ましている。


    　数あるゲームの中から、肩慣らしに『メテオアルマゲドンＺ』を選択。地球に降り注ぐ隕いん石せきを宇宙戦闘機に乗って撃うち落とす、パズルシューティングだ。俺はスコアアタックランキングの常連で、自他ともに認める地球防衛軍側のエースパイロット。バイト代のほとんどは、これの武器代金に消えた。たった五百円で隕石を砕くだくミサイルが買えるなんて、安いもんだ。


    



    　──というわけで、一時間後には見事に地球を救い、ゴッド・アローの名をモノリスに刻んだ。ランキングはほどほど。今日は気が乗らなくて、けっこうミスってしまった。


    　次は、最近はじめたＭＭＯＲＰＧにログインする。


    　視界に中世ヨーロッパの草原が広がる。俺の手には、洞どう窟くつ探索で手に入れた宝剣。すぐそこにいたネズミの化け物を追いかけ、サクッと斬きり殺してＧゴールドをゲット。そんな感じでしばらくゲームを続けていたけど、なんだか、全然おもしろくない。昨日までは楽しかったのに、世界に没入できない。敵と戦うたびに、聖剣少女の光の舞いが、鮮せん明めいに目の前に映ってしまう。


    　──あの子、かっこよくて、綺き麗れいだったな。


    　思い出すだけで、胸がドキドキする。その高鳴りは、生首に対する恐怖なのか、未知への興奮なのか、もっと別の感情なのか、よくわからない。


    　さっぱりゲームに身が入らず、電源を切って、ヘッドマウントディスプレイを外した。見慣れた天井が現実への帰還を告げる。


    　「……ふぅ」ため息が口をついて出た。一三歳のときに仮想空間への接続が解禁されて以来、こんな気分になったのは、はじめてだ。


    　たぶん、あの、わけのわからない悪魔と少女のせいだ。目の前に突然湧わいて出て、平穏な日常をぶち壊していった。いったいなんだったんだよ、あれ。意味わかんねえし。あんな怪奇現象がこの街の掲かかげる「より良い未来」に含まれてるのかよ？　予告も警告もなしに、突然あんなことが起こるし、検索してもゼロヒット。そんなバカなことってあるか？


    　それとも俺以外のみんなにはわかってて、俺がだまされてるだけなのか？


    「ロボに負けた」とか「つまんねえ」とか文句たれながらも、誰かが作ったおもしろい映像で暇をつぶして、ＳＮＳで生温く交流する。刺激がほしければ都市伝説や噂うわさ話をサーチ。ヘッドマウントディスプレイを使えば、スリルや興奮をゲームで味わうことができ、家にいながら各国に旅行した気分にもなれる。ネット上に溢あふれたファイルには年齢別にフィルタがかけられていて、不快感を与える可能性があるコンテンツには、「閲覧注意」なんて警告がされている。厄やつ介かいなウイルスやバグはいつの間にか排除されていて、気づくことすらない。そんな、幸福と安全を保証された心ここ地ちいい場所。


    　──それが、すっかり偽にせ物ものに思えてきた。いや、実際、企業とかが管理してる作られたシステムだけど、今までそこに身を委ねるのに疑問を持ったことなんてなかった。


    　たしかに、世の中には、人やモノすべてがネットでつながることを拒絶する人たちもいるらしい。彼らは非社会的だからって、ソーシャルに対して『ノーシャル』なんてネットで揶や揄ゆされてるけど、俺には無理だ。イオは捨てられない。ネットのない生活なんて想像できない。


    　現実の世界って、何だよ？


    「……」


    　何を信じればいいのか、よくわからなくなる。化け物なんて、リアル社会には存在しない。ゲームのやりすぎで、アタマがごちゃごちゃになったっつーのか？


    　もしかしたら、この部屋だって、じつは作り物で、突とつ如じよガラガラとブロック状になって崩れたりするのかもしれない。


    　俺って、存在してるよな。ここに。


    　肉体がちゃんとあるのを確認していると、絆ばん創そう膏こうが目に入った。剥はがすとガーゼの部分が、固まった血で茶色くなっていた。

  


  
    第二章／電波高感受性症候群WENIAC Child


    



    「──痛いってぇ！」


    　指に刺すような痛みを感じて飛び起きた。リングに設定したアラームの電流が「弱」から「強」にまで進行していた。どうやら三度寝してしまったらしい。結局二時間しか眠れなかった。こうなったのも、あのジャムとかいうヤツのせいだ。寝ようとして部屋を暗くしたら闇やみに隠れてる気がして、目を閉じれば真っ黒で怖くて、電気を点つければ眩まぶしいの繰り返しだった。睡眠の質を管理してくれるリングも、ジャムには勝てなかった。化け物め。睡眠不足で今日の授業は壊かい滅めつ的てきだ。


    



    　顔を洗うと、すぐにイヤーフックを耳に引っかける。生体認証でロックが解除され、朝一からイオのお世話になる。


    　朝飯は、毎日同じ。蜂はち原はら特製パンに蜂原特製ジャム。成長期の子供に最適な栄養バランスを与えてくれる完璧な食料。科学が生み出した長生きのもと。


    　ジャムごとき喰らい尽くしてやるぜ、と、『かつ丼食って勝つ』レベルの笑えないシャレを思いつき、苦笑した。パンをかじると、甘みを抑えたミックスベリーの風味と、大地の恵み的な小麦の薫りが、ほわっと口に広がる。こっちのジャムは美う味まい。


    　けど、毎日こんなのばっかだと、東京で食べた化学調味料満載の山盛りラーメンが恋しくなる。修学旅行で一番思い出に残ってるのが、あのジャンクフードだ。身体からだに良くないかもしれないけど、寿命がちょっと縮む程度なら、俺はあのラーメンを食う。いくら食べても麺が減らず、完食するのも命がけだった。蜂はち原はらに支店を出してほしいけど、食材チェックに引っかかって、許可が下りなそうな気もする。


    　ジャンクに思いを馳はせながら、上品なパンを食べつつ、イオでニュースをチェックする。


    【イケメン俳優、熱愛発覚！】


    　どうでもいいことがトップ記事になっていた。昨夜の怪現象に関する記事は、ゼロ。ＳＮＳを検索しても出てこない。やっぱ幻げん覚かくだな……と無理やり納得することにした。


    　すると、制服に着替えた美み合あが通りかかった。ソフトテニス部の朝練があるから、俺より一時間も早く家を出る。


    「あー！　ご飯食べるときくらいイオいじるなって、いつも言ってるのに！」


    「いいんだよ。血糖値チェックしてくれてんだから」


    「まだ若いのに必要ないでしょ。で、お兄にい。今日は傘かさ持ってったほうがいいよ」


    「天気情報は快晴だし」昔の予報じゃあるまいし、今の天気情報は、九九パーセント当たる。


    「でも雨降るよ。山に雲がかかってたし、ツバメが低く飛んでたの」


    「その迷信、こないだ外れただろ！　つーか俺のカバンに無断で折りたたみ傘入れやがって」


    「あ・め・ふ・る・のっ！」


    　うるさいから黙だまらせてやろうと、熱愛発覚ニュースを教えてやった。


    「えっ……えええええ……ぇぇ……ふぇぇ……」美合は嘆き、しょんぼりして涙目になった。


    　コイツ、意外とミーハーなんだよな。って、まあ、俺も中学のときコスプレアイドルグループにハマって、画像を集めまくった黒歴史はあるけど。中学生フィルタリングが解除される前だったから、画像を探すのにだいぶ苦労した記憶がある。


    　この街に住む少年少女は、エロやグロや、健すこやかな成長に害をおよぼすものをネットで見ることはできない。なぜなら、蜂原の電子空間にはイオをとおさないとログイン不可能で、アクセスできるサイトはＩＤで完璧にセグメントされてしまうから。違法なものには当然アクセスできず、反道徳行為をすればすぐ特定。過激な発言や画像のアップロードをくり返せば危険人物としてマークされ、不用意な行動は身を滅ぼす。そのお陰で、匿とく名めいを利用したような誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようや炎上、イジメが問題になることはほぼ皆無だ。


    　そんなネット社会で話のネタになるものは、誰にも迷惑がかからないタイプの噂うわさ話や都市伝説ぐらい。そこには、ハバネロどころか、からしほどの刺激もない。便利だけど、あくまでも試験的な計画都市。最先端のはずが、なぜか世界から取り残されてる心境にもなる。


    　ユートピアのふりしたディストピア──なんて思うこともあるけど、嫌いやならこの街から出ていきゃいいだけの話だ。選択の自由って素晴らしい。


    　二〇一五年に開発がはじまったこの実験都市で、俺は生まれ育った。
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    　蜂はち原はらの成り立ちや都市機能については、小学校の社会の授業で時間を割さいて習う。一三万人が暮らすこの街は、政府とリンクスコムが中心になって開発を続ける『世界最高レベルのスマートシティ実証実験場』だ。


    



    ［リンクスコム］：日本最大のＩＴ企業グループ／『イオ』を開発／インフラの整備や、ソフトの受じゆ諾だく開発など、国と連携した事業も多数行っている：


    



    　──なんて、イオで簡単に検索できるのも、通販で買い物すれば小型無人ヘリドローンが一時間で届けてくれるのも、リンクスコムのお陰。リンクスって名前は『宇宙の果てへのネットワーク』を目指して、地球からもっとも遠い超銀河団『やまねこ座リンクス』からとったらしい。だから、『ヤマネコのリン君』がマスコット。そんなリンクスが、もしもこの街から手を引いたら、最先端都市の魅み力りよくを失って幸福度ランキングは急降下だろうな。俺たち市民は、生活の多くをリンクスの機器やインフラに頼っている。


    



    　ヤマネコのロゴマークに溢あふれた街を、自動運転レーンを周回する水素燃料電池バスで学校へ向かう。道路が碁ご盤ばんの目状なのは、平安京をモデルにしたから。だから平安都市ピースシテイ。


    　バスの乗客はみんな、イオのジェスチャー操作で手や指をクイクイ動かしてる。なんだか、見えないオーケストラを指揮してるみたいだ。でもやってることは、たぶん、ＳＮＳ、ヒマつぶしのゲーム、クーポンやニュースのチェックとか。街のあらゆるところに設置された無ビ線ー標コ識ンから、各個人が求めてるものが自動的に送信される。市内には何千万個もの極小センサーが埋め込まれているらしく、市民に情報と安全を提供してくれている。監視カメラの数も、あの通り魔事件以降、五倍に増やしたらしい。そのお陰か、一時的に犯罪発生率は全国平均の四分の一以下にまでなったそうだ。最近は物ぶつ騒そうな事件もまたちらほら聞くようになったけど、それでも平均よりはかなり下だし、守られている感じがある。


    



    　しばらくバスに乗っていると、学校へ続く並木道へ出る。バス車内にも街路にも、中高生が増えてくる。俺の通う市立朱す雀ざく学園は中高一貫校。総生徒数は二千四百人。ちなみに同じ規模の学校が、各区に一校ずつある。西区が白びやつ虎こ、北区が玄げん武ぶ、東区が青せい龍りゆう、中央区が麒き麟りん学園。中学入学時に受験はなくて、学区の学校に通うことになる。この街の特色として、試験で偏差値をつけるような教育はしていない。落ちこぼれそうになった子は早期に発見されて対策を練られ、誰もが高度な教育を受けられるシステムが確立されている。大学受験はもちろん自由だけど、中央区にＨＩＴ（蜂はち原はら工科大学）っていう研究機関のような私大がある。


    



    　バスを降り、生徒ＩＤチェックをパスして校内へ。校舎はコの字型をした四階建ての本館に加えて、二階建ての実習棟が三号館まである。二年Ａ組の教室は、本館北部三階だ。


    



    「無事に幻げん覚かくの世界から帰還したか？」教室に着くなり、俺の姿を見かけた算さん太たが嘲あざけるように言った。


    「まあな」


    　平静を装ったけど、黒い生首を思い出すだけで心臓がバクバクする。早く頭の外に放り投げたいが、当分はこびりついて離れそうにない。


    　そんな悩みを知らない算太は「あ、アレの時間だわ～」とイオを操作しはじめた。「これ……マジで癒やされるわ～……」。チラチラと横目で俺を見てくる。何のアピールだよ。鬱うつ陶とうしいので無視だ。


    「これさ～、オレ、ブレイクする前から知ってたけどさぁ～。そーか、奏そう矢やは知らないのか～」


    　すると算太は、アメリカ人のような大げさなジェスチャー操作でさらにアピールしてきた。


    「うぜーよ！　なんなんだよ!?」と俺が言ったとたん、イオの通知が鳴った。


    【電子ペット『エリマキトカゲのエリザベス』／算太さんから招待を受けています。一緒に育てよう！】


    　何だよこれ！


    「育てねえし！」


    「いやいや。はじめたのには、わけがあってな……」


    「どうせ、女子と仲良くなりたいからだろ？」と俺が突っ込むと、「悪いか」と素直に認めた。


    「つーか、エリマキトカゲって……」


    



    ［エリマキトカゲ］：全長約九〇センチ／オーストラリア等に分布するトカゲ／危険がせまると後肢だけで立って走る／クビの周りの皮ひ膚ふがエリマキ状に広がる／一九八〇年代に日本で流行：


    



    　俺の音声で、イオが検索結果を表示した。八〇年代なんて、親が生まれた頃だ。キャラクターのほうは、ただのトカゲではなく、エリマキ部分が花びらになってる。いま、若い女性のあいだでイオ用アプリの電子ペットが大流行中で、クジラから微生物、異世界のモンスターまで、ありとあらゆる生き物が仮想空間上に氾はん濫らんしてる。


    　つーか、電子ペットに限らず、ヤマネコのリン君だとか、なんでもゆるキャラにすればいいって風潮あるよなぁ。親しまれようって狙いが透けて、俺はちょっと苦手だ。でも、みんな、ああいうの好きだよな。見た目がゆるけりゃいいなら、算さん太たもダンゴムシのコスプレしたらモテるかもな。……いや、気持ち悪いだけだ。想像してしまった自分を責めたい。


    　ちなみに『エリザベス』は全国区ではなく、主に朱す雀ざく高内で大ブレイク中。学内クローズドＳＮＳ『スザクサークル』内の電子ペットコミュニティに、半年くらい前に投下されたらしい。ブームの発ほつ端たんは「キモカワイイ」とはじめたカースト上位の女子グループで、やらないと仲間外れになるからと拡散し、女子から彼氏に、そして女子との話題ほしさから算太みたいな男子へ。いまや学内だけで千五百アカウントを超え、スザクサークルにはシークレットの情報交換グループも乱立。課金してる人も多いって聞く。まあ、よくある話だ。


    「ってことで、奏そう矢や。オレとエリ友になってくれよ」


    「エリトモ？」


    「エリザベス友達のことだよ。誰か招待するとガチャポイントがもらえんだよ。オレの計算によれば、確実にモテる！　基本無料だからさ！　そっこー削除してくれていいから！」


    　算太が必死でかわいそうなので、アプリの招待を受けてやった。起動すると、イオ上の仮想空間に、ジョウロを持った花の妖よう精せいみたいなのがポワッと出てきた。


    【はじめまして！　ガチャを回してね！　初回は、レアなのが手に入るよ】


    「イオのアカウントひとつにつき一回かぎりだからな。気合い入れろよ！」と算太は拳こぶしを握りしめた。俺以上に気合いが入ってる。


    　せっかくだからレア出ろよっ、とガチャる。


    　転がり出た卵から、エリマキトカゲらしきものが産まれた。エリマキ代わりについた花びらから、デフォルメされたトカゲの顔がニュッと飛び出している。ソイツは、よだれを垂らして、全身が腐くさったようにデロデロしてて……とにかく、グロくて不ぶ気き味みなヤツだった。『ウルトラレア／ラフレシアトカゲ♂／花言葉：ゆめうつつ』と書いてある。


    



    ［ラフレシア］：直径九〇センチにも達する世界最大の花／全寄生植物／死肉色／便所の匂い／ハエが花粉を運ぶ／：


    



    「…………なんだこれ。ヤバいの出たんだけど……」と、算太のイオにコネクトする。


    「うわぁ」算太はギョッとした。「まあ、たしかにレアっぽいけど、悪い意味で」


    「お前のはどんなだよ？」


    　算太のトカゲは、『レア／チューリップトカゲ♀／花言葉：博愛』。ピンク色の身体からだに赤い花びらがついてる。目がくりくりして可愛かわいらしい。これなら女子に人気が出るのもわかる。


    　一方、俺のラフレシアは、死肉色とか便所の匂いとか、もはや汚物。なんでこれ一八禁フィルタを通過してんの？　存在そのものが青少年に悪影響だろ。開発者どうかしてるぞ？　ラフレシアはパカッと口を開くと「ラブ、ラブ、ラブレジア～ッ！」と濁にごって潰つぶれた声で鳴いた。その音声は骨伝導で脳を揺らし、心までざわめかせる。ラブじゃねえよ。


    「鳴き声、気持ち悪くねーか……？」


    「そうか？　チューチューさえずって可愛かわいいけど？」


    　種類によって違うらしい。うちの憎らしい子は極めて不快なので、音声をミュートに設定する。と、花びらにハエがとまった。マジ勘かん弁べんしてくれ。


    「削除するわ……」


    「待て！　もったいないぜ。キモくても、いちおうウルトラレアだし。なかには、ガチャで何万円も払ってようやく出るのもあるらしい」


    　その希少価値に免じて削除撤回してやろう。試しにエサをやってみる。エサはコオロギかピンクマウス。コオロギを選ぶと、むしゃむしゃとうまそうに食いはじめた。キモい、グロい。どう考えても閲覧注意モノだろ。もうたぶん、起動させない。


    　はぁ。なんだか、最近ついてねえな。バイトはクビになるし、ガチャ運は最悪だし、謎なぞの化け物に襲おそわれるし。蜂はち原はらご自慢の幸福度指数を、俺ひとりで下げてる。最高の気分だ……。
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    　ぽかぽかした春の陽気で、授業は朝から眠気地じ獄ごくだった。三限目は物理。担任の岡おか崎ざき先生が置物のように教きよう壇だんで見張っている。授業中、イオは「勉強に関する以外の機能」をストップされる。『落下運動の加速度を求めよ』なんて問題を、イオを使って公式を検索して解く。


    　昔は受験中に、ネットの知恵袋に質問して問題になった事件があったようだけど、今じゃあ、いかにネットを使いこなすかが重要。どんな難しい数式でも、画像認識すれば答えが出てしまうから。大事なのはＩＱより『知ろうとする気持ち』──ＣＱ（Curiosity Quotient：好奇心指数）とＰＱ（Passion Quotient：熱意指数）なんだそうな。先生の役割は、正しい方向に導くファシリテーター（促進者）。未来に対して積極的で、意識が高いことが優等生の条件らしい。とはいえ俺は赤点を取らない程度に、そつなくこなすだけだ。


    　でも今日は、今まで以上に身が入らない。


    　なんとなく、グラウンドに目をやる。どこかのクラスが体育で走り高跳びをやっている。その助走の列を見て、ひとりの女子に目を奪うばわれた。


    　──鶴つる舞まい舞まい羽は。


    　遠くて少しわかりにくいけど、髪の長さやスタイルは、昨日の聖剣少女にやっぱり似てる。授業そっちのけで、食い入るように見つめる。


    　鶴舞の順番が回ってきた。軽快に走り、踏み切る。ふわりと身体からだが浮き、軽々とバーを飛びこえ、背中からマットにふぁさっと落ちた。なぜか彼女はそのまま、しばらく仰あお向むけに寝転んでいる。


    　──空を、見てるのか？


    　数秒後、鶴つる舞まいは先生に注意されたらしく、マットを降りた。そして、また空を見上げる。俺は不思議に思ってその視線を追う。


    「あ……」思わず声が出た。あれは昨日の……。


    　雲ひとつない真っ青な空に、黄色と紫色の光が、線を引いた……気がしたが、まばたきをした一瞬で消えていた。鶴舞に目を戻すと、助走の列に戻っている。眠気はなくなり、落ち着かなさでいっぱいになる。


    



    　そのあとも、ときどき窓の外を確認した。けど、あの光はもう見えなかった。


    　昨日のことは鶴舞に直接聞くのが一番早いだろうけど、もし別人だったら……。「鶴舞さん、昨日、公園で会いましたよね？」「……は？　あんた誰？」「あ、あの、なんでもないです」逃げる→キモい人の噂うわさが広まる→高校生活終わる。うあぁ。耐えられん。なら、もし本人だった場合……けど、ジャムとか剣のこと聞いて、どうすんだろ──なんてボーっと考えてたら、先生に怒られてしまった。このままじゃ何も手につかないし、睡眠不足で日常生活が危うくなりそうだ。
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    　そして放課後。


    　緻ち密みつな脳内シミュレーションを重ねた結果『偶然出会ったフリをして目を合わせ、相手の表情を確認する』という、慎しん重ちようかつ消極的な作戦が最適だと結論が出た。別人なら相手にもされないだろうし、本人ならリアクションがあるはずだ。もしもオカルトや電波なヤバイことを言いはじめたら「人違いっす」と言って逃げる。完璧だ。


    　そうして鶴舞エンカウント作戦を開始したものの、教室に姿はなく、校内をぐるぐると回っても見つからない。もうこのまま会わないでもいいんじゃねえか……と思いはじめ、職員室前の廊下まで来たとき、壁に奇妙な落書きを発見した。それはあきらかに人の手で書いたもので（丸文字だから、たぶん女性の）、トイレにある張り紙のようなデザインで描かれている。


    



    『お掃除屋さん募集！　月二〇万円以上可能！　貯金が膨ふくれ上がる！　初心者でも簡単、すぐ稼かせげる♪　秘密のノウハウ公開（今日まで）！　興味ある貴方あなたはコチラへ　→→→→→→→→（※男性来場者にはプレゼントあり）』


    



    　情報商材詐さ欺ぎかよ。しかもこれ、フツーの広告でよくある拡張現実アドポスターじゃなくて、壁に直接黒ペンで書いてんのか？　指先で文字をこすってみると、黒い粉のようなものがついた。その黒いのが、肌にじゅわっと染み込むようなイヤな感じがして、慌あわてて制服の裾すそでぬぐう。うわっ……なんだこれ。けど、学校にこんな落書きするなんて何考えてんだ。ご丁てい寧ねいに『→』で案内までしてやがる。


    「怪しすぎんだろ……」


    　掃除って、何を？　やたら高給だけど？　まさか死体の片づけ……いやいや、それはねーだろ。最高にうさんくさい。しかも（今日まで）じゃねえよ。プレゼントってのも、どうせ無料の使用法マニュアルとかだろ？　誰がこんなのにひっかかんだよ。


    



    　『→』に沿っていくと、本館の外へ出された。矢印っていうのは、奇怪な魔力があるものでなぜか先が気になってしまう。「ここまでにしよう」と思っても、つぎの行き先を示されると「もう少し……」とついつい足が動いてしまう。まあ俺は、甘い言葉を鵜う呑のみにするほどバカじゃない。騙だまされて集まっている愚か者たちを、外からのぞいてやろうかなと……まあそんなところだ。


    　『→』体育館や武道場の横を抜け、『→』校舎脇をランニングする野球部とすれ違い、辿たどり着いた先は、『→』敷地の最奥『実習棟三号館』だった。


    「ここ……？」


    　ますます怪しい。この三号館は、パソコンルームやＬＬ教室、視聴覚室といった情報技術系に特化された実習棟……だった。過去形なのは、イオのバージョンアップやデジタル機器の発達によって大半が不必要なものになり、すでに遺物と化しているからだ。今では物置きになっていて、入る機会はない。実際、入学時の学校案内で一度来たきりで、ＬＬ教室が何の略かも知らなかった。イオで検索すると【Language Laboratory】と出た。言語実習室らしいけど、詳細は謎なぞだ。


    　そろそろ帰ろうか迷うけど、『→』はまだ続いている。


    



    　誰もいない廊下を、『→』を追って歩く。空気が淀よどんでる。薄うす汚よごれたガラス越しに、吹奏楽部の演奏が届く。勇敢な行進曲風だけど、その演奏がド下へ手たなせいか、少しずつ心細くなってきた。なにより俺を不安にさせるのは、学内ＳＮＳで騒がれていたこの三号館に伝わる七不思議だ。深夜のパソコンルーム、ディスプレイに青白い人の顔が浮かび……途中まで思い出して、やめた。どうせ誰かが作った都市伝説だってわかってても、やっぱり気持ち悪い。


    　つーか、この矢印、いったいどこまで連れてくつもりだ。これはただの悪いた戯ずらで、金に目がくらんだマヌケをどこかで盗撮しているとか？　とウダウダ思いめぐらし歩いているうちに、矢印は最深部の視聴覚準備室の前で途絶えた。ドアを見ると、イオに【ロック中】と表示されている。あたりには誰もいないし、ノックをして「すいません」と呼びかけても、返事はない。


    「なんだよ……」


    　どこから盗撮してんだよ、カメラはどこだよ、と、あたりをくまなく見回す。すると、隅すみにおかれた植木鉢に、小さく『→』と描かれているのを見つけた。矢印は床を指している。


    　これは……罠わなっぽいけど、調べるしかないよな。


    　慎しん重ちように、植木鉢を持ち上げる。


    　そこには、一本の金属製の鍵があった。これで、開けるのか？　ドアのロック解除はＩＤカードか生体認証が基本だ。少なくとも校内で、こんな非電子キーで開けるドアは見たことがない。


    「……のぞくだけ……」


    　ドアの先にラスボスが待っているような覚悟で、鍵穴に鍵を差し込み、回す。ガチャリという手応えとともに、解錠された。でもイオは【ロック中】の表示のままだ。そおっとドアに手をかけて試しに引いてみると、意外なことに開いた。


    「開くじゃねえか……」


    　どうなってんだと思いつつ、首だけ部屋に入れて、様子をうかがう。


    　教室の半分ほどしかない空間には、誰もいないようだ。


    　忍び足で、一歩入ってみる。壁にかけられたケーブルやコード。棚に鎮ちん座ざしている分厚いモニター。用途不明な、ガラクタのような謎なぞの機械類がごちゃごちゃ。棚には非電子書籍が並んでいる。中央にある大きな机の上には、食べかけのせんべいと、ゴシップ記事で有名なスポーツ新聞の非電子版。脱ぎ捨てられた誰かの白衣。奥の床には、ビールの缶が転がり……なぜか寝袋がある。


    「ビールって……見つかったら退学だろ……」


    　突然、寝袋がモゾモゾと動いた。


    「うわっ!?」


    「ふあぁ～」と、女子生徒が大あくびしながらムクリと身体からだを起こした。


    　あっさりとした涼しげな顔立ち。切れ長で猫っぽい目。薄い唇くちびるから、八や重え歯ばがチラリとのぞいている。アップにまとめた髪には、かんざしのような髪飾りが二つ。同じクラスの女子に比べると、かなり大人っぽい雰ふん囲い気きだ。


    　その女子は俺を見て、きょとんと目を丸くした。「えーと……？」


    「あ、いや、掃除の張り紙……」


    「採用」


    「えっ？」


    　女子生徒は寝袋を脱皮するように、するりと抜け出た。無駄のない動きで白衣をサッと羽は織おり、棚から紙を出して机に置く。「これ秘密保持契約書と履り歴れき書しよ」


    「ちょ、待って」


    「ほれ、座って」


    「いや、その……」


    　女子生徒はいきなり俺の小指を掴つかんでひねりあげた。


    「いだだだッ！　ちょ、ダメ、お、折れるッ！」


    　身体からだの自由を奪うばわれ、問答無用で強引に椅い子すに座らされた。


    「とりあえず、秘密保持にサインしてや。デジタル署名やなしに、直筆な」


    「だからちょっと待ってって言ってるでしょ！」俺は声を張り上げた。


    「やかましいなぁ。大声や感情的になるのはエネルギーの無駄使いやよ」


    　この関西弁の子、何者……？


    「書かな、強制わいせつ罪で通報や」


    「強制わいせつって、いやいやいや！　俺、何もしてないし」


    「ちょ、ダメやってッ……」と謎なぞの女子は色っぽい声を出して、自みずから白衣を脱ぎだした。


    「いやァ……さ、触らんといて……これ、イ、イオで録音してるから、覚悟しーや……」


    「思いっきり捏ねつ造ぞうじゃねえか!?」


    　関西女は俺の言葉など無視して、手で机を叩たたいたり、ビールの缶を蹴ったりして被害者を演じている。なんだこのヘンな女……。やっぱり矢印の先には罠わながあったということか。くそっ、完全に俺の凡ミスだ。不良集団や化け物が出てこなかっただけマシか……。
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    「ほれ、早くサインしーや。自作自演しんどいわ」


    「……いや、けど、サインはちょっと……」


    「……しゃあないなぁ。秘密守ってくれるんなら、ええわ」


    　なんとか冤えん罪ざいは逃のがれた。履り歴れき書しよは「正式登録時に」ということで、カバンにしまう。


    「あんた、神かみ之の馬ま奏そう矢や君やね？」


    「!?」なんで名前バレてんだよ!?　ＩＤ盗まれた？


    「長いから奏矢でええな」関西女はそう言いつつ、右手の人差し指のリングを、俺のリングに接触させた。「ほな、ＩＤプロフ交換して」


    「さっきからいろいろ省略しすぎなんですけど！」


    「蜂はち原はらってスマートシティやろ？　うちは、省エネの原則に従って効率化してるだけ」


    「はぁ……」まあ、もう名前もバレてるし、この女子のこと知りたいしなと思い、コネクト許可する。


    【瓢ひよう箪たん山やま千ち草くさ／朱す雀ざく学園高校／二〇一一年八月八日生まれ／女】


    「ひょうたんやま？」


    「その苗字、うちもイヤなんよ。エネルギー爆発的に使うやろ？　せやから、ヒョでええよ」


    「ヒョ？」


    「ヒ？」


    「いや……」


    「ョ？」


    「いや、逆に呼びにくいわ！」


    　ごく短い協議の結果、『千草さん』になった。


    「あとで聞かれるとめんどいから、先ゆうとくけど」と千草さんは言った。「うち、京都人と山やま梨なし人のハイブリッドやから。この言葉は京梨弁ってとこやね。新旧の平安京。血の浪漫ロマンや」


    　俺はあらためて彼女のプロフを確認する。「……二〇歳？　三回留年してるってことですか？」


    「バイトの説明、はじめるで」


    　無視された。


    「あのぉ」


    「女性に年齢聞くのはＮＧやよ。オトナの常識や。うちは、とりあえずビール買える年齢にしてるだけ」


    「……それ……ＩＤ偽造!?」


    　ドアのセキュリティをいじってたり、ここを私物化してたり、不審者すぎる。


    「もうええやろ。この調子じゃエネルギー使い尽くして倒れてしまうわ」


    　こっちからいろいろ聞き出そうとしても無理な気がしてきた。探りながらバイトの話を聞くことにする。「さっき、いきなり採用って言いましたよね？　どういうことですか？」


    「あー。あの募集の文章な、フツウの人には見えへんの」


    「は？」


    「ＪＡＭの残りカス』で書いたものやから」千ち草くささんがニタリと目を細めた。


    「ジャム……」みぞおちあたりがヒュッとなった。ジャムって、食べるやつじゃなくて、まさか、あの、黒いジャム……!?　ギョッとして、壁の文字を触った指先を慌あわてて見る。けど、もう何もない。


    「それだけちゃうで。あんた……フツウの人には見えへんモノが、見えたことない？」


    「……あっ……」


    　怪光線が脳裏を横切る。算さん太たにはまったく見えてなかった。


    　千草さんは俺に顔を近づけて、ささやいた。


    「あんたは、特別なんや」


    「特別……」


    　そういえば、たしか鶴つる舞まいは「キミも見える」とか……ってことは、まさか鶴舞舞まい羽はも──


    　千草さんが、いきなりパチンと指を鳴らした。


    「舞羽のこと考えとったな？」


    「……どうして、わかったんですか」


    「フフフ。あんたのこと、じつは、舞羽から聞いとったんよ。『覚かく醒せいした男子見つけた』って。はい、おめでとさん。奏そう矢やは時代が生んだニュータイプ『ウェニアック・チャイルド』や」


    「……ウェニアック……たしか鶴舞が言ってた……!?」


    「それ、うちの造語。ＷＥＢウエブとＥＮＩＡＣエニアツクをくっつけてＷＥＮＩＡＣウエニアツクや。ちなみにＥＮＩＡＣエニアツクは、世界初の電子式汎はん用ようコンピュータとされとる骨こつ董とう品ひんな。その発明に端を発したネットワーク技術が想像をはるかに超えるスピードで進化した結果、あんたを生み出したってわけ」


    「……なにが、なんだか……」


    「うん。正式には『電波高感受性症候群』っていう、舌噛かみそうな名前」


    　千草さんは紙に『RadioWave‐Sensitive Syndrome』とさらさら書きつけ、続ける。


    「この市内だけで限定的に発症しとるんよ。蜂はち原はらで生まれ育った子供の、一パーセント以下の割合。発症件数が少ないからやろか、イオで検索しても〇件やよ」


    「病気……なんですか？」


    「ううん。体質変化ってところやね。治療法は今んとこ、なし」


    　まったく意味がわからない。訝いぶかしげな視線を千草さんに送っても、彼女は気にした素そ振ぶりも見せず口を動かす。「どんな症状かってな、簡単に言えば『電波を知覚できる特異体質』のこと」


    「電波……？」


    「そう。空間を流れる電磁波の一種や。その電波ってのはな、フツウの人間は、絶対に肉眼で見えへんの。でも、あんたは見える」


    「なんで……俺が、急にそんな体質に……？」


    「うちの推測、聞きたい？」


    「え、あ、はい」


    「ほな、情報料一万円」


    「え？」


    「今の若い子って、なんでも無料で手に入ると思っとるよねぇ」


    「いや、でも一万円は……」


    　すると千ち草くささんはスポーツ新聞を立てて、顔を隠すようにして読みはじめた。「奏そう矢やは、お掃除する気、あんのやろか？　あるなら、無料で教えようかなぁ」


    　よく見ると、新聞の顔写真に穴が二つ開いていて、そこからチラチラと千草さんの目がのぞいてる。


    　この人、最高にめんどくせえ。


    「んー。無料は今日までなんやけどね～。明日から三万円やわ～」


    「……掃除が気になって、ここに来ましたッ！」


    「よろしい」


    　千草さんはスポーツ新聞を放り投げた。


    「発症の原因は、この街の異常な電波環境が原因や。蜂はち原はらは、ありとあらゆるもんがネットに接続されとるやろ？　家電全般、ガスや電気メーター、街中にあるセンサー。そこに、イオでの膨大な通信が加わる。ほかの街に比べると、空間を飛び交う電波の量が莫ばく大だいなんや。つまり、胎たい児じの頃から人類史上最高レベルの過か剰じような電波を浴びまくっとる。それが、許容量を超えたんちゃうかなー……と、ある学者がゆうとった」


    　俺は思わず自分の身体からだを見回した。


    「そんな顔せんでもええやん。これはある意味『進化』とも言えるんよ？　それから、今のは仮説やから。真実は全然ちゃうかもやよ？　ま、うちがバアさんになる頃には、科学で説明つくかもしれへんけどね」


    　進化なんて言われても、はいそうですか、と納得できるものじゃない。


    「ちなみに、ウェニアックな。この朱す雀ざく高内では、あんたをのぞいて五人確認済みや。募集の文字は、その子らに書いてもらってん」


    「この学校に、五人……？」少ないのか、多いのか、よくわからない。


    「あ、今バイトしてんのは、三人やけどね。うちは、ちゃうから。残念ながらフツウや。で、掃除やけど。あんた、昨日、舞まい羽はがジャムやっつけるの見たやんな？　あれが業務内容」


    「……」


    「うちみたいなフツウの人間でも、計測器を使えば電波は感知できる。でもな、ジャムの退治は不可能なんや」


    　棚においてあるモニターに映り込んだ俺の頭の影が、昨日の黒い生首みたいに、ぐにゃりと歪ゆがんだ。悪お寒かんがする。なんだか、胸がもやもやして、胃がむかむかしてきた。


    「……ジャムってのは、いったい……なんですか」


    「さぁ……うち、わからへーん」


    　千ち草くささんは、小首を傾かしげると、八や重え歯ばを舌でペロッと舐なめた。


    「へっ……？」


    「難しいこと、わからへんのー」


    　てへへと笑ってペロリと舌を出す。ムカつく顔だ。


    「……本当は、知ってるんじゃないですか……？」


    「ん～……うちの仮説でよければ言うけど……無料で」


    「仮説で、いいですから」


    「そうかい」千草さんは、何度か小さく頷うなずいて、言った。「ジャムは『電波の塊かたまり』や思っとる」


    「電波が……固まる？」


    「電波はな、車と同じように、渋じゆう滞たいや衝しよう突とつをするんよ。その電波には、人の感情が載っとる。文字、画像、音声、いろいろな。蜂はち原はらは電波が飽ほう和わしとるってさっき言うたやろ？　せやから、事故が、ほかの地域よりも多く起きる。結果、積載されてた感情がグチャグチャに混ざって、真っ黒いのが生まれてしまうんや。あんたの見た生首も、その結果」


    「あ……あの生首、蜂はちとは違うんですか？　人を刺すって話は……呪のろい殺すなんて……」耳鳴りがして、俺自身の声が、こもって聞こえた。


    「それは……都市伝説ちゃうんかな？　うちは見えへんから、ようわからへん」


    　頭の芯しんが、じんじんしてきた。額ひたいを触ると、脂汗がべたりと指につく。


    「どしたん？　顔、真っ青やけど？」と千草さんが、俺の顔をのぞきこんだ。


    「気持ち悪くて……」


    「ああ。覚かく醒せいの反動や。通過儀ぎ礼れいな。深呼吸しぃ。お茶でも飲む？　いつもは一杯三〇円やけど、今日はサービス」


    　いや、飲んでる場合じゃない。帰ろう。帰らないと──


    　ガラガラとドアを引く音が、背後から聞こえた。吐はき気を抑えながら、振り向く。入ってきたのは、一八〇センチくらいありそうな長い金髪パーマのメガネ男子と、アイスキャンディを手にした桃色ショートヘアの女子だった。その女子は小柄なわりに胸元が大きく膨ふくらんでいる。二人は俺に気づくと、顔を見合わせた。


    「だ……誰だ……？　ボクのハーレムに……土足で踏み込んだのはッ……」とメガネ男子が言った。この男は、知ってる。たしか……アイスランド人とのハーフで、俳優のような美形なのに、内面は極度にネガティブ＆ゲス野郎。『残ざん酷こくハーフ』の異名をもつ甚じ目もく耳じギルフィだ。


    　千ち草くささんは湯のみを俺の前に置くと、「新人さんやー」と二人に声をかけた。


    　桃色女子は、大きなタレ目をくりくりさせて俺を見た。


    「顔色悪いですね？　まるで、凶悪な宇宙寄生グモにお腹なかを食い破られてるみたいですよ？　グボォって吐はく三秒前～」


    　見た目はキュートだけど、その発言は危険な香りがする。


    「いや……俺は新人じゃなくて……」と否定しようとしたとき、もうひとり、部屋に入ってきた。


    　鶴つる舞まい舞まい羽はだ。


    　彼女は俺を見るなり「昨夜にも増して、生気の欠片かけらもない顔してるわね。千草さんの毒気に当てられたのかしら」と薄く微笑ほほえんだ。


    「さ、昨夜？」と桃色女子が声をうわずらせた。「先輩、わたしに無断で密会ですかっ？」


    「退治中に、偶然出会っただけよ。それより、どうして香か流なれの許可が必要なの」


    「何度も言いますけど、わたしが正妻ですから」


    「何度も否定するけど、違うから」


    　香流と呼ばれた女子が俺を睨にらんだ。「そこの虚きよ弱じやく男子さん。おそらく貴方あなたも先輩の麗うるわしさに引き寄せられて来たんでしょうけど、ここではわたしより後輩になるんですよ。身の程をわきまえてくださいね」


    「いや、だから、すげえ誤解が……俺は壁の落書き見て、うっかり、来ただけで……」


    「なぁ……嫌いやがってるじゃないか……追い出そうぜ……」ギルフィが呪のろわしい声を出した。


    「ダメよ」鶴舞が鋭するどい視線を俺に投げかけてくる。「貴重な戦力なんだから、歓迎しないと」


    「先輩がそう言うなら、しょうがないですね」


    　香流が俺に近づいてきて、全身を舐なめ回すように見てくる。


    「……まずは、来場プレゼントを差し上げましょう」


    　そんなもの受け取ったら、さらに勧誘が激しくなりかねん。アンケート商法的なマズイ流れだ……と、俺が断ろうとしていると、香流が手を差し出した。


    「はい、こちらです」


    　その手に持ったアイスの棒には、七色に光って蠢うごめくミミズのような虫が無数にうねうね──！


    「うああッ！」俺は思わず席を立った。


    「どうぞ、食べてください～」


    「香流……朗ほがらかに脅おどすのはやめなさいよ。食べられるわけないでしょ」


    　よく見たら、香流が手にしたスマートフォンから、ぽたぽたと光る虫が床に落ちている。どうなってるんだよ……。ますます頭痛がひどくなってきた。もう、耐えられん。


    「か、帰ります……」カバンを引っ掴つかみ、逃げるようにドアへ向かう。


    「なぜ帰るの？」鶴つる舞まいに冷たい声で咎とがめられる。


    「いや、だってやる気もねえし……意味わかんねえし……」


    　鶴舞はひとつため息を吐つくと、大きな瞳ひとみで俺を見すえ、言った。


    「力を持つのに使わない人間は、負け犬にも劣おとるゴミクズ」


    「は……？」


    　なんだコイツ。ゴミクズって……なんでいきなりそんなこと言われなきゃいけねえんだよ。


    「黒舞まい羽はが出てもうた……」と千ち草くささんがこぼすと、鶴舞は「あっ……」と声を漏もらした。


    　ダメだ。こいつら完全にアブないにおいがする。関わってはいけない種類の人間だ。


    「ゴミクズで悪かったな。お前らと違って俺はノーマルなんだ」


    　鶴舞の刺すような視線を背中で受けながら、視聴覚準備室をあとにした。


    



    　三号館を出たとたん、夕空をヒュルッと横切るあの光をまた見てしまった。


    「うぅっ……」ひどいめまいに襲おそわれる。「覚かく醒せいの反動」とか言ってたけど、本気でキツイ。身体からだが拒絶してる。天地がひっくり返り、夕焼けがにじんでグルグル回る。酸っぱい胃液が食道をせり上がる。イオの警告音が耳鳴りに混じって聞こえる。


    【警告：発熱、脈拍の上昇。診察を受けてください】


    　立っていられない。校舎の壁にもたれかかり、しゃがみこんだ。うつむき、大きく息を吐はく。アゴの先から、汗がぽたりと、地面に落ちる。


    　突然、目の前が、フッと暗くなり、


    「──どうかしたの？」と柔らかな女性の声が降ってきた。


    　少し顔を上げると、スカートの下からむっちり柔らかな太ももが……。


    「やだっ」スカートを手で押さえられた。


    「あっ、す、すいません……！」


    　慌あわてて視線を上げる。目のぱっちりした女子が、心配するように俺を見つめていた。二つに縛った栗色の髪が、たまご型の輪りん郭かくをきれいに飾っている。生徒会長の乙おと川かわ聖せい羅らさんだ。選挙演説の壇上で「生徒による自治を強化し、ネット環境の規制緩かん和わを認めさせます！」と宣言し、喝かつ采さいを浴びていたのを覚えている。ＰＱ熱意指数も高く人望もあり、おまけに可愛かわいい。俺とは違う次元に生きる人だ。


    「すごい汗……保健室行ったほうがよくない？」


    「そうします……」


    「ひとりで歩けそう？」


    「……大丈夫、です……」俺は強がって、なんとか立ち上がった。


    「一緒に、ついてくよ」乙川さんは俺のカバンを持ち、ゆっくりと本館へ歩き出す。正直、肩を貸してほしいくらい辛つらい。でも、そんなこと頼む勇気はない。よたよたと、フラつく足取りでついていった。


    



    　保健室のベッドに寝転んでいると、一〇分ほどでかなり気分はよくなった。保健の先生が不在だったから、乙おと川かわさんはベッドサイドの椅い子すに腰かけ、俺の回復を待ってくれている。なんとなく、乙川さんに目を向ける。淡いピンク色のイヤーフックが、細い髪のあいだに見え隠れする。鼻筋のとおった横顔は、自称二〇歳の千ち草くささんよりも大人っぽい。真剣にイオのジェスチャー操作をしているけど、何を見ているんだろう。宿題や生徒会のことかな。


    　俺が気にしていると、乙川さんがフッと振り向いた。目がバチッと合ってしまい、慌あわてて逸そらした。


    「ん？　どうしたの？」


    「その……何、やってるのかなって……」


    「えっ!?　……あっ。そうだ。いいもの見せてあげようか？」


    「いいもの……？」


    「エリザベスって、知ってる？」


    「あ、はい」


    「あたしの子。すっごく可愛かわいいから、元気がでるかも？」乙川さんは胸元に手を当て、穏やかな日差しのように温かく笑った。その笑顔だけで、体力が一〇パーセントは回復した気がした。


    「ぜひ……見たいです」


    　乙川さんにイオのＩＤを聞いて、コネクトする。


    　仮想空間に、乙川さんのエリマキトカゲが出現する。気品溢あふれるピンクのバラで『ウルトラレア／プリンセス・ドゥ・モナコトカゲ♀／花言葉：愛を持つ』と表示が出る。とことこ歩くのを見ていると、心が安らいで、癒やされる。


    「可愛いですね。俺のとは、えらい違いですよ」


    「えっ？　あなたも、やってるの？」


    「あ……いちおう……」とはいえ、うちの子はグロいラフレシアだ。胸を張って言いにくい。


    「ねぇ、見せて」乙川さんはきらきらと目を輝かがやかせた。


    　困った。あの産業廃棄物的なブツを見せて大丈夫だろうか？


    　俺が黙だまっていると、乙川さんはぷくっと頬ほおをふくらませる。


    「なんで見せてくれないのぉ？」


    　そりゃ怒るよな。もったいつけてるように勘違いされそうだ。乙川さんのような高貴な方に介かい抱ほうしてもらっておいて「イヤです」なんて言えないし。そこで、まず予防線を張る。


    「俺のヤツ、病気っぽくて、グロくて、気持ち悪いんですよ……」


    「え……」乙川さんは目を丸くした。


    「あ！　やめときましょうか」


    「う、ううん。見せてっ」


    　断られるのを期待したのに、スカった。「……起動するんで、ちょっと待ってください」


    　──ラフレシアは、枯れかけて瀕ひん死しだった。死肉色のお肌がドス黒くなって、棺かん桶おけに片足突っ込んでる。


    「あちゃー、ドクロマークが浮いてる……」


    「ちょっと！　コネクトして!!」


    　勢いに押され、コネクトの許可をした。


    「──ひっ……！」乙おと川かわさんは顔面蒼そう白はくになり、頬ほおを小刻みに震ふるえさせた。予想どおりの反応だ。だから、見せたくなかったのに。


    「……し、死んじゃうよぉ！　早くエサあげて！　掃除してっ……！」


    　乙川さんはあわあわして、涙目で俺に訴うつたえかけてくる。


    「あ、あの？」


    「助けてあげてよぉ……！　なんで、なんで、こんなことするの……」


    　えっと、乙川さん、泣きそうになってるし。俺、まるで血も涙もない外げ道どうじゃん。これ、なんとかしないと、マジでヤバい感じだ。俺は慌あわてて汚物を掃き、エサのコオロギをばら撒いた。乙川さんは両手を胸の前で組み「がんばって……！」と瞳ひとみを潤うるませて祈っている。なんだか、すげえ罪悪感……。


    　しばらくすると、ドクロマークは消えた。お肌も、もとの色に戻った。とはいえ死肉色だけど。乙川さんは目尻にたまった涙を指でそっとぬぐい、安あん堵どの笑みをもらした。


    「すいません」と俺は頭を下げた。「じつは……世話すんのヤになって、放置してました……これ、気持ち悪くないっすか？」


    「そうかなぁ……？　あたしは、ラフちゃん、個性的で好きだよ」


    「え？」ラフちゃん？


    「たしかに、見た目は、綺き麗れいじゃないかもしれない。でもね、魅み力りよくって、それだけじゃないと思うんだ。人だって、トカゲだって、みんな一緒だよ」


    　なんて天使みたいな人なんだ。純白の心を前にして、俺はちょっと反省した。


    「そういえば……」と乙川さんは俺の顔を見た。「あなたのお名前、まだ聞いてなかったね」


    「二年の神かみ之の馬まです。乙川さんのことは、生徒会長だからもちろん知ってます」


    「たいしたこと、やってないよぉ」と手を顔の前でひらひらさせて恐縮する乙川さん。生徒会長としてのキリリとした姿しか知らないから、新鮮に映る。


    「ねぇ、神之馬君は、エリ友、何人くらいいるのかな？」


    「幼おさな馴な染じみの男が、ひとりいるだけです」


    「そっかぁ。……あのね、あたし、全然いないんだ」


    「そうなんですか？」


    「うん。みんな受験に忙しいみたいで……だから……もっと神かみ之の馬ま君とお話ししてみたいなぁとか思ってるんだけど……連絡先、交換してくれない……かな？」


    「へ？」


    「ダメ？」


    「あ、いや。もちろんオッケーです」


    　断る理由はない。ＩＤプロフを交換した。偶発的とはいえラッキーすぎる。


    「ありがとう」と乙おと川かわさんは笑みをこぼすと、椅い子すから降りた。そして枕まくら元もと近くの床に膝ひざで立ち、ベッドの端に両腕を組んで、その上に顔をちょこんとのせた。俺と同じ高さの視線になる。その距離約五〇センチ。甘くいい匂いが、ふわっと香る。乙川さんの茶色く透きとおった瞳ひとみに射抜かれる。


    「な、なんですか……？」緊張で、やや声が裏返った。


    「ラフちゃん……優しく可愛かわいがってあげてね」


    「もも、もち、ももちろんです」


    「しっかり育ったら……そしたら……あたしと……」乙川さんは言いにくそうに、消え入りそうな声でつぶやいた。「こ……交配……して……ほしいな」


    　うまく聞き取れなかった。「こう……なんて、言いました？」


    「……わかるでしょ……」乙川さんは頬ほおをほんのり赤らめ、妙みように恥じらっている。


    「こう……」イオで熟語変換検索。【こうあい、こうかい、後悔、航海、公開、更改、公害、郊外、校外、こうさい──】


    　俺が黙だまっていたせいか、乙川さんの瞳が曇った。「もう、約束済み？」


    「あ、その、え、えっと……」変換を急ぐ──恥じらい・約束──もしかして『交際』？


    「い、いえ、全然ないです」と慌あわてて返す。


    「よかったぁ」と乙川さんは顔をほころばせると、思い出したように言う。「うん……でも、たしかにラフちゃん、普通は、気持ち悪がられるかもしれないね……。ほかの人には、あまり見せないほうがいいかも」


    「ええ、そうします」


    「じゃあ……二人だけの、ひみつ」


    　乙川さんは人差し指を唇くちびるにあててウインクし、その指を俺の唇にあてた。


    「──」


    　魂たましいを奪うばわれ天に召されかけていると、乙川さんは「顔色良くなったし、もう体調大丈夫そうだね？」と微笑ほほえみ「じゃあまたね」と手を振って保健室を出て行った。


    　ドアが閉まると、身体からだの硬直がようやく解とけた。


    「……ふぅー……」


    　大きく深呼吸すると、保健室独特の消毒薬の匂いが鼻をついた。グチャグチャにかき回された頭が、少し落ち着く。


    　いろいろあったけど……まずはエリザベスを教えてくれた算さん太たに感謝した。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　家へと向かうバスに揺られながら、エリザベスのアプリ解説ページを熟読する。乙おと川かわさんのためにも、もう瀕ひん死しにさせるわけにはいかない。


    　エリマキトカゲは一日三回のエサやりと掃除を欠かさなければ、問題なく成長してくれるようだ。新しい種類のトカゲを手に入れるには、課金してガチャを回すか、大人になるまで成長させて、他人のトカゲと交配させればいいらしい。ただし、一〇回交配をすると体力ゲージが減って死んでしまう──


    「ん……交配……？」


    　恥ずかしい勘違いをしてたのかも。乙川さんは『交際』じゃなくて『交配』と言ったんじゃないか？　


    　それなら、納得できる。冷静に考えれば、いきなり交際はありえない。照れてたのも、たぶん交配っていう言葉が恥ずかしかったんだな。ピュアな天使すぎて鼻血が出そうになる。いや、でも、交配だったとしても、連絡先を交換したのは事実だ。俺に悪い印象は持ってないはず。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　乙川聖せい羅ら】


    　あ……。


    　緊張で少し震ふるえる指のジェスチャーで、おそるおそる、メッセージを開く。


    【初メールだね！　体調は大丈夫かなぁ？　お互いがんばって育てようね☆　セイラ】


    　口元が緩んでニヤニヤしてしまう。がんばるしかない。つーか、これはもしかして、電子ペットをエサに、俺と話すのが目的だったりするのか……？


    　妄もう想そうしていると、向かいに座っているお姉さんが、不審な目で俺を見ていたことに気づく。「ん、んん……」と謎なぞの咳せき払ばらいをして、世界情勢のニュースを読んでいるようなマジメな顔に戻した。


    　返信を考え、何度も入力しては消し、一五回ほど練り直した結果、『がんばります！』というシンプルすぎるものに落ち着いた。


    



    　晩飯は、植物由来のステーキと有機栽培野菜の健康サラダ。イオに【カロリー要摂取】と指摘されたせいで量が多い。たしかに怒ど濤とうのような一日で、心も身体からだも消費しすぎた。【適切な栄養を適切に摂取しましょう】。なんだよ適切って。そういうアドバイスじゃなくて、ほかに言うことあるだろ……ウェニアックの件とか。極めて異常事態なんだから、いち早く知らせたりアドバイスしたりするべきなのに……。ノーヒントなんて、なんでいきなり人生ハードモード突入だよ。


    「お兄にい。笑顔で美お味いしそうに食べないと、栄養が吸収されないんだよ」


    　俺の悩みなど知らない美み合あの小言がはじまった。家族にウェニアックのことを察せられたくないから、話をそらす。


    「んなことより、雨降らなかったぞ。また勝手に傘かさ入れやがって」


    「美合の予報は外れることもあるの！　『備えあれば憂うれいなし』なんだよ」


    「天気情報に歯向かう必要ねえだろ」


    「嫌きらいなの。天気まで操作されてる気がするから。だって『明日雪です』なんて情報出されたら、みんなびっくりしながらも信じるんでしょ。美合は、自分の経験を信じたいの」


    　一三歳がどんだけ経験してんだよ、と突っ込みたかったけど、ちょっとだけその気持ちはわかった。


    



    　ゲームをヤル気にもならず、ベッドに寝転がり、リン君にバイト探しの経過を確認する。好条件が仇あだとなり、当然のように〇件だった。【絶対見つからないニャ！】と愚ぐ痴ちられたけど、放置。バイトっていえば、掃除屋か……と考えてると、メッセージ通知が鳴った。


    　乙おと川かわさん!?


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　瓢ひよう箪たん山やま千ち草くさ】


    　なんだよ関西女か……。そういや、ＩＤ交換したんだった。気が進まないけど、本文を開く。


    【こんばんは、鶴つる舞まい舞まい羽はです。あなたに、私の大事なものを受け取ってほしいの。もちろん無料だよ。明日、また来てね】


    　最高にうさんくさい。つーか、鶴舞を名乗ってんじゃねえよ!?　『＠ＦＲＯＭ』でバレてんだよ。本当に迷惑メールにしか見えねえ。まあ、それはおいといて、何を俺に渡そうとしてるんだ？　ジャムやらウェニアック絡みだよな。


    「ウェニアック……」口に出してみたけど、いまだに現実感がない。


    　乙川さんとの出会いが甘い甘いチョコレートだとすれば、視聴覚準備室での話は、ハバネロどころか劇薬だ。飲み込んだら、身を滅ぼすかもしれない。


    「……電波が……見えるって……」


    　窓を開け、顔を外に出した。冷やりとした空気が頬ほおを撫なでる。


    　闇やみ夜よに、無機質な街灯の光が、滑走路のライトみたいに真まっ直すぐ並んでいる。この見慣れた平安都市ピースシテイには、多くの人が気づいてない裏側があって、そこにはジャムとかいう黒い悪魔がいて、今日も鶴舞が光の剣で戦ってるんだろうか。昨日の公園のほうに目を向ける。暗くて何も見えない。でも、今日もどこかで退治しているのかもしれない。


    



    「力を持つのに使わない人間は、負け犬にも劣おとるゴミクズ」


    



    　鶴つる舞まいの言葉が脳裏をよぎった。


    　くそっ、やっぱムカつく。もっと言い返してやりゃよかった。誰がゴミクズだよ、力とか知らねえよ。ほとんど初対面なのにひどすぎだろ。助けてもらった恩はあるけど。


    　……って、昨日、もし鶴舞が生首を倒してくれなかったら、俺、どうなってたんだろうな。それを考えると、鶴舞の言ってることもわからんでもない。あの化け物が人を襲おそうなら、誰かが退治しなきゃいけないだろう。いや、だからって、なんで俺が戦わなきゃいけないんだよ。ウェニアックとか意味不明だし。偉い政治家とか研究者がなんとかすりゃいいんじゃん。


    　ヒュッルルっと、遠くの空に、光の波が見えた。でも、それが電波か流星か飛行機なのか、よくわからない。


    「ふぅ……」


    　ぼんやりと夜空を眺ながめていると、ラフレシアの部屋掃除を知らせる通知が鳴った。


    　起動させると、仮想空間に、ポッとヤツが浮かぶ。仰あお向むけになり、目を閉じて寝転んでいる。ぐっすり眠ってしまったようだ。死肉色。ハエ。腐ふ臭しゆう。この清潔な街ではほとんど見かけない、暴力的な響き。「お前どう思う？　俺どうしたらいい？」と問いかけてみたけど、ラフレシアは死んだようにピクリとも動かなかった。

  


  
    第三章／旧世代型端末Remodel Smartphone


    



    　次の日。退屈な授業をくぐり抜け、ようやく放課後。


    　算さん太たは「エリザベスをきっかけに女子と話すチャンスを探る」と意気込み、しばらく教室に残ると言った。算太には、保健室の密会は教えてない。すげえ自慢したいけど、口に鍵をされた以上、墓場まで持ってくつもりだ。それと、視聴覚準備室のことも言ってない。一日で二つも秘密を抱かかえてしまった。


    　さて、これから、どうするか……。


    　一晩悩んだけど、結局答えは出なかった。千ち草くささんからのメッセージは、迷惑メール風のもの以来、届いてない。昨日は話の途中で出てきてしまったから、くわしく聞いてみたい気もする。けど、あの魔ま窟くつに安易な気持ちで足を踏み入れたら、今度こそ引きずり込まれるだろう。


    　席に座ったままぼんやり悩んでいると、女子グループの近くにいる算太が、心細そうに横目で俺を見てくる。おい、そこまで接近したんだから、ひとりでがんばれよ。いつまでもここにいると、算太が助けを求めてきそうだ。


    



    　帰り支じ度たくをして教室を出ようとすると、廊下の奥から強い視線を感じた。


    「ん……？」見て、ギョッとした。


    　鶴つる舞まい舞まい羽はが壁にもたれ、無表情で俺を凝ぎよう視ししてる。


    　ま、まさか、待ってたのか？


    　動揺して固まる俺に、彼女はとても自然に歩み寄ってきた。


    「…………」なのに、鶴舞は無言。


    「な、なんだよ……」


    「……昨日は、ゴミクズなんて言いすぎたわ。ごめんなさい」鶴舞はぺこりと頭を下げた。


    「え、ああ……いいけど」


    　わざわざ謝りに来たのか？　昨日までのキツい態度からすると、意外だな──


    「ボロ布に訂正させて」


    「どっちにしろゴミじゃねえか！」


    「そう？　私なりにオブラートに包んだつもりなんだけど」


    「まったく包めてねえ……」吐はき捨てて、鶴舞を無視して歩き出す。


    　戦ってる姿は聖少女だったのに、とんだ詐さ欺ぎだ。算さん太たは「人と群れない孤こ高こう」と評してたけど「口が悪いコミュ障」の間違いだろ。一瞬でも心を奪うばわれ、見み惚とれてしまった俺を呪のろいたい。


    　まぁ、たしかに俺は、指摘されたとおり、チキンでゴミクズかもしれない。でも、何も知らないヤツにそんなこと言われてたまるか。俺は足早に昇降口へと向かう。


    「……ん？」


    　──背後から、へばりつくような気配が。足音がついてきている。階段を降りると足音も一緒に降りてきた。踊り場で俺が足を止めると、足音もピタリと止まる。


    　アイツしかいねえ。


    　振り向くと、予想通り、鶴舞が何食わぬ顔で立っていた。


    「なんでついてくんだよ!?」


    「自意識過か剰じようね。たまたまキミと同じで、視聴覚準備室に行こうとしているだけ」


    「ちょ、待て。俺がいつ『行く』なんて言った？」


    「何を言ったかなんて、どうでもいいじゃない」


    「さっきゴミクズをご丁てい寧ねいにボロ布って訂正したばっかじゃねえか」


    「…………」


    　睨にらむなよ。目力強くて怖ぇよ。


    「……じゃあ、帰るし」俺が歩き出そうとしたとたん──


    「また生徒会長と保健室へ行くの？」


    　唖あ然ぜんとした。「……見てたのか……!?」


    「何をしていたのかしら？」じっと俺を見つめる鶴舞。


    「何って……気持ち悪くなって……付き添ってもらっただけだよ」


    「ふうん。ずいぶん長い時間をすごしたあと、ヘラヘラと鼻の下を伸ばして出てきたけど」


    「…………」言い訳を脳内で検索するが、出てこない。


    「べつに、キミが何をしていたかなんて、いっさい興味ないわ。でも、もし学園内ＳＮＳに投稿したら、話題になるかもしれないわね」


    「卑ひ怯きようだぞ！」


    「それを世間では、負け犬の遠とお吠ぼえと言うのよ」


    　くそっ！　完全に脅きよう迫はくだろ！　……でも、うんざりと大げさにため息を吐つくことしかできない。そんな俺のかすかな抵抗も、鶴つる舞まいの言葉で砕くだけ散る。


    「キミはジャムが怖い。自分を受け入れられない。だから目をそらしてる。そうよね」


    　図星だった。顔に出てしまったかもしれない。鶴舞は淡々と言葉を続ける。


    「でも、それは無理よ。現実と向き合うしかないの。覚かく醒せいして知覚できるようになった以上、いつジャムに襲おそわれてもおかしくないから」


    「そ、そういうもの、なのか……!?」


    　鶴舞は真顔で頷うなずく。


    「見て見ぬふりは過去に捨てて。宿命には逆らえないの。私たちにしかできないことを、キミもやるべき。武器を手に、戦うのよ」


    「……」生首の恐怖が蘇よみがえり、足がすくんで動けなくなる。


    「逃げれば……いつかは食われる。キミはジャムに取り込まれてぐちゃぐちゃに潰つぶされ、全身真っ黒の幽ゆう霊れいになって闇やみを彷徨さまようのよ。成仏できず、苦しむ怨おん霊りように……」


    　ちょっとまて。マジか。そんなの、どうすりゃいいんだ。死ぬかもってことだろ!?


    「今のは冗談」鶴舞は顔色一つ変えずにそう言った。


    「……は？」


    「食われるとか幽霊なんてウソ。思いつきで言ってみただけ」


    「……なんでそんなデタラメを……」


    「でも怖いのよね？」鶴舞が挑発的な視線を向ける。


    「こ、こわく、ねぇよ、でも……」言い切れず、最後ゴニョゴニョとなってしまった。


    「声が震ふるえているわ」


    「震えてねえ！」


    「そう？　じゃあ、なんで逃げようとしているの？　バイト代なら、ちゃんともらえるから安心して」


    「そういう問題じゃなくて……俺、無理だし。あんな光の剣とか、使えねえし……」


    「……めんどくさい男ね」


    　いきなり鶴舞に手首をガシッと掴つかまれた。


    「!?」


    「武器は人それぞれ。私が手取り足取り教えてあげる。正式登録じゃなくて、体験期間ということならいいでしょ」


    　彼女の細身の身体からだからは想像できない力で、ぐいぐいと引っ張られる。


    「ちょ、待て！」


    「保健室で何をしていたの？　私から生徒会長に聞いてもいいのよ？」


    「……わかったよ！　行くよ！　行くから手を離せ。それから、保健室では雑談してただけだ。変な誤解すんな」


    「それで、何についての雑談？」


    「興味ねえんじゃなかったのかよ？」


    「さっきまでは。今は興味が出てきたの。チャラ男に対する、知的好奇心というのかしら」


    「誰がチャラ男だ？」


    「キミよ」


    　誤解にも程があるが、隠せば隠すほど、人は詮せん索さくしたくなるものだ。鶴つる舞まいは乙おと川かわさんに直接聞きそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出しはじめたので、真しん偽ぎ織り交ぜてテキトーに片づけることにする。


    「誰にも言うなよ」と釘を刺し、あえて小声で言う。「……電子ペットの話だよ。超レアが出て、うれしかっただけだ」


    「……くだらない」鶴舞は心底がっかりした様子で、興味を失ったようだった。作戦成功。『二人のひみつ』はギリギリ護まもられたはずだ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    「一年Ａ組、兎う塔とう香か流なれです。年下ですので、香流と呼び捨てで構いません。貴方あなたのことは、いちおう先輩ですので、奏そう矢やさんと呼ばせていただきます。べつに敬意を払うわけではありませんよ。この自己紹介だって、舞まい羽は先輩のお願いだから、仕方なくしてあげているんです」


    　視聴覚準備室に拉ら致ちされた俺は、椅い子すに座らされ、香流の話を聞かされていた。鶴舞によると「自己紹介という形式は重要」らしい。俺のすぐそばでは、千ち草くささんが寝袋に入って無防備に居眠りをしている。ギルフィは部屋の隅すみに腰かけている。


    　香流は心のこもってない紹介を続け「好きなモノはオカルトとＢ級映画と舞羽先輩です」と鶴舞に熱い視線を送った。もはやアピールタイムだ。しかし鶴舞は無反応で、静かにお茶をすすっている。香流が鶴舞を慕したっている理由は、ジャムから逃げているところを助けられたかららしい。出会いは俺と同じだ。まあ、俺は鶴舞を慕ってはいないけど。


    　香流の紹介が終わると、鶴舞がギルフィに声をかける。「次、ギルフィの……番だけど……」


    　語尾に戸と惑まどいがあった。


    　ギルフィに目を向けると、天パの長髪を顔の前に暖の簾れんのように垂らし、ニタニタ笑う口元だけが見えている。「……アッ──！」イオで何か見てるんだろうけど、完全に危ないヤツだ。


    「どうせ卑ひ猥わいなものを見ているのよ」鶴つる舞まいはギルフィの前に立ち「一度停止しなさい」と注意した。しかし「……ぱっくり……ま、丸見えだぜ……」暖の簾れんから顔を出さないギルフィ。


    　そんなギルフィに興味がないのか、無視しているのか、香か流なれは我関せずと、ギザギザした細長いスティック菓子をリスのようにかじりはじめた。手に持っている菓子の箱は無地で、商品名も書かれていない。すると香流が「ほしいんですか？」と言った。


    「いや、そういうつもりで見てたんじゃないけど……」


    「あげます。わたし、恋こい敵がたきだからといって攻撃するような、底意地悪い女子じゃないですから」


    「恋敵は、誤解な……」


    「そう言って油断させる汚い人たちを知ってます。ほら、どうぞ召し上がって」香流はスティック菓子を一本差し出した。アイスの棒にまとわりついていた光る虫が蘇よみがえる。


    「こないだ見た……光るミミズじゃないよな……？」


    「失礼ですね。美お味いしいお菓子です」


    　まあ、この子も食べてるしな。くれると言ってるんだし、もらってかじる。


    「うっ……？」　


    　生なま臭ぐさい磯いその香りが口に広がった。今まで食べたことがない、すごく変な味がする。吐はき気がするくらいクソマズい。


    「……これ、なんて菓子？　何味？」


    「エイリアンスティック。未知の生命体味です。エイリアンの尻尾しつぽをイメージしています」


    「……正規の認定食品なのか……？」


    「いいえ。わたしのオリジナルです。３Ｄプリンタで作りました」


    「うぇ……」逆流しかけた胃液を飲み込んだ。不安になってくる。「材料は……？」


    「極ごく秘ひです。舞まい羽は先輩のために試し行こう錯さく誤ごを繰り返しているんですよ。美お味いしいでしょう？」香流はポリポリとかじった。「でも先輩、最近食欲がないみたいで、ちょっと心配です」


    　鶴舞に目をやると、どんよりした顔で、指でそっとバツじるしを作った。食わされてんだな。


    　味覚は人それぞれとはいえ、これは身体からだが拒絶している。でも、香流の目の前で捨てるわけにもいかない。仕方なく、苦い薬を飲むように緑茶でエイリアンを流し込む。……と、ギルフィが鶴舞の説得に降伏したようで、こちらにやってきた。スタイルがよくて、歩くだけでサマになる。ワイルドながら憂うれいのある顔立ちは、女子が騒ぐのもわかる。制服が乱れて汚れてヨレヨレなのもオシャレに見えるから卑ひ怯きようだ。


    　ギルフィは俺の前に立つと、目をキョロキョロさせ、挙動不審者のように話しはじめた。


    「ど、どーも……ボクは……甚じ目もく耳じギルフィ。ギルティのが似合うって、よく言われるんだけど……有罪的な意味でさ。でも、イリーガルなことはしてないぜ……グレーゾーンを泳いでるだけだから……一八禁フィルタの回避方法が知りたければ、情弱のオヌシに一ネタ一万円で教えてあげるよ……エロとグロのワンダーランドだぜ……ヤマネコに見つかるリスクはあるけどな。あ、ちなみに、さっきイオで見てたのは、エロじゃないよ……。ライオンＶＳクロコダイルの無修正殺し合い動画だ」


    　そんな血ち生なま臭ぐさいものを見てヘラヘラしてたのか？


    「そういえば、舞まい羽はタリは、これを『卑ひ猥わいな動画』だと思ってたんだよねえ……どういうエロスを想像していたのか、リビドー神かみ之の馬まに教えてあげな──」


    　鶴つる舞まいは無言＆無表情で香か流なれに歩み寄り、エイリアンスティックの束たばを掴つかむと、ギルフィの口に突っ込んだ。


    「ンフガッ」


    　涙を浮かべて苦しむギルフィの口から、大量のエイリアンの尻尾しつぽが飛び出している。その光景は、まるで異生物が喉のどから体内へと侵入しているかのようだ。


    「ごめんなさい。食べようとしたのに、手が滑すべったわ」鶴舞は冷笑した。


    　香流が俺に言った。「今のは舞羽先輩の秘技『遊星からの物体転送マテリアル』です」


    「秘技？」


    　鶴舞が肩をすくめる。「勝手に名づけているだけよ。気にしないで」


    　ともかく、この美形男子は、評判どおりのゲス野郎だ。天は二物を与えずっていうけど、一物を与えて四物くらい奪うばっていったんだろう。残念を超えた『残ざん酷こくハーフ』の異名はダテじゃない。外見に騙だまされた新入生が一〇人くらいいたけど、一分しゃべっただけでみんな顔を真っ赤にして退散したと噂うわさされてるのを思い出した。
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    　──ジリリリと、寝袋のなかで目覚ましが鳴る。アナログ時計かよ。


    「無駄話は、しまいや」千ち草くささんは寝袋から抜け出すと、棚からミカン箱サイズのダンボールを引っ張り出し、机に置いた。「奏そう矢や。これが掃除道具入れな」


    「いきなりっ!?」


    「オンとオフが肝心なんやで。人が一日に使えるエネルギー量は決まっとんの」千草さんが言いながら箱を開けた。


    　そこには、鶴つる舞まいが持っていたようなスマートフォンが、一〇個以上入っていた。


    「……これって、スマートフォンですよね？」


    「『スマフォ』でええで。昔は『スマホ』言うたらしいけど、これはこれ、それはそれ」


    「あの……鶴舞のスマフォから出た光の剣は……なんですか？　香か流なれの変な虫も……。昔のデバイスには、あんな機能がついてるんですか？」


    　千草さんは狐きつねにつままれたような顔をすると、肩をくっくと揺らして笑った。


    「ついとるわけないやん」


    「えっ？」


    「ちょっと改造してあってな……『スマホ』は、日本語で言うと『多機能携帯電話』。その機能を、ジャム退治に集約したんや。時代遅れのデバイスやけど、武器として利用するのに都合のいい機械構造になっとってね」


    　千草さんはスマフォをひとつ手に取り、俺に見せる。


    「具体的には、指で物理的に触れられるタッチスクリーン、アプリを搭載可能なＯＳ、混雑しとる帯域の電波を放出できる……という三点」


    「質問なんですけど」俺は千草さんの解説を遮さえぎった。「どうしてスマフォを使って、ジャムが退治できるんですか？」


    　千草さんは、八や重え歯ばをペロッと舐なめて、甘えた声を出した。


    「うち、わからへーん」


    　いつかと同じように、拒絶された。都合が悪いときこうするのか？


    「でも、スマフォは千草さんのモノじゃないんですか？」


    「ちゃうよ。うちはな、ただの下請け」


    「下請け？」


    「そう。留年してるうちに、同級生がリンクスに就職してんけど、そいつの上司に、『ウェニアックにスマフォ使わせて、クリーンアップしてほしい』って、仰おおせつかっただけなんよ」


    　そんなわけのわからないもの、使わされるのか？


    「……せめて仕組みくらい、知りたいんですけど」


    「どうでもえぇやん？」


    「は？　よくないでしょ……」


    「ほへぇ」と千ち草くささんは素すっ頓とん狂きような声を出した。「じゃあ奏そう矢やは、なんでイオで音楽聴けるか、知っとるん？」


    「なんでって……データが入ってるから……？」


    「データってなに？　なんで音鳴るん？　楽器入ってないやん？」


    「それは……」


    「なんでイオで検索できるん？　なんで写真撮れるん？　電子レンジって、なんで温まるん？　なんで水素で車走るん？　なあ、なんでやの？たけど、返す言葉もない」


    　責め立てられ。


    「それとも、[image: ]＝3×10^8÷5×10^9→3/50＝0.06（m）とか言えばええの？」


    「……え、それ、なんの……数学……？」


    「ほらな。そういうことや。このスマフォがアメリカ産でも、人じん外がい魔ま境きようの少数民族が作った呪のろいの金属板でも、使えればそれでええの」


    　呪いはイヤだが、言ってることは理解できる。


    　千草さんは「うんうん」と頷うなずき「世の中、わからへんことばっかやよね。でも、全部わかってもうたら、つまらんやん？　これはな、神様が、秘密の楽しみを与えてくれてるっちゅーことなんよ」と悪いた戯ずらな顔で微笑ほほえんだ。


    「楽しみ、か……」


    　スマフォを見つめる。


    　これで、鶴つる舞まいみたいに、あの黒い霊れいみたいなのと戦うのか？


    　正体不明の期待と不安が、心の底でじくじくとくすぶる。


    「──神かみ之の馬ま君」


    　鶴舞に呼びかけられ、ハッと顔を上げた。


    「『毒を以もつて毒を制す』。つまり、『電波を以て電波を制す』ということよ」


    「えっ？」


    「ジャムはネットや通信と密接に関係しているように思えるわよね。でも、ウイルスやバグとはまったく異質な存在」


    「亡ぼう霊れいや、悪あく霊りよう……みたいなものですかね」と香か流なれが怪談を語るような怖い顔で言った。


    「……そっち系……？」腹のなかで、生首がごろりと蠢うごめいた。


    　香流は、低く脅おどすような口調で話す。


    「昔から言われてきた奇々怪々のほとんどは、今の科学で説明がつきます。じつは、単なる自然現象だったり、病気だったり……。『霊』というものは、乱れた磁気が脳を刺激して見せる幻げん覚かく、という説もあるのです。でも、当時、そんなことは、わかりませんでした。だから、人は恐れ、さまざまな形や話を作ったのです……おわかりですか？」


    「だいたい……」


    「ジャムも同じなのです。なぜ生まれるのか、今の科学では説明しようがありません。しかし、たしかに存在するのです。たとえるなら、ジャムが悪あく霊りようで、わたしたちは陰おん陽みよう師じ。ほら、この街は、平安京がモデルですから……」香か流なれはくすくすと不ぶ気き味みに笑って、俺の背後を指差した。「あら、貴方あなたのうしろに……黒い手が……するする伸びて……」


    「──」背せ筋すじを冷たいものが走った。


    「……なーんて。ふふ、嘘うそですよ～」


    「は？」


    　香流は俺の顔を指差して、「イオ／カメラ」と音声操作。鶴つる舞まいに笑いかける。


    「ほら、舞まい羽は先輩、転送しますね。この大口あけて驚いた顔、見てくださいよ」


    「不気味な深海魚みたいね。ブロブフィッシュだったかしら？」


    　くそっ！　どんな魚か知らねえけど、ぜってームカつくだろうから検索してやんねえ！


    「人の顔盗撮してねぇで、続き教えろよ！　なんで退治できるかって」


    「つまりね……」と鶴舞は言った。「感情電波の集合体であるジャムは、セキュリティやプログラムでは対処不可能。そこで考えられたのが、『電波に電波をぶつける』という手法。私たちウェニアックは電波に影響され、干かん渉しようできる。スマフォは、脳内の感情、つまり神経伝達物質の流れを電波に変換し、増幅して射出するデバイス。……そんな感じですよね、千ち草くささん」


    　千草さんはぴくっと身体からだを揺らし「そやね」とだけ答えた。


    　鶴舞はあらためて俺に向き直り、真剣な眼まな差ざしで俺を見つめる。


    「スマフォを掃除道具として扱えるのは、果てしなく広い世界のなかで、私たちだけ」


    　鶴舞の澄んだ瞳ひとみにきらめく光が、俺の小さな心を揺さぶる。


    「俺でも、使えるのか……？」


    「目の前にあるんだから、触ったらいいわ」


    　もっともなことを言われた。


    　千草さんがスマフォを机の上に並べていく。スマフォの背面には、上部にカメラのレンズがあり、小さな正方形のアニメ絵アイコンが描かれている。それぞれ、カタカナや英語で何かのタイトルが記されているようだ。


    「武器になるアプリは、ひとつのスマフォにひとつずつインストールされとるから。どれも昔、神アプリって呼ばれたものや」


    　鶴舞がポーチからスマフォを取り出し、右手で握った。「神かみ之の馬ま君。見て」


    　俺が顔を近づけると、鶴舞が親指でスマフォのディスプレイをスッと撫なでた。その瞬間、スマフォ先端から、細長い光の剣が俺に向かって伸びてきた。


    「うわっ！」思わずのけぞる。


    「近づきすぎよ。それとも、武勇伝を語れる傷がほしいの？」


    「いらねえよ……」


    　鶴つる舞まいは光を収めると、俺に向けてスマフォを掲かかげた。「これは、近距離攻撃用のアクションＲＰＧ『ソード・クリード』」


    　ディスプレイには、アニメ絵の少女剣士が映っている。


    「……ゲームアプリ？」


    「そう」と千ち草くささんが頷うなずく。「見た目は、懐なつかしいデバイスの懐かしいアプリ。あんたらが光の剣を出してても、フツウの人間には見えへん。せやから、町中で触っとるの見られても、『古いの使ってるなぁ』って思われるだけ」


    　つまり、鶴舞が剣を振り回してジャムとやりあったところで、俺らにしか視認できないってことか。そりゃニュースにもならないよな。そう考えると、『キラービー』の都市伝説は、俺らみたいに見えてしまった子供が言い出したのかもしれない。周りの誰にも信じてもらえなくても、話に妙みようにリアリティがある。だから、みんなおもしろがって伝える。そのなかには、見えた子もいるかもしれない。そこからまた広がっていったんだろう。


    「そういや、香か流なれの『光る虫』も、アプリってこと……？」俺は尋ねた。


    「……いいでしょう。教えてあげます」と香流が腰に手を当てた。「手の内を明かしてこそ、正々堂々と正妻の座をかけて勝負ができるというものですから」


    「勝負するつもりは、まったくないんだけど……」


    「またそう言って油断させようとする。先輩、この男、性しよう根ねがヘドロのように腐くさってますよ」


    「香流もなかなか腐ってるわよ」


    「ゾンビということですか？」


    【メッセージが届きました（＃添付ファイルあり）　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　なんで俺のアドレス知ってんだよ？　ギルフィを見ると、すました顔をしている。


    　本文を開くと──ブロブフィッシュとかいう深海魚の画像だった。白くてブヨブヨして醜みにくい──って、ちょ、待て。俺の顔が魚に合成されてんじゃねえか!?


    「おい！　いつ俺の顔を撮ったんだよ！　加工すんなよ！」


    「お!?　神かみ之の馬まシーマンは激おこプンプン丸か？」


    「はっ？　なんだって？」


    「化石語のひとつさ……。ボクはネットの昔の地層をディグるのが趣しゆ味みなんでね」


    　ナニ丸だか知らねえけど、相手すると疲れる。気を取り直して「……とにかく、香流のアプリは……」


    　──と香流のほうを見たら、机の上を光る虫が大量に蠢うごめいていた。


    「うおおおおお!?」椅い子すから腰が浮いた。


    「とびあがるほど可愛かわいいでしょう？　わたしのアプリは、寄生虫感染拡大ゲーム『パラサイト・カンパニー』です」


    「寄生……虫？」悪趣しゆ味みっつーか、気持ち悪い。


    　香か流なれは嬉き々きとして言う。「七つの遺伝子を組み合わせて、最さい凶きようの寄生虫を作るのです。それを、ジャムに向かって放つんです。わさわさわさ～って。光のカーニバルですよ」


    　香流の解説によると、光虫はジャムが大好物で、接触したら形がなくなるまで喰くらい尽つくすそうだ。想像したくない。この虫にすらモザイクフィルタをかけてほしいってのに。イナゴの佃つくだ煮にみたいな画像でも俺ダメなんだよ。


    　光虫はしばらくすると、薄くなって消えはじめた。死し滅めつする様子を見ながら、香流は虫に呼びかける。「チョコ……ミント……マロン……さようなら」


    　名づけてやがる。その表情は、なんていうか、ペットとの別れを惜しむ飼い主みたいだ。


    　呆ぼう然ぜんとしていると、鶴つる舞まいが俺の肩をつついた。


    「『虫愛めずる姫ひめ君ぎみ』って、わかる？」


    「……え？　ああ、古文の授業で習ったやつだろ」


    



    ［虫愛ずる姫君］：平安時代後期以降／堤つつみ中ちゆう納な言ごん物語内の一篇／美しく清らかな心の持ち主だが、毛虫を愛でて暮らす変わった姫君：


    



    「香流は、そういう趣味ってこと」


    　千年以上も前からいる性せい癖へきなら、おかしいことはない。そう思っておこう。


    　あとはギルフィのアプリだけど……かなり危険な予感がする。聞かないほうがいいような気もするけど、あえて聞いた。


    「──ボクのアプリかい？」ギルフィはほくそ笑んだ。「『ぐっすりーぱー』……快眠アプリだ。名前は泣きたくなるようなダジャレだけど、いいんだァ、これが。タップすると川のせせらぎとともに、五二八ヘルツのＤＮＡ修復周波数が放たれる。その光の波がジャムに当たると、動きが緩かん慢まんになり……永遠の眠りにつくように、闇やみが緩ゆるんで消しよう滅めつ……クヒヒ……」


    　ギルフィは、心の奥にいるギルティと話しているんだろうか……。あぶない。もう触れるのはやめよう。でも、ギルフィのアプリはもっとエグいものかと思ったけど、そうでもないな。俺は鶴舞に尋ねる。


    「アプリは自分で選ぶわけ？　何を使うか決まってる？」


    「基本的には、相性と適性で決まるわ。スマフォを通して脳波を電波に変換するみたいなものだから、シンクロ率が高いものじゃないと効果が下がるの」


    「そいじゃ、奏そう矢やの使うアプリやけど」千ち草くささんが割り込んで言った。


    「は、はい」


    「奏矢はイオでゲームやる？」


    「やりますけど？」


    「ほな、王冠チェックさせてもらってもええかな？　アプリの適性調べるの、ゲームの実績見るのが一番手っ取り早いんよ」


    　ゲーム用アカウント名を教えると「ゴッド・アローって……恥ずかしない？」と失笑された。ほっといてくれ。中二のときにつけた名前だ。ちょっと後悔してる。


    　千ち草くささんはイオでゲームアカウントに接続すると「へぇ」と感嘆の声をあげ、膝ひざをぽんと叩たたいた。「ダイヤコレクターで、しかも世界ランカー？」


    「趣しゆ味みや特技といえば、ゲームくらいなんで」


    「もしかして……神かみ之の馬まは、ネトゲ廃人か……？」ギルフィが好奇の目を俺に向けた。


    「いや……なりかけてたけどね」


    　ついこないだまでは、仮想空間に居場所を見つけ出そうとしていた。でも今は、そういう気持ちはほぼ失われているような気がする。光の剣が、日常の表皮を剥はぎ取ってしまったからだろうか。


    「奏そう矢やにぴったりのが見つかったで」千草さんがスマフォをひとつ選び、俺の前に置いた。背面のアイコンは、宝石のついた杖つえに『パズル・オブ・メイジ』とタイトルが入っている。


    「略して『パズメイ』や。パズルゲーム得意やろ？」


    「ええ、まあ」謙けん遜そんしたけど、自信はある。


    「ゲームの内容やけど、一〇秒の制限時間内に、同じ色の魔宝石をつなぎ合わせて、魔法を敵に撃うち込む。コンボを決めるほど強力になるで。これは、光の剣やなしに、光球がスマフォの先っぽから飛んでく」


    「へえ……」接近戦じゃないなら、戦えるかもしれない。


    「難易度は最高クラス。でもな、超攻撃特化型で、使いこなせば最強や。多少、度胸と覚悟がいるけどな。ほれ、持ってみ」


    　豆とう腐ふを触るように慎しん重ちように、スマフォを手に取る。よく見ると、細かい傷が多数ある。


    「使い込まれてますね？」


    「リサイクル品やからね。ヤマネコちゃんは地球に優しいんよ」


    　スマフォは、手にすっぽり収まって、しっくりくる大きさと重さだ。


    　この重さは、なんだか馴な染じみがある。


    　──ああ。おにぎりだ！　形は、板チョコに似てるな。って、どっちも解雇されたコンビニの商品だった。イヤなことを思い出してしまった。


    「何を考えとるんや？」と訝いぶかしげな千草さん。


    「いえ、なんでもないです」


    「卑ひ猥わいなことだろ……？」とギルフィがニヤリとした。


    「違うっつーの！」


    　さっきの鶴つる舞まいの失態をカバーしてやろうと、ギルフィを責めることにした。


    「卑ひ猥わいと考えるお前こそ、卑猥なんだろ？」


    「そのとおりだぜ……くくっ！　卑猥王に、ボクはなる！」


    　ギルフィはドーンと胸を張り、あさっての方向を眺ながめた。


    　堂々としてやがる。全然効いてねえ。


    　……つーか、今のもどっかで聞いたことあるような？　思い出せないけど。昔のコンテンツはタダで見放題だし、何かから拾ってきたってとこか。


    「腐くされハーフなんぞ放っとき。人生の浪費や。ほれ、電源入れて。側面にあるスイッチな」


    　千ち草くささんに命じられるまま、起動させる。


    　仮想現実の視界下部に、小型のウィンドウが出現した。そこにリンクスコムのロゴが浮き上がる。


    「おっ……!?」


    　スマフォのディスプレイに目をやると、同じロゴが表示されている。


    「イオと連携してるんですか？」


    「ディスプレイだけな。下向いて小さな画面見ながらでは戦えへんやろ」


    　たしかに『携帯』っていうわりには、歩きながら使うのは危険すぎる。旧世代だからしょうがないにしても、不便なデバイスだな。


    「これの代わりに、イオで退治はできないんですか？　リングからビームを出すとか」


    「そんなん無理や。イオから発せられる電波は、全部データセンターに直行してまうから。自由に操れへんの」


    「なるほど……」


    　ロゴが消えると、『パズメイ』のアイコンがひとつだけ表示された。


    「寂さびしいホーム画面ですね」


    「ひとつのアプリでメモリの大半を食うから、ひとつしかインストールできへんのや。ほれ、アイコンにタッチしてみ」


    　ピロンと心ここ地ちよい音がして、ゲームが開始された。〈実戦〉・〈練習〉、二つのモードがある。


    「〈練習〉選んで」と千草さんは言った。


    　ちょっと緊張しながらタップする。


    　サブウィンドウが七色の石で埋うめ尽つくされた。横七列に縦七列、計四九個が整然と並んでいる。カラフルなあめ玉が、ひとつの箱につめ込まれている感じだ。石の形は丸、三角、四角など、色ごとに異なっている。その端に、魔法使いの格好をした少年のキャラが、杖つえを持って立っている。


    　千草さんは、俺の手にあるスマフォを見ながら話す。「指動かして、魔宝石を四つ揃そろえてみ。直感的にできるからわかるやろ」


    　スマフォのディスプレイに指を載せると、サブウィンドウにカーソルが出た。緑の石をスライドさせて、四つ、つなげた。魔法使いが杖つえを振るう。つないだ石が音を立てて消える。スペースを埋めるように、新たな石が上から降ってくる。すると元からあった石とつながって五つ並び、自動コンボになった。


    ／緑→赤五／2‐chain+1／9／


    「なるほど」


    「続けてみてや」


    「よし！」と気合いを入れた。一瞬の判断と集中力。指をスライドさせ、石を回転させ、揃そろえ、狙い通りのコンボを決める。


    ／緑→赤→青→黄六→紫／5‐chain+2／45／


    　狙いに偶然が重なって同時消しが起こり、特大のコンボになった。どうやら一連のコンボで四五個消えたらしい。爽そう快かいで気持ちいい。時間制限で、ほどよい緊張感がある。


    ／青→桃→灰→／3‐chain／12／


    　スマフォのディスプレイで観戦しているみんながざわめく。


    「くぅっ……恋こい敵がたきとして不足なし、です……！」香か流なれがぐぬぬと声をあげた。


    「はじめてにしては、まあまあね」


    「このくらい余裕……」と鶴つる舞まいを見たら、手元が滑すべってミスった。「あっ！」余計な回転をさせてコンボにならず、単発で終わった。


    「前言撤てつ回かい」と鶴舞が言った。「大事なところでつまずいて、奈落の底に落ちて、人生失敗するタイプね。かわいそう」


    「一度のミスで全否定かよ！」


    「つねにそのくらいの覚悟を持ったら、ということよ。キミの大好きなゲームと違って、リセットもロードもできないんだから」


    「……じゃあ鶴舞は、絶対失敗しないっつーのか？」


    「する」


    「するんじゃねえか」


    「でも、同じ過ちは繰り返さない」鶴舞は、自分に言い聞かせるように、そう言った。


    「……気をつけりゃいいんだろ」


    　スマフォを置くと、サブウィンドウの表示が消える。


    「ほな実戦やってきーや」と千ち草くささんは、寝袋にするりと入り込む。


    「実戦とは……？」


    「外でお掃除。ジャム退治やよ」


    　ヴヴヴッ──という、心をかき乱す音が蘇よみがえり、返答に迷う。


    　すると千草さんは「舞まい羽はが教えてくれるんやろ？」と勝手に話を進める。


    「ほかに適任者がいないから、仕方なく」


    　香か流なれの瞳ひとみに嫉しつ妬との炎が燃えた。


    「せ、先輩っ!?　二人っきりですか!?」


    「変なことをしてきたら、斬きり刻むから大丈夫よ」鶴つる舞まいが親指を立てて、首を掻かっ切る動作をした。真顔で。これが黒舞まい羽はってやつか……。


    　待ってくれよ。実戦とか、早ぇし。俺はうつむき、スマフォをいじっているフリをする。と、鶴舞がのぞきこんできた。


    「ボロ布君」


    「神かみ之の馬まだ！」


    「そんなに怖がらなくていいわ。ふだんは、小動物サイズの害虫駆除みたいなものだから。もし万が一、生首みたいな危ないのが出たら、私が倒すから」


    　俺はその『万が一』を恐れていた。「でももし……ジャムの攻撃に当たると、どうなるんだ……？」


    「マジレスすると……」とギルフィがいきなり口を挟んだ。「爪つめと皮ひ膚ふのあいだに、灼しやく熱ねつの極ごく太ぶと釘くぎを突き刺されるような拷ごう問もん──」


    「ウソよ」と鶴舞が遮さえぎった。「私が知ってるのはインフルエンザの予防接種くらいね」


    「そんなもんなの？」キラービーの『刺されて狂い死ぬ』を想像してたから、拍子抜けした。でも、ふと、疑問が思い浮かぶ。


    「千ち草くささん。あの怪光線って、普通の人には見えないんですよね？」


    「そやね」


    「じゃあ、千草さんは、いきなり謎なぞの痛みを受けたりするんですか？」


    「いいや、まったく。フツウの人が当たっても、肉体的には何も感じひんらしいね」


    「じゃあ、精神的にはどうなんですか？」


    「どうなんやろ……？　当たったことすら、わからへんからなぁ」


    　何を聞いてものらりくらりと躱かわされ、コンニャクみたいにつかみどころがない。長生きしていると、そういうスキルを身につけるんだろうか。


    「たぶん、ジャムの怪光線は、特殊な電波の束やろなぁ。当たった部分が熱なって、痛なるんなら、それは電波の特性やし」


    「へぇ、そうなんですか」


    「まあ、電波ごとき、脳天に直撃しても死なへんやろ。うん、死なへん死なへん。たぶんな。ようわからん。死ぬかもな。死んだら……ごめんな」


    「不ふ吉きつに言い換えた!?」


    　──ん？


    　なんだ？　心ここ地ちいい川のせせらぎが聞こえる……？


    「不安なら、試してみればいいだろ？」


    　そう言ったギルフィを見ると、したり顔で、スマフォを俺に向けていた。そのスマフォの先端から、穏やかで暖かな光の波が、フワンフワンと俺の額ひたいに向かって飛んでくる。


    「まさか、撃うって……………………」


    　額が、チリチリ……熱い……


    「百聞は初体験にしかず。どうだい？　五二八ヘルツの味は……」


    「……味……じゃ、ねえ……」あ……あれ……頭が、ぽわん……としてきた。みんなの声が……遠くから……聞こえる。「大丈夫かえ？」「うわぁ、白目むいてますよ」「……逝ってよし。永遠にな……」


    



    　おやすみ…………………………


    



    「起きて！」鶴つる舞まいの声と同時に、右の頬ほおにバチンという強烈な衝撃を受けた。


    「うぐぁあ!!」


    　頬がじんじん痛む。平手打ちされたらしい。激しく叩たたかれたせいか頭がくらくらして、まだ目が開けられない。


    「ふざけんなよ……このドＳ女」


    「寝ぼけたこと言ってるわね。じゃあもう一発」


    　ビタン！　と顔の骨格が歪ゆがむような追撃を左頬に食らった。


    「痛ってえぇッ！　おい！　二発目は余計だ！」


    「あっ……」鶴舞が俺の顔を見て目を丸くした。「頬が腫はれて、ますますブロブフィッシュ……」


    「その名前を出すな！」


    　俺はギルフィを睨にらみつける。


    「てめえ……なに、すんだよ……」


    「みねうちのつもりだったんだが……神かみ之の馬まは感度良好だな。ククッ」


    「俺も撃つぞ？」


    「待て待て。慰謝料の代わりに……イオのカメラでスリーサイズを測定するアプリをあげよう……」


    　女性陣が、物言いたげな目でこちらを見た。


    「いや、いらない」


    　無料ならほしかったけど、この状況では、断るしかないだろ。


    「フフ。本当は、ほしいんだよなァ……？」とギルフィが俺の心を読んだ。「……いいよ、口頭で教えてあげよう……舞まい羽はタリはご覧のとおり、上から、つつましい七九のＡカッ──ぐあァ！」


    　分厚い非電子書籍が飛んできて、ギルフィの側頭部に直撃した。もちろん、投げたのは鶴つる舞まいだ。ギルフィは半分白目をむいて、金魚のように口をぱくぱくしている。


    「神かみ之の馬ま君……」


    　鶴舞にジトッと見られた。


    「はい……！」


    　急襲を警戒し、身構える。


    「毎晩走って、トレーニングをしてるから……だからね」


    「えっ？」


    　鶴舞は恥ずかしそうに目を伏せ、小声で言う。


    「トレーニングしてるから、体脂肪率が低いの」


    「あ……ああ、うん」


    　なぜかＡカップの言い訳をされてる。案外気にしてるのか。って、隣に胸が四倍くらい膨ふくらんでる香か流なれがいたら、そりゃ意識するか。横目でチラッと香流を見たら、視線がぶつかった。


    「奏そう矢やさんも、超ちよう弩ど級きゆうのド変態なのですね」と香流は問答無用で認定した。


    「ち、違う！」


    　ギルフィが朦もう朧ろうとした様子で、口を開く。


    「……香流タリは……八七のＥ……瓢ひようタリは──ぐぁが！」


    　鶴舞が丸めたスポーツ新聞で叩たたき、千ち草くささんがビール缶を投げつけた。しかし卑ひ猥わい王おうこと残ざん酷こくハーフは、エロに対して何の使命感を持っているんだ？　それこそが超弩級と言われる所ゆ以えんか。そんな騒動のなか、香流はポリポリと菓子を食っている。


    「香流は、ギルフィのセクハラを気にしてないのか？」


    「その対価として、舞まい羽は先輩の情報を知れますからね。許容範囲内です。ただし、肉体に直接触れるようなことをすれば、虫に襲おそわせますから」香流は屈くつ託たくなくニコニコと微笑ほほえんだ。


    



    　そのあと、ギルフィと香流はジャム退治に出かけた。一緒に行くわけではなく、各個人で適当に街を回るらしい。俺は「まだ少し頭がくらくらする」と言い（じつは眠気が残っているだけだが）、出発を引き延ばした。もちろん、退治への踏ん切りがつかないからだ。


    　茶を飲みつつ、寝袋に入っている千草さんからバイト代の話を聞く。小動物サイズのジャム一匹退治で百円。大きなヤツで数千円。電子マネーでオートチャージされるらしい。募集要項にあった『月二〇万円以上可能』を達成するには、小型なら二千匹だ。「そんなの無理だろ？」と千草さんに尋ねたら「〇・〇〇〇〇〇一パーセントでも可能性があれば書いてもええの。それが社会や」と一いつ蹴しゆうされた。高給を信じてたわけじゃないけど、ほぼ詐さ欺ぎだろ。


    　鶴舞は隅に腰かけ、非電子書籍を読んでいる。背表紙に『マクスウェルの方程式』って題名が見える。聞いたこともないな。イオで検索すると、


    



    ［マクスウェルの方程式］：古典電磁気学の基礎方程式／すべての電気と磁気に関する現象を説明可能：


    



    　リンクを辿たどると、ρ、ε、μとか読み方もわからない記号で溢あふれていた。これ、顔文字以外に使い道あったんだな。未知の言語を見ていたら再び眠くなってきたので、そっと閉じる。でもこれ、授業と関係ねえよな。ジャムの研究してんのか。


    　時計を見ると、香か流なれたちが部屋を出てから一五分経過していた。不調のフリも限界な気がする。ひどく緊張する。こんなに手に汗握るのは、小学校の学芸会以来かもしれない。主役でもなんでもなく、鬼から逃げ惑うだけの村人Ｊだったけど。


    「神かみ之の馬ま君」と鶴つる舞まいは書籍を閉じた。「そろそろ仮病をやめてほしいんだけど」


    　完全にバレてた。「え、いや、仮病っつーか……」


    「私と行くのが、そんなにイヤ？」


    「違うって……」


    「調子が悪いなら、楽しい保健室へどうぞ」


    「なっ……」


    「楽しい？」千ち草くささんが寝袋に入ったままムクリと起きた。


    「なんでもないです！」千草さんを制して、鶴舞に言う。「い、いま、治ったって言おうとしたとこだったんだよ！　マジで」


    「ふうん。じゃあ行きましょう。いま、すぐに」


    「あ、ああ……」覚悟を、決めた。


    



    　千草さんが、キャリングポーチと、落下防止用のストラップをくれた。鶴舞やほかの二人が持っていたのと同じ型だ。


    「落とさないように、気ぃつけや。すぐガラス割れるから」と千草さんが忠告した。「修理やけど、故意や過失ちゃうなら『無償』。けどな、自己責任の場合は『罰金』。払われへんときは……ベーリング海の漁船団に送られんで」


    「漁船……？」


    「世界で二番目に危険な、一いつ攫かく千せん金きんの場や。荒くれ者のガチムチどもが──」


    「ストップ！」イヤな予感がした。「故意に壊さないんで、そこまでで」


    「そか。ほな、一番危険なのは──」


    「いいですって！」千草さんを遮さえぎり、スマフォをポーチに入れる。「ところで、スマフォは、ひとりひとつ、なんですか？」


    「『ひとり・ひとつ・一アプリ』。いくつも持ったって使いこなせへんし、ひとつのものを極めたほうがええよ。基本的には」


    「基本的には？」


    「この世に絶対はあらへん」


    「つまり『わからへん』のですね」


    「…………せやなァ」


    　変な沈ちん黙もくがあった。先に言われたのが悔くやしかったのか？　……と疑った数秒後には、いつもの千ち草くささんに戻った。


    「奏そう矢やに忠告や。充電は忘れず、こまめにしときや。退治中に切れてもうたら大変やから。充電方法やけど、イオとちゃうから気ぃつけてな。ポーチんなか見てみ？」


    　ポーチを開けると、ひょろ長いプラグ付きコードが入っていた。


    「えっ、これ、『有線充電』ですか？」イオはもちろんのこと、蜂はち原はらの電気機器はすべてワイヤレスの自動給電だから、「わざわざ充電する」なんて感覚がない。このへんが一昔前のデバイスってことか。


    「手間かかるとこが可愛かわいいねん。ほら、それ貸して」


    　千草さんは俺からプラグを奪うばい取ると「こうやって使うんや」と、壁のコンセントに挿さした。


    「──ああ。この、挿したときのシュコッて感触、ええよねぇー。デジタル音の『ピッ』よりも、つないだー、って感じするやん。シュコッ。ふふー。スマフォにつないでカチッ」


    　千草さんはコードを抜いたり挿したりして、悦えつに浸ひたっている。鶴つる舞まいに目をやると、ちょっとだけ困った顔をしていた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　鶴舞と校舎を出ると、日が暮れかけていた。部活を終えて下校する生徒たちに混ざり、『南区アルプス自然緑地』に向かう。学校から一キロほど離れたところにある広大な公園で、蜂原の人気スポットのひとつだ。隣となりを歩く鶴舞は、俺より少しばかり目線が低い。しかし、人目をひく美少女と一緒にいるのは、いつもと違う視線を浴びて落ち着かない。しかも、同じ型のキャリングポーチ着用だし。もし乙おと川かわさんに見られたらマズいかな……なんて考えると、そわそわしてあたりを気にしてしまう。


    「どうしたの」


    「あっ、いや……」


    「もしかして、ジャムがいるか探してる？」鶴舞は完全に取り違えた。「このへんには、あまり出ないけど」


    「そうなんだ」と話を合わせる。でも、出る場所は知っておきたいから、鶴舞に尋ねた。すると鶴舞は、はるか彼方かなた、街の中央にそびえたつ蜂原タワーを指差した。


    「市内で送受信される電波は、タワーにあるサーバーを必ず一度は経由する。だから、その中継地点になる基地局や無線鉄塔の近くは電波が渋滞しやすくて、ジャムも発生しやすいの」


    　鶴つる舞まいの話を聞いて、蜂はち原はらのネット環境の特殊性を、あらためて思い出す。


    　この街では、住人が利用したイオのデータは、中央区にある巨大データセンターにすべて蓄えられている。データは暗号化されて匿とく名めいになっているけど、通話状況から健康指数まで、採れるものはなんでも採られる。そしてそれは、国のＩＣＴ調査機関へ提供することになっている。それが、この世界有数の科学都市に格安で住むことの条件だったそうだ。ようするに、住人はイオという計測器をつけられたモルモット。でも、俺はそのことをなんとも思ってない。いわゆるネイティブだからだろう。昔の人ほどプライバシーがどうこうって騒さわぐみたいだけど、俺らの世代からしたら疑問だ。【晩飯はカレー】みたいなメールがのぞかれたってどうでもいいし。恋愛相談みたいなのは見られたら恥ずかしいかもだけど、自分のことを知らないヤツに知られたところでどうってことない。いちいち気にしてたらノーシャル生活だ。そもそも、データはヤマネコが構築した強固なセキュリティが守っているから、漏ろう洩えい事件なんて起きたこともない。


    「でもさ」と俺は鶴舞に問う。「電波が渋滞してたら、そのぶん通信障害が多発してもよさそうだけど……聞いたことないよな？」


    「小さなジャム程度じゃ、障害が出るレベルに達しないのよ。送信された電波を全部受信しなくても、データは届くし」


    「そうなのか？」


    「そうよ。電波は反射したり曲がったりしながら飛ぶうちに、消えたりするの」


    「ふうん。けど俺らに掃除させるくらいなら、通信量を減らすなり、何か対策してくれればいいのにな」


    　鶴舞はうんざりした様子で首を横に振る。


    「この街からＩＴ関連を奪うばうのは不可能よ。巨額の費用を投じた国策が失敗だっだって、暗に認めることになるもの。だから国もリンクスも、何もしないと思う。実感できる害がないから、誰も文句を言わないし。この街が発展すれば、さらに電波は増えるでしょうね」


    「で……俺たちみたいな変なのが、増えてくってことか」


    　鶴舞はムッとして言った。「……今度そういう言い方したら、即刻処刑するから」


    「え……？」


    「自分を卑ひ下げしたら、誰が自分を守るの？」


    「わ、わりぃ……」


    「……キミが傷ついて死にたくなっても、私はどうだっていい。ただ、ネガティブなこと言うボロ布は、視界に入れたくないだけ」


    　鶴舞って、基本マトモなこと言ってんのに、言い方がいちいち刺とげ々とげしいんだよな。


    



    　そんな鶴つる舞まいだけど、ジャムについては丁てい寧ねいに教えてくれた。言葉はキツイがけっして嫌きらわれてるわけじゃないようだ。ジャムが出やすいのは、電波の通信量が急増するときらしい。たとえば、みんなが挨あい拶さつを送りあう年始。ほかには、大規模なスポーツイベント、大災害が発生したとき、スキャンダル。あと、国民的アニメ映画のテレビ放映時なんかも。なんでも昔は、決め言葉の呪じゆ文もんをみんなで唱えただけで、ＳＮＳサイトのサーバーがダウンしたらしいが。


    　それにしても、鶴舞はくわしい。


    「退治は、いつからやってんだ」と俺は聞いた。


    「一年くらい前。ちなみに、ギルフィは半年前で、香か流なれは一か月前」


    「そういや、千ち草くささんが、ウェニアックはこの学校にあと二人いるようなこと言ってたけど」


    　鶴舞は不意に、寂さびしそうな陰りの表情を浮かべた。


    「……去年、ほかに二人いたわ。でも、県外に転校したの」


    「二人とも転校？」


    「そう。発症したあと、この街で暮らすのが……辛つらかったみたい」鶴舞は切なげに言った。


    　その気持ちは、わかる。電波や恐ろしいジャムなんてものが見えたら穏おだやかに暮らせないよな。って、そういう俺も、やっていけるかどうか。自信はない。家族にバレることすら、怖い。


    「困ったら、相談してくれていいんだからね」


    　いきなり優しい言葉をかけられて戸と惑まどった。鶴舞は、いつもよりたどたどしく言う。


    「私に……できることがあれば、力を貸すから」


    「な、なんだよ、いきなり……」


    「……じゃあ、貸さない」


    　鶴舞は足を速めた。


    「ちょ、待てって」


    「…………」


    　尖とがったり丸くなったり、意味わかんねえ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　自然緑地に到着した。山さん麓ろくの地形と自然をそのまま使っていて、新国立競技場一〇個分の敷しき地ち面積という広さだ。その競技場には行ったことがないからわからないけど、とにかく無む駄だにデカい。スポーツ広場にキャンプ場、そのほかレクリエーション施設もある。


    　鶴舞と園内に入る。だだっ広い芝しば生ふは夕陽で金色に染まっている。散歩やジョギングを楽しむ人と、ときどきすれ違う。みんな、ひとりの時間に没ぼつ頭とうしていて、他人には無関心だ。


    　鶴舞は遊歩道脇のベンチに腰かけた。微妙な距離を開けて、隣に座る。


    「まず、『電波を知覚する』話から」


    「チカク……？」


    「キミも、光の波を何回か見たことあるわよね？　あれは目で見るというより、脳で受け取っているのよ」


    「脳？」空中に目を向ける。けど、怪しい光は、どこにもない。「今は、見えないな……でもさ、電波って、渋滞するくらい飛び交ってんじゃないの？」


    「全部知覚できるわけじゃないわ。私が一年間やってきた経験上だけど、『感情が入ってる電波』が見えることが多いみたいね」


    「感情が入ってる？」


    「たとえば、年始の挨あい拶さつ。『おめでとう』とか『ハッピー』とか。笑顔の顔文字なんかも使うわよね。その内容が、強ければ強いほど、知覚しやすい傾向があるみたい。メールに限らず、動画でも、画像でも」


    「……はじめて光を目撃したとき、とくに意識しなくても見えたんだけど、かなり強い感情が入ってたってことか？」


    「これは想像だけど……ちょうどその日『イケメン俳優の熱愛発覚』という話が、ＳＮＳで話題になっていたせいかもしれないわね」


    　俺はそのニュースを知った美み合あが泣きそうになったのを思い出した。きっとネットは大騒ぎだっただろう。


    「ん？　ってことは、あの黒い生首は、そのスキャンダルが生んだジャムってこと？」


    「ひとつの可能性としてね。たとえば、顔の画像が飛び交って、そこにファンが送った感情が衝しよう突とつして、腐くさったじゃがいもみたいな顔面になってしまったとか」


    「……でも、なんで俺、そんなのに襲おそわれたんだ？」


    「感情が入り混じっているジャムの行動なんて、予測不能よ」


    「無差別か……。ある意味、キラービーの通り魔まと一緒だな」


    「……」


    　鶴つる舞まいがフッと黙だまった。見ると、何かを深く考えているようだった。


    「どうした？」


    「……ううん。ちょっと、思い出してただけ……それより、生首の出た夜、何色の光を見たか、覚えているかしら？」


    　すぐに、まざまざとまぶたに浮かぶ。


    「青と緑だった」


    「それは『憤ふん怒ぬの青』と『悲ひ哀あいの緑』」


    「……色で、感情がわかる？」


    「そう。私たちの能力を正確に言うと、『電波が運ぶ感情を、色で識別できる』ということ。知覚できる色は七色あって、すべてに違う意味があるの。分類した図を、イオで送るわ」


    　鶴つる舞まいから届いた画像を開く。感情に対応した色が表示されている。


    　　　　　　　　＊悪意─灰＊


    　　　　＊憤ふん怒ぬ─青＊　　＊悲ひ哀あい─緑＊


    　　　　　　　　＊欲望─紫＊


    　　　　＊悦えつ楽らく─黄＊　　＊歓喜─赤＊


    　　　　　　　　＊愛情─桃＊


    



    「べつに覚えなくても大丈夫よ」と鶴舞は言った。「生首は、悲哀と憤怒が構成要素に多かった。でも、ほかの電波も入っていて、黒い塊かたまりみたいに見えたの」


    　絵の具を混ぜるようなものか。「……そういや、学校で、黄色と紫の光を見たっけな」思い出して、ふとつぶやいた。


    「えっ、キミも？」


    「あ、ああ……」うっかり口が滑すべった。走り高跳びしてた鶴舞が見てたのと同じ光だ……なんて言えない。「登校中に、たまたま」と誤ご魔ま化かす。


    「引っかかるのよね……最近、学校の近くで、悦楽と欲望に、歓喜の電波が増えているの」


    　鶴舞は腕を組み、首を傾かしげた。


    「電波だけじゃ、誰が送ってるかとか、具体的な内容は、わからないんだよな？」


    「そうね……」


    　──そのとき、鶴舞のイオに向かって桃色の光が飛び込んできた。


    「ぬおっ！」


    「!?」俺の声に鶴舞がビクッとした。


    「わりぃ、急に、光が飛んできたから」


    「そ、そう……」


    「いま、鶴舞は何か受信したってこと？　桃色ってことは、愛情だよな？」


    「そうね……」


    「もしかして、彼氏とか……？」


    「そんなものいないし、誰でもいいじゃない。キミには関係ないわ。それとも他人のプライバシーをのぞくのが趣しゆ味みなの？　極めて悪趣味ね」


    「ちげえよ！　電波が見えるものがどんなのか知りたいだけだって。ちょっとくらい教えてくれたって……」


    　──っと、今度は青い光が俺に向かって飛んできた。「うおぉ!?」


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　兎う塔とう香か流なれ】


    　今の光はこれか。青って……憤怒？　とりあえず開けてみる。


    【先輩に手を出してないでしょうね!?　バカなマネをしたら虫が食い殺しますよ！】


    　＋怒りを表すスタンプが一〇個。


    　なるほどな。これは強い感情だわ。【マジメに教えてもらってる】と速攻返した。つーことは、鶴つる舞まいの桃色も……


    「なあ鶴舞。さっきのって、香か流なれからの熱烈な愛の告白じゃねえか？」


    「──っ!?」鶴舞はまたビクッと身体からだを揺らす。


    「ビンゴだな。男からのメールでもないんだし、内容教えてくれてもいいだろ？」


    「…………」鶴舞は黙だまりこむと、ほんのり頬ほおを赤らめた。


    「なんでそんな照れてんだよ？」


    「……見たければ、勝手に見れば」


    　鶴舞から香流のメッセージが転送されてきた。


    「……じゃあ、遠えん慮りよなく」


    【愛しの舞まい羽は先輩。わたし以外の誰かと二人っきりなんて辛つらいです──。今度は、わたしが特製お弁当を作るので、一緒にいちゃいちゃしながら退治に行きましょう──】


    　途中まで読んで、香流に対して申し訳ない気持ちになってきた。【晩飯はカレー】くらいの内容ならまだしも、やっぱ、のぞきはよくないな。


    「だいたい、わかった。削除するわ……」


    「だから悪あく趣しゆ味みだって言ったのよ」


    「ああ、それは謝る……」


    　それより、香流の文面、アレはどうなんだよ。もし鶴舞に彼氏ができようものなら、ショック死か光虫大暴走だな。けど、まあ、その点は心配ないか。鶴舞のヤツ、コミュ障で口悪いし、ムカつくし、剣で突こうとするし、二回も殴なぐってきたし……うん……命を大事にしよう。


    



    　鮮やかに咲いた芝桜の丘を抜け、五分ほど歩くと、フィールドアスレチックコーナーに入った。この時間になると、さすがに子供の姿はないし、大人もいない。


    　鶴舞は「見て」と敷地奥の森の上を指差した。新緑の木々に紛まぎれて、いかめしい鉄塔がヌッと首を出している。


    「南区五号無線鉄塔」と鶴舞は言った。「あの近くで発生したジャムが、よく園内をウロウロしているの。私は三日に一回くらい巡回にくるわ」


    「けっこう頻ひん繁ぱんだな」


    「ジャムは早めに退治しないと、増殖して大きくなるから。それとも、巨大に成長した生首に襲おそわれて腰を抜かして涙を流すような醜しゆう態たいを、また晒さらしたいのかしら？」


    「あれは忘れろ！」


    「了解。記憶領域から削除してあげる。でもキミは、あの恐怖を忘れたらダメよ」


    「忘れらんねえよ……」


    「じゃあ、実戦開始するわよ」鶴つる舞まいはポーチを開け、スマフォを取り出した。そのとたん、彼女の顔が引き締まる。


    「神かみ之の馬ま君も準備して」


    　鶴舞はスマフォのストラップを手首に巻きつける。俺もスマフォをポーチから出して、同じように装着する。緊張で手が少し震ふるえたけど、平静を装よそおう。スマフォを握る右手に、自然と力が入った。


    　鶴舞は俺の準備が整ったのを確認すると、司令官のように命じる。


    「実戦モードをタップして」


    　指で触れると、サブウィンドウに練習モードと同じ画面が表示された。


    「次は、ジャムを見つける。生首くらい大きなのはイヤでも目に入るけど、小さいのは集中しないと知覚できないから」


    　つばをごくりと飲み込んだ。「探すって……脳で……？」


    「違うわ。心で感じ取るの」


    「心……？」


    「そう」鶴舞は静かに頷うなずいた。「ジャムは、電波で運ばれた感情の集合体。色が混ざりすぎて、黒く汚れた塊かたまり。そばにあるだけで、心がザワザワ、胸騒ぎがする。たとえば、目にゴミが入ったような……靴くつに小石が入ったような……そんな異物感を、心で受け止めて」


    「わかった……」


    　一度、深呼吸する。胸のあたりに、意識を集中させる。遠くで山鳥が鳴く声。木々のざわめき。


    　鶴舞が小声でささやく。


    「すぐ近くにいる……」


    　心臓がドクンと高鳴る。呼吸が乱れる。


    「もう少し、左。落ち着いて。怖がらないで。小さいのだから」


    　呼吸を整える。目に入るのは、木製のアスレチック──そのとき、胸の底に、ぽつんと、イガイガの染しみが落ちた。ヴッ……と聞き覚えのあるノイズ。刹せつ那な、視界の端はしに、地面を這はう小さな黒い物体が──


    「うぁ！」短い悲鳴をあげて身震いしてしまった。


    「見つけたみたいね」弱虫とか罵ののしられるかと思ったら、鶴舞は少し微笑ほほえんだ。「一度コツを掴つかめば、数秒で見つかるから」


    「あ、ああ」


    　俺は、あらためて、ジャムをよく観察する。サッカーボールくらいの大きさの、黒くて丸い物体が、ゆらゆら転がっている。なんだかマリモみたいだ。風が吹いたら飛んでいきそうなほど、頼りない。


    「……コイツは、襲おそってこないの？」


    「生まれたてのは大丈夫。大きくなって感情の制御がつかなくなると危ないけど。この状態からどんな感情を吸収するかで、姿や形は変わるの」


    　なるほど。この程度なら全然怖くない。ただの黒い塊かたまりだ。


    「じゃあ、まず、ロックオンの方法」鶴つる舞まいの指令が再開する。「スマフォの背面にあるカメラのレンズを、ジャムに向けて」


    　イオ越しに見ている風景を、拡張現実の正方形の枠がとらえた。


    「枠が出た？　スマフォに映ったジャムをタップすると、ロックオン」


    　ディスプレイに触れると、弱い静電気のような刺激が指先に走った。


    「うわっ……今、ピリッとしたけど……」


    「それは、キミがアプリを使える証あかし。安心して。それで攻撃準備完了」


    　安心ってのも変だよな。普通の人じゃないってことなのに。でも、なんだろう。あんまり気にならなくなってきた。鶴舞が淡々としてるからかな。


    　俺はジャムをしばらく観察していて、ふと思った。


    「イオで画像検索にかけたら、どうなるんだ？」


    「やってみるといいわ」


    　イオのカメラ機能で、ジャムに照準を合わせる。


    「イオ／イメージサーチ」


    



    ［丸太渡り］：落ちないように渡って遊ぶアスレチックの一種：


    



    　ジャムのうしろにある遊具がヒットした。


    「あれ？　もう一回……」


    「無理よ。イオでは認識できないの。映っているように見えるけど、私たちが画面越しに知覚しているだけ。だから写真も撮れない」


    　本当によくわかんねえもの、相手にしようとしてんだな。俺が少し萎い縮しゆくしていると、鶴舞の「はじめるわよ」という声に背せ筋すじを正された。


    「魔宝石を揃そろえたら、ジャムに向けて光球が撃うち出される。『パズメイ』は中距離ホーミングタイプだから、自動で追尾してくれるわ。でも、発射から着弾するまで時間が経たつほど威い力りよくは弱まるから、なるべく近い距離で狙って。一度に消した数が多いほど光球は大きくなって、コンボを重ねるほど数が多くなる。三コンボで六個、四コンボで八個……ってね」


    「くわしいな？」


    「アプリは全種類試してみたから。それで、相性が良かった光の剣を選んだの。使い方も自分で工夫してるわ。盾たてを階段代わりにしてみたりね」


    　鶴つる舞まいが生首にとどめを刺すとき、光の盾を階段にして天高く登っていったのを思い出した。


    「あれって、電波を踏んでジャンプしてたよな？　そんなこと、できるのか？」


    「あれは目立ちすぎるし危険だから、いざという時以外はやらないけどね。ウェニアックは、やろうと思えば電波に対して物理的に干かん渉しよう可能なの。電波は『ぶつかると反射する性質』があるからそれを上う手まく利用する。身体からだと電波が触れる瞬間、接地面に意識を集中させて、反発させる。成功するまで、何度も盾を突き抜けて痛い目にあったけど。アプリの基本性能だけじゃなくて、いかに応用するかも重要ね」


    　痛い目にあってまで、修行するのはちょっとな……。千ち草くささんが「パズメイは最強」って言ってたし、普通に使いこなせればとりあえずＯＫだろ。


    　鶴舞はジャムを指差した。


    「じゃあ、退治して」


    　ジャムは、黒色の表面から、桃色の微弱な閃せん光こうを放っている。


    「……揃そろえる石の色は、関係あるのか？」


    「暖色系は、なるべく寒色系で狙う……くらいの意識でいいわ」


    「わかった」


    　スマフォの先端を転がっているジャムに向け、ゆっくりと近寄る。視界下部に投影されているパズルを見ながら、指先で魔宝石をスライドさせる。手に持ったスマフォを直視したくなってしまうけど、そうするとジャムから目を離してしまうことになる。操作にはまだ慣れないけど、とにかく、灰色を、四つ揃えた。


    ／灰／1‐chain／4／


    　石が消える効果音とともに、シュワッと指先が痺しびれる。仮想現実にいる魔法使いの少年が杖つえを振ると、スマフォの先端から、ソフトボールサイズの灰色の光球がひとつ撃うち出された。


    「！」


    　その光球は、まさにソフトボールのピッチャーが投げるほどのスピードで、唸うなりをあげてジャムに直撃。ジャムは、ヴヴッ──というノイズを放ち、霧む散さんした。


    　イオに【一〇〇円チャージ】と表示された。


    「おっ！　倒した……!?」


    　鶴舞が「ふふっ」と静かに笑った。


    　一匹倒したことで緊張がとけたのか、だんだんと気分が高揚してきた。


    「一撃か。予想外に簡単だな。さすが超攻撃型アプリ」


    「油断しないで」と鶴舞は険しい声で言った。「今のは、ゲームにたとえれば、スライムみたいな最弱の雑ざ魚こよ」


    　俺は冗談交じりに尋ねた。「何匹か倒すと経験値が溜まって、レベルアップしたりして？」


    「バカなの？」鶴つる舞まいはくすりともせず、言った。


    「初心者の質問を罵ば倒とうで返すな。センセイ失格だぞ」


    「じゃあ答えるわ。スキルアップはひたすら練習、体力つけるならトレーニング。以上」


    「……ってことは、鶴舞は、相当練習積んでるってこと？　身のこなしとか、体操選手みたいだったけど」


    「……」鶴舞は一瞬、言葉に詰まったようだった。「体操じゃなくてバレエ」


    「バレエやってるの？」


    「昔……ね」


    　だから鶴舞は、生首と戦ったとき「アン・ドゥ・トロア」とかつぶやいてたのか。そういや、チャイコフスキーもバレエ音楽の人だっけ。白鳥の湖しか知らないけど。


    「雑ざ魚こ探しに行くわ。センセイについてらっしゃい」鶴舞はすたすたとアスレチックコーナーの奥へと歩き出した。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    ／緑→青→紫→黄／4‐chain／24／


    　八個の光球が波形を描き、二匹のジャムに襲おそいかかる。二個の光球で一匹を撃破すると、残りの光球がもう一匹を追尾し、こちらも撃破。


    【二〇〇円チャージ】


    　行き場を失った残り四個の光球は空の彼方かなたに飛んでいき、しばらくして消しよう滅めつした。


    「楽勝！」俺は鶴舞に向けてスマフォを掲かかげた。


    　鶴舞は気分よさそうに頷うなずく。「意外と筋がいいのね。センセイのおかげかしら」


    「俺、王冠のダイヤコレクターっつったでしょ？　ゲームなら任せろって」


    　それにしても、こんな遊びで金までもらえるなんて最高だ。ゲームの腕だって最大限に活かせるし。あの生首だって、この武器があれば余裕でぶっ倒せんじゃねえ？


    「これからどうする？　続ける？　帰る？」鶴舞が俺に聞いた。


    「鶴舞は倒さなくていいの？　バイト代まだゼロだろ？」


    「お金なんてどうでもいいわ。私は、ジャムがいなくなれば、それでいいの」


    　バレエやってたくらいだから、お嬢様で小遣いには困ってないのかもな。バレエ＝金持ちは偏へん見けんかもだけど、高こう尚しような趣しゆ味みな気がする。俺の趣味なんてゲームくらいだよ。


    　そこで、俺はふと、ゲームの世界では当たり前だったことを思いついた。


    「対戦しようぜ。どっちがジャムを多く倒せるか。ジュースでも賭かけてさ。どう？」


    　鶴舞は低い声で咎とがめるように言う。「……やめたほうがいいんじゃない？」


    「やんないの？　負けるのが怖いとか？」と挑発してみる。


    　鶴つる舞まいの目が、噛かみつくようにギラリと鋭するどくなった。


    「神かみ之の馬ま君。今日稼かせいだバイト代、なくなるから」


    「えっ、何本飲むつもり……」


    「有り金全部よ」


    　ヤバい。怒らせた。い、いや、負けねえだろ。光の剣と違って、俺のは複数狙えるし。


    「バッテリーは、あとどのくらい？」と鶴舞が言った。


    「七八パーセント」


    「そう。それなら、時間は三〇分。公園から出たら失格。ルールは以上」


    　鶴舞はイヤーフックに素早く手を当てる。「イオ／ミュージック／『ハチャトゥリアン／ガイーヌ／剣つるぎの舞』」音楽を再生すると、長い髪をなびかせて駆けていった。


    　『剣の舞』って、たしか、めちゃくちゃテンション高い曲だよな？　まさか鶴舞は、秘密の狩猟場を知ってるとか、そんなことないよな？　いや、考えてる場合じゃない。俺も早く行かないと！


    　俺は鶴舞と逆方向に走り出した。


    



    【二〇〇円チャージ】【三〇〇円チャージ】【一〇〇円チャージ】【二〇〇円チャージ】


    「ハッハッハ！」無む双そうだ！　ゴミのようなジャムを次々退治していく。綺き麗れいにするって、こんな清すが々すがしいもんなんだな！　お掃除ロボ『SAMBA』の気持ちがわかるぜ。


    　ジャムを見つけてはロックオンし、圧倒的な力で蹴け散ちらす。ウェニアックだけが使える特別な魔法で！　光球が弾はじけるたびに胸が躍おどる！　これなのかもしれない、ほしかったのは！　仮想現実じゃないリアルな世界で、『ゴッド・アロー』じゃなく『神之馬奏そう矢や』として存在する意味。幸福都市の裏側で、誰も知らないミッションをこなす。世界の秘密に近づいた感覚。こんな昂たかぶる気持ち、生まれてはじめてかもしれねえ！


    「鶴舞にぜってー勝ってやる！」


    　近くにいたのは全部片づけてしまった。見渡すと、無線鉄塔の先端が目に入った。鉄塔は敷地外のはずだけど、あの近くなら、いっぱいいるんじゃないか？


    



    　あやめ池の遊歩道を全力で走り抜け、白しら樺かばの木に囲まれた広場に着く。夕ゆう闇やみに染まった空間には、たくさんの小さなジャムが転がったり浮遊したりしていた。


    「うおお！　ボーナスステージっ！」


    　ロックオンし、石を揃そろえる。中二心がくすぐられ、魔法使いの少年に合わせて、口走る。


    「レッドライトニング！」


    　射出された赤い光球が、小さなジャムを撃うち落とす。


    「三千円突破ァ！」制限時間はまだまだ余裕。ここにいるの全部倒したら、五千円は超える！一気にきめてやる！「ブルークラッ──」


    　──突然、青く輝かがやく鳥らしきものが滑かつ空くうしてきて、数匹のジャムを貫通し、かき消していった。


    「え……!?」


    　続けざまに、鷹たかのように羽を大きく広げた光鳥がジャムをかっさらっていった。


    「!?」慌あわてて飛んできたほうを向く。


    　いつからいたのか、広場の入り口に、黒い服を着た三つの人影があった。俺と同年代に見える。大柄な男子を引き連れた細身の少年は、ラフなタンクトップに身を包み、右手をショートパンツのポケットに入れ、左手にスマフォを持っている。


    　……まさか、あいつら……俺と同じ──


    　少年は、左手をスッと水平に上げ、指を弾はじいた。次の瞬間、スマフォから光鳥が飛び立ち、直線上にいるジャムを喰くらい尽つくす。少年は淡々と弾き続け、三〇秒もしないうちに、広場のジャムは一掃されてしまった。


    　ウェニアックか!?　どこの誰だよ？　


    　少年が近づいてくる。深く被かぶったキャップの下から、陰のある端整な顔がのぞく。目を引くのは、前髪に入った灰色のメッシュ。そして、肩にプリントされた電子タトゥー。あれ、たしか脳の血流を増加させるバイオハックだよな。成長に悪影響を及ぼす可能性があるから、未成年には禁じられてるはずだぞ。堂々とやりやがって。


    　かかわりたくないタイプの人種だ。


    　少年は俺から五メートルほどの距離で足を止め、底光りする不ぶ気き味みな視線をぶつけてきた。


    「貴様、ずいぶん楽しそうに洗浄をするんだな」


    　かすれた声。ザラリとした爬は虫ちゆう類るいの舌で心を舐なめられたような感触に、ゾクリとした。威圧感のある空気に呑のまれる。


    「システムに飼い殺されてるとも知らずに……お遊びか、ゲーム気分か？」


    「お前ら……いったい……？」なんとか、声を喉のどから絞り出す。


    　少年は問いには答えず、ポケットから右手を出した。その手に、スマフォが握られている。


    　両手使い……!?


    　少年は、俺を見つめたまま、スマフォをタップする。──と、輝く三みつ叉またの槍やりが出現した。三叉はそれぞれ別の光色を放っている。


    「トライデント。大おお海うな原ばらを統すべる神の武器だ」少年は色のない声で言った。「これから、新生児である貴様に、洗礼を与えてやる」


    「……何する気だ……」戦せん慄りつで声が震ふるえる。


    「ウェニアックとして生きていく覚悟を植えつける」


    　少年はスマフォのディスプレイにおいていた親指を、スッと引いた。


    「！」殺気を感じ、とっさにしゃがむ。同時に、少年の親指がディスプレイを離れた。


    　スマフォから放たれた赤しやつ光こうの鳥が、俺の頭上を飛び去った。


    　コイツ本気か!?


    「怯おびえるなよ」少年は冷たく言った。その瞳ひとみに、狂気じみた鋭するどいものが宿る。


    　やらなきゃやられる！　ロックオンを──スマフォを構えたそのとき、頬ほおを光鳥がかすめた。ビリッと熱が走る。


    「くッ！」


    「痛みを知れ。旧人類オールドタイプに知覚できない痛みを」少年は歪ゆがんだ笑いを頬に浮かべた。「貴様のターンだ。こいよ」


    　いいようにやられてたまるか！　ロックオンし、大コンボを決められる魔宝石の流れを脳内で描く。


    「遅い」少年が両手を俺に向け、攻撃の姿勢を取った。


    「くそっ！」コンボの絵図を完成しきれぬまま、途中で放つ。


    ／赤→赤→青→灰→灰／5‐chain／36／


    　きらびやかな効果音を発し、光球の群れが少年に襲おそいかかる。


    　──が、少年はすでに光鳥を向けて放っていた。続けざまに右手でトライデントを振るい、左手でもう一度、光鳥を弾はじき出す。めがくらむほどの閃せん光こうが場を包む。俺の放った光球は、少年のもとへ辿たどり着くことなく、すべて消しよう滅めつした。


    「!?」


    「『パズメイ』を使いこなすには覚悟が足りない。超攻撃型の意味がわかっていないようだな」


    　コイツ、なんで両手で使えんだよ!?　二つのゲームを同時に操ってるのか？


    「接近戦をしようか」


    　両脇の男子が、俺の退路を塞ふさぐように散開した。少年はノーガードで間合いを詰めてくる。死を恐れないような、異様な気配。押されて、後ずさりしてしまう。


    「怯おびえるなと言ったはずだ。選ばれし者としての誇りはないのか？」


    　今度こそ、強力なコンボを……！


    　魔宝石をスライドさせようとすると、少年の伸ばした手が、俺の指に触れた。「ひっ！」慌あわてて手を引っ込めた。


    「ここは肉体のある現実だ」


    　どうする……どうすれば……。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　乙おと川かわ聖せい羅ら】


    　こんなときに!?


    　そうだ、イオで鶴つる舞まいに連絡を！


    「イオ／通話──」


    　俺が助けを求めようと声を出したとたん、足元に光鳥が飛んできた！　避よけきれず、足の甲にぶち当たる。


    「痛っ！」


    　大きな釘くぎを打たれたような鈍痛が足を貫通した。耐え切れず、うずくまる。


    「戦せん闘とう放ほう棄きし、救援要請か？　恥はじを知れ」


    「……うぅ……」


    「立てよ。死を感じるまで鍛きたえてやる」


    　トライデントの先端が、俺の額ひたいに向けられた。


    　容よう赦しやない悪意に、噛かみ殺される。


    「……うあああああ！」飛び退のくように立ち上がると、震ふるえる足で右へ左へ駆けながら、魔宝石を消しまくる。コンボじゃなくて、単発でいい。ホーミング弾なら、連射すればなんとかなるはずだ……！


    　けど、いくら連発しても、光球が斬きり落とされる音が──かすかな希望が打ち砕くだかれるノイズが、耳に届く。


    「無駄撃うちは美しくない」


    　少年は、いっさいの焦あせりもなく、光鳥を放ち、トライデントを振る。
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    「当たれ……当たってくれっ……！」大きな白しら樺かばの木に背中を預け、ただひたすら指をスライドしまくる。射出された光球は白しら樺かばを回り込み、後方へ飛ぶ。少年以外の二人は、胸に手を当て、俺を監視したまま、動かない。


    「電波は、木を透とう過かする」少年の冷めた声が、白樺の裏から聞こえた。「身体からだで覚えておけ」


    「ッ……！」背中に、熱く重い衝撃を食らった。心臓まで響くような痛み。前のめりに倒れ、顔から地面に叩たたきつけられた。


    「かはッ……ァ……」


    　背中がじくじく痛む。息が詰まる。


    　俺の目の前に、少年がしゃがんだ。


    「世界への抵抗と復ふく讐しゆうを誓うか？」


    「た、たす、けて……」


    　鼻先にスマフォが突きつけられた。


    「ひっ！」


    「誓え」


    　逆らったら、殺される……。「ち、ちかい、ます……」


    「よし。同志だ」


    　少年は、スマフォの背面を俺に向けた。そこには、いかめしい虎とら柄がらのプリントが刻まれている。


    「我々は、白びやつ虎こヌーヴェルバーグ。濁にごった世界に新しき波を起こす、レジスタンス」


    　仲間の男子二人が胸の前で水平にスマフォを掲かかげ、敬礼のポーズをとる。彼らのスマフォも同じ柄で、右手の甲には、小さな丸い印のような痕あとがついている。


    「ＩＤを交換しろ」


    　少年は右手を差し出し、リングの接触を要求してきた。断れず、交換する。


    【黒くろ笹ざさ雫しずく／───／二〇一六年四月五日生まれ／女】


    　同い年だ。所属の欄に、何もない。高校には行ってないのか。


    　──って、女!?　


    　いや、そう言われれば、そうだけど。身体からだの線の細さや、長いまつげや……。


    「神かみ之の馬ま。右手の甲を上にして、地面におけ」


    「え……」


    「聖せい痕こんをつけてやる」トライデントの光が、凍こおりつくような青みを帯びた。


    「や、やめ……」


    「──雫ッ！」突然、鶴つる舞まいの声が響ひびいた。


    　ハッと声のほうを見る。鶴舞が赤く光る剣を手に、全力で駆けてくる。


    「舞まい羽は！」雫は叫ぶと同時に、青い光鳥を鶴舞に向けて放った。


    「甘い」鶴舞は吐はき捨て、剣を振るった。斜め上に向かって赤い閃せん光こうが引かれ、火花がバチンと散る。鳥は真っ二つに裂さかれ、弾はじけた。


    　雫しずくの仲間二人は、スマフォを構え、静観している。


    　鶴つる舞まいは唇くちびるを真一文字に結び、剣を構える。


    　雫は嘲あざけるように言う。「いきなり斬きりかかってくるとは……相変わらず暴力的だな」


    「洗礼という名の私刑よりはマシよ」


    「勘違いはよしてくれ。勇士の選別だ。それより、コイツは舞羽が連れてきたのか？　素質は感じるが、ただのヘタレじゃないか」


    「初実戦だから、慣れてもらおうと思っていたのよ。邪じや魔ましないで」


    　雫は、ひとつ大きく息を吐はき、肩をすくめた。「そりゃ、悪かったな」──言うやいなや、いきなり灰色の光鳥を撃うち出す。鶴舞は間一髪横っ飛びでかわす。体勢を立て直そうとする鶴舞に向けて、雫は無数の光鳥を際限なく連射する。鶴舞は膝ひざ立ちで、飛びかかる鳥を斬り裂さく。薄うす闇やみの広場に火花が散る。突然、光鳥の連打がぴたりと止まった。


    「エンプティ……」


    　雫は光鳥を放っていたスマフォを捨て、仲間から代わりのスマフォを投げ受けた。


    　交換した!?


    　その隙すきを突いて鶴舞が駆け出す。雫は新しく手にしたスマフォを素早くタップ。小さな光の弾丸がマシンガンのように乱れ撃たれる。その弾は人の顔をしている──おそらくチャットアプリのスタンプだ。鶴舞は盾たてで弾丸を受け止め、左右に揺さぶりながら前進する。盾で防御しきれない光弾が足に被弾し、鶴舞の口元が歪ゆがむ。雫はマシンガンを撃ちながらトライデントを構え、不敵な笑みを浮かべた。鶴舞は猛もう然ぜんと駆けて一気に距離を縮める。雫はマシンガンを放り、太ももに着けたポーチから別のスマフォを取り出す。鶴舞は剣に切り替え、雫に向けて光の刃を振り下ろす。


    　──と、雫の目の前に、一辺一メートルほどの青光りする立方体が壁状に積み上げられた。鶴舞の剣撃は壁を破壊するにとどまり、雫には届かない。雫は左手のスマフォを放ると、まだ体勢を整えていない鶴舞を狙い、トライデントを両手持ちで突き出した。


    「！」


    　鶴舞はとっさに、低い姿勢から斬り上げる。


    　紫煙の閃せん光こう。


    　大気を揺する振動が鼓こ膜まくをつんざく。鶴舞の左膝が砂地にめり込む。突きを弾かれた雫は上体をのけぞらせた。その衝撃でキャップとヘアゴムが弾けるように滑すべり落ちる。雫の髪がぱらりと肩まで流れ、顔の輪りん郭かくを覆おおうと、少年は儚はかなげな美少女に変貌を遂げた。立ち上がった鶴舞の左膝には、砂利がはりつき、血がにじんでいる。


    　夜を告げる冷風に、二人の髪がなびいた。俺は地面に伏したまま、鶴舞を援護することも忘れ、ただただ、呆あつ気けに取られていた。こんな戦いが、俺にできるわけがない、そう思って。


    　雫しずくは、こらえきれぬ風に笑みをこぼすと、トライデントを収めた。


    　鶴つる舞まいも剣を収め、うんざした様子で言った。「南区まで来て、暴れないで」


    「それは蜂はち原はらが勝手に決めた境界線だ」雫は意に介さず言った。「それより、なぜ雑ざ魚こをかばう？」


    「いちおう、仲間だからよ」


    「今度のヤツは、引きこもった挙あげ句く、精神に異常をきたして街から逃げなきゃいいがな」


    　鶴舞は言葉を返さず、うつむいて膝ひざの砂利を払っている。まさか、鶴舞が言いにくそうにしていた『転校した二人』って、そういうことだったのか。


    　雫は、両太ももに着けたケースにスマフォをしまいながら言う。「ちょうどいい。朱す雀ざく高のヤツに聞きたいことがあったんだ。新種の電子ドラッグについて……」


    「ドラッグ……？」眉まゆをひそめる鶴舞。


    「普通のとは一味違うらしい。なんでも『何もかも忘れるくらい幸せになる』とか『ぶっ飛ぶ快楽』だとか……ただ、詳細な情報がなくてな、プログラムも出回っていないんだ。西区のプログラマー連中が知りたがっている。朱雀高で流は行やってるって噂うわさなんだが……？」


    「うちで？　聞いたことないわ」


    　雫が俺に冷淡な目を向ける。「そっちのは？」


    「……知らない」そもそも電子ドラッグは法的に規制されてるから、フィルタの厳しい高校生のあいだで流行るわけない。


    「電子ドラッグで、何をするつもり？」鶴舞が刺とげのある声で詰きつ問もんした。


    「変革のための資金調達。何かわかったら教えてくれ」


    　雫はキャップを拾い上げ、深く被かぶり直すと、仲間を連れて去っていった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　丸太椅い子すに座り、上着の背中側をまくりあげた。刺されて痛む背中を、鶴舞に診みてもらう。


    「どう？」


    「大変。大きな穴が三つ空いているわ。血がどろどろ……」


    「マジで……」


    「ウソよ。少し肌が赤くなってるだけ」


    「なんでそういうウソを……」


    　いきなり背中をバシッと叩たたかれた。


    「──痛いってぇ！　なにすんだよ！」


    「冷えるシートを貼ってあげたの」鶴舞はポーチから冷却シートと湿しつ布ぷ薬を出して見せる。


    「乱暴なんだよ……」


    「……文句があるなら自分で貼ればいいわ」鶴つる舞まいは俺に湿しつ布ぷを投げつけた。「湿布がグニャグニャになって、くっついて、とても不快でしょうね」


    「すいませんでした。貼ってください」


    「イヤよ。己おのれの失言を呪のろうのね」鶴舞はさらに絆ばん創そう膏こうと消毒薬を取り出す。「これは私の」


    「なんでも出てくるな、そのポーチ」


    「のぞかないでよ変態」サッと隠された。聞いただけなのに。コミュニケーションとれねえ女だな……。


    



    　鶴舞は膝ひざの怪け我がの手当てをしながら、黒くろ笹ざさ雫しずくについて話した。


    　『白びやつ虎こヌーベルバーグ』のメンバーは一〇人程度。あくまで噂うわさだが裏社会に足を踏み入れているメンバーもいるらしい。根城は西区の最西端にある工業団地。そこは、市内でもっとも治安が悪いことで有名だ。五年ほど前に工場が完全に無人化された影響で、付近の居住エリアが放棄されてゴーストタウン化し、そこへ人々が勝手に住み着いた。他都市から無許可で入り込んでいる者もいるらしく、蜂はち原はらでは時代遅れになった機器を横流しする業者や、条例違反の有う象ぞう無む象ぞうなども棲せい息そくし、市議会で問題視されはじめてきたようだ。工業団地には「子供は近づくな」と言われているし、俺も行ったことはない。


    　まあ、都市問題はいいとして、気になるのは、どうして雫はスマフォをいくつも持って、しかも両手で使えるのかってことだ。千ち草くささんに「スマフォはひとつ？」って確認したとき、言い淀よどんだ理由がわかった。千草さんは知ってたんだな。そのことを鶴舞に聞くと「雫以外には見たことがない」と答えた。


    「あれは、両利きってこと？」


    「そんな単純なことじゃないと思う」と鶴舞は自分の両手を広げた。「私も試してみたけど、左が上う手まく扱えないどころか、右の攻撃力が半減してしまったの」


    　しかもスマフォを持ち替えて攻守を組み立てるとか、何がどうなってる。「……でも、アイツら、スマフォはどこで手に入れたんだ？」


    「工場の裏にまとめて落ちていたらしいわ。ゲームだと思って触っていたら、特殊な機能があることに気づいたそうよ」


    「へえ……リンクスの人が置いたのかな」


    「さぁ……うち、わからへん」


    　──ん？　まさか、今のは、千草さんのモノマネなのか？


    「……えーっと…………反応に困るくらい、ビミョーに似てる」


    「……………………」


    　鶴舞は照れてうつむいた。やり逃げされても、困るんだけど。しかもなんでこのタイミングだよ？　まあ、そんなモノマネなんかどうでもよくなるくらい、背中が痛い。少し動かすだけで、ひどい筋肉痛のような、焼けつく痺しびれのような鈍どん痛つうが走る。


    「くっそ、痛いってぇー……雫しずくって女、あんなの通り魔まじゃねえか……アイツが『闇やみのキラービー』なんじゃねえの……刺してきやがったし」


    「……そう思う？」


    「え？」


    　少し沈んだ顔で鶴つる舞まいは言う。「じつは、ちょっと関係があるの」


    「まさか、あいつらが噂うわさを広めて、おもしろがってるとか……？」


    「違う。あの都市伝説のおおもとが、雫らしいのよ」


    「おおもと？」


    「雫がはじめてジャムを見たとき、周りの人たちに『蜂みたいな音を出す悪魔がいた』なんて言って回って、それがひとり歩きしてしまったというわけ」


    「なるほど……」胸にストンと落ちた。


    　すると鶴舞は、真剣な顔で俺に問いかけた。


    「神かみ之の馬ま君は、自分の身体からだのこと、どう思っているの？　環境のせいで発症したとするなら、この街を恨む？」


    「……いや、今んとこ、恨むまでは……」


    「雫は、現代社会や蜂はち原はら市を、憎んでいる」


    「そういや……世界への抵抗と復ふく讐しゆうとか、言ってたな」


    「彼女は、幼少の頃から電波が見えるせいで、異常者扱いされていたそうよ。もともと、少し変わったところがあったらしくて、学校でも家でも……避けられてたみたい」


    「家でも……？」


    「それで、工業団地に逃げ込み、同じ境遇の子供を集めはじめた」


    「……」雫がまとっていた陰惨な空気を思い出した。


    「彼女は、いずれ、蜂原のシステムを破壊するつもりでいる」


    「無茶だろ……」


    「私も、そう思う。でも、気持ちは否定できない」鶴舞は星のまたたきはじめた空を見上げ、きゅっと唇くちびるを噛かんだ。「私だって、いつ居場所をなくすか、わからないもの」


    　それは、俺にも言えることだよな。特殊な力に目覚めたことで、自分の価値を見つけた気がした。けれど、現実はそんなに優しくない。幸福で清潔な社会は、健康で明るい未来は、異物を徹底的に排除することで成り立ってる。だったら、俺は……。


    「でもね……」と鶴舞が俺を見た。「社会への不満と、神之馬君を傷つけることは、まったく別のこと。彼女は力の使い方を間違えてる」


    「……」


    　俺は、スマフォの入ったポーチを握りしめた。こんな力、俺には、使いこなせない。鶴舞や雫しずくみたいに、戦えない。ゲームでは無敵だったのに、現実になったら、あのザマだ。雑ざ魚こに勝ったくらいで喜んで、少しの痛みで怖くなって足がすくんで、ボコボコにやられて、女の子に助けられて……ほんと、ダサすぎる。力を手に入れたって、結局、何も変わらない。特殊なんていって、余計なハンデを背負わされただけだ。


    「ねえ、神かみ之の馬ま君」


    「……ん？」


    「毎週土曜日、ジャム捜索で巡回している場所があるの。だから明日、もしヒマだったら……ついてきてもいいわよ」


    　背中がジクッと痛んだ。明日は予定入れてないけど、わざわざそんなところへ行くのは、正直気が引ける。


    「……ちょっと、考えさせて……やられたとこ、すげえ痛むから……様子見て、あとで、メールする」俺は曖あい昧まいに答えて、背中をさすった。


    「ごめんなさい……。もし雫が来るなんてわかってたら、絶対ひとりっきりになんてさせなかった」


    「いや、その……俺も、調子乗ってたし……」なんだか、気まずい。「帰ろう……」と俺は腰を上げた。


    　すると、鶴つる舞まいに制服の裾すそを掴つかまれた。


    「待って。大事なこと、忘れてない？」


    「え……っと？」


    「ジュースを賭かけた勝負」


    「……あれ、成立してたの……？」


    「当たり前でしょ。そっちからふっかけてきておいて、逃げるつもり？　雫に脳みそ焼かれて忘れたの？　それともバカなの？」


    　ジャム退治、マジでもうやめようかな……。
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    　スポーツ飲料四本一気にガブ飲みって、鶴舞の胃はどうなってんだ？　「電解質の補給」とか言ってたけど、補給しすぎだろ。バスに揺られながらそんなことを考えていたら、車窓を赤色の波光が横切った。


    　うん……今のは、信号機だ。ヴヴって音がさっきしたけど、誰かの着信音だよな。なんて、自分自身に言い聞かせる。今は、アレを頭から消し去りたい。えーっと、そうだ、今日の晩飯はなんだろうな。腹減った──


    「あっ……ヤベっ」


    　ラフレシアのエサの時間だ。エリザベスを起動したところで、もう一度「あっ！」となった。乙おと川かわさんからメッセージが届いてたのを、すっかり忘れてた。慌あわてて確認する。


    【調子はどう？　元気かなぁ？　セイラ】


    　昨日ぶっ倒れたのを、まだ心配してくれてんのか？　正直、今は精も根も尽き果てて疲ひ労ろう困こん憊ぱいだけど【おかげさまで元気です！】と送った。


    　ラフレシアにエサをやる。ヤツは一段と成長して、死肉色のお肌にはりとつやが出てきた。死肉なのにハリとツヤってのもよくわからないけど。車内ビジョンに流れる化粧品のＣＭで「ぷるぷる～」って喜んでる美女もびっくりだよな。あ、もしかして香か流なれってこういう毒どく々どくモンスター好きなんじゃ……と思いかけて、いかんいかんと視聴覚準備室の記憶をどっかへ追いやる。


    　メッセージ通知が鳴った。乙川さんからの返信だ。


    【元気なんだね、よかった☆　ところで……もし、明日ヒマだったら、遊びたいなぁ、なんて。蜂はち原はらタワー……とか？　あ、全然断ってくれていいからね？　セイラ】


    「ふぇ」変な声が出てしまった。


    　こ、これは、デートのお誘さそい、だよな？　ハニートラップじゃないよな？　そう邪じや推すいしたくなるほどに、これまでの俺の人生は砂漠だった。女子と二人で遊んだことなんて一度もない。


    　サボテンの一本も育たない荒涼とした風景に、突とつ如じよオアシスが出現したら「蜃しん気き楼ろう」だと警戒するのは当然。猛ダッシュして湖に飛び込んでみたら、彷徨さまよって死んだ旅人たちの墓場だった……なんてオチかもしれない。


    　どうしよう──って、さっき鶴つる舞まいにも誘われたけど……。


    　天てん秤びんにかけてみる。


    　・毎週土曜の巡回なら、いつでもできる（＋背中も痛い＋気も乗らない＋怖い）。


    　・デートのお誘いは、ラストチャンスかもしれない。


    　……鶴舞、ごめん。


    【明日、ヒマすぎて、何しようかと思ってたんです。ぜひ！】乙川さんには余裕溢あふれるメッセージを、震ふるえる指のジェスチャーで送信。


    【明日はやっぱりやめとく。背中痛いし……ごめん】鶴舞には申し訳ない気持ちいっぱいで、ローテンションなものを送信。


    　すぐに、ピロンと通知が鳴った。鶴舞からだ。


    【了解（^_^）　早く治ることを願っているわ（*^^*）　ジュースごちそうさま（*^^）v　舞まい羽は】


    　顔文字使うのかよアイツ。キャラちげぇだろ。白舞羽か？　メッセージを見ていると、背中の痛みが、胸に染み込んで、ズキッとした。

  


  
    第四章／『複雑な関係I’ts complicated』


    



    　デートと書いて一いつ騎き打うちと読む。


    　睡眠時間を削り、観光インフォメーションを調べ、計画を練った。昨夜に超速便で注文し、今朝届いたばかりの勝負服に袖そでをとおす。一万円ってボッタクリだろと内心文句をつけつつも、リン君に【旬のブランド！　初デートにオススメ！　モテ力アップ！】と五つ星で推薦された以上、金に糸目はつけられなかった。


    　洗面所でヘアカタログから『さわやかモテ髪』を選び、鏡に映った俺の頭にレイヤーで表示されるとおりに髪型を整える。鏡のなかにいる俺は、ウェニアックとして覚かく醒せいする前と、何ら変わらないように見える。鏡面の端はしには、身長や体重、血圧なんかの健康データが数値で出ているけど、それも年齢平均だし。でも、もしこの先、異変が起きて化け物みたいになったら、なんて思うと、憂ゆう鬱うつな気分になった。


    　って、いやいや、ダメだ！　今日はテンション上げていかないと！


    　気合いを入れようと、頬ほおを両手でパンパンと叩たたく。


    「珍しいね？　オシャレしちゃって」美み合あの声が背後からした。振り向くと、美合がツインテールを揺らしながら、俺に好奇の目を向けていた。めんどくせえ。適当にあしらっておこう。


    「算さん太たと遊ぶんだよ」


    「小型無人ヘリドローンが朝六時に届けてくれた服を着て？」


    「見てたのかよ！」


    「これ、人気のブランドだよね？」美合が近づいてきて、肩についてるパッドをつんつん触ってくる。


    「くわしいじゃねえか……」


    「どこ行くの？」


    「ここではないどこかだ。ってか、お前が『休日は家でじっとしてんな』って口うるさく言うから出かけるんだろうが。文句があんなら、今すぐ部屋に閉じこもって最強の引きこもりになって、お前の友達が遊びに来るたび、気持ち悪い奇声を発して追い払ってやってもいいんだぞ!?」


    「なんかテンション高いね？　デートだね？」


    「うっ……」


    「美合は、ぜーんぶ、お見通しなんだからね」


    　コイツ。いっそのことツインテール探偵にでもなりゃいいんだ。行く先々で殺人事件に巻き込まれる呪のろいにかかってしまえ。


    「傘かさとレインコート持っていきなよ。春の嵐あらしがくるよ」と美合が言った。


    「嵐の予報は明日だろ？　今日は快晴だ。またツバメの迷信予報か？　猫が顔を洗ったか？」


    「ううん。お兄にいのデートは文字通り、驚きよう天てん動どう地ちってこと」


    　失礼極まりない美み合あを振り払い、いざ初うい陣じんへ。


    　いちおうスマフォは護身用に持ってきた。ジャムの登場確率を天気情報みたいに提供してくれればいいのにな。『今日は朱す雀ざく七条通りで電波が混雑しております。夜半にかけてレベル三のジャムが出るでしょう。お出かけの際はスマフォを携帯してください』なんて。


    



    　中央区にそびえる蜂はち原はらタワーは、その名のとおり蜂原のランドマークだ。地上四八八メートル。高層部はデータオペレーションセンター。気象から交通状況まで、一分単位で変化する情報をイオに提供している。中層部は行政サービスや市役所。下層部は市民センターや公民館。まさに街の中ちゆう枢すう。


    　その周り一帯に、甲信越地方最大級の商業区画がある。市外からもたくさん買い物客が来るけど、蜂原には、空気を汚よごすガソリン自動車は乗り入れられない条例が制定されている。クリーンでエコなこの街は、二酸化炭素排出ゼロの『ゼロカーボン・シティ』を標ひよう榜ぼうしているからだ。だから、旧世代の車に乗っている人は、都市外周にある駐車場に車を置いてくるしかない。環境に配慮したとか言ってるけど、排ガスまみれになる外周地区には迷惑な話だ。例の西区工業団地も駐車場に面してて、地価も低けりゃ空気も悪いらしい。


    



    　老若男女溢あふれるショッピングモールの中、待ち合わせ場所の『リン君像』へと急ぐ。昔は『ハッチーちゃん』という、蜂原市公認ゆるキャラの蜂の像があったのだけど、『キラービー事件』をすぐそばで起こされたあおりで、撤去されてしまった。こんなところで刃物を振り回したなんて、考えただけでもゾッとする。


    　気合いを入れすぎたのか、待ち合わせ時間の二〇分前に着いた。でも、きっと優等生で真ま面じ目めな乙おと川かわさんは早く来るだろうし、ちょうどいいだろう。


    



    　──乙川さんは一〇分遅刻してやってきた。


    「ごめん、待ったよね!?」


    「い、いえ、全然、来たとこです！」


    　乙川さんの私服は、露出度高めの半袖そでミニスカワンピだった。まだ五月ですけど、その調子で薄くなっていくと夏には何もなくなっちゃいませんか……とは言えず「す、涼しそうですね」と最高に気の利かない発言をしてしまった。当然「あ、うん」と涼しい返事が返ってきた。緊張してドキドキするけど、別の意味でもドキドキしていた。このタワー付近は、『蜂原の電波総本山』だってことを、すっかり忘れてた。そのおそろしい事実に気づいたのは、待ちぼうけのあいだ、何回か電波光を見たときだ。だから、いちおうスマフォを起動させて不測の事態に備えていた。イオをつけてない観光客のなかには、まだスマホを使ってる人がチラホラいたから、とくに気にもされないかと思って。実際、変な目で見られたりもしなかった。


    　とにかく、ジャムが出てこないことを祈るしかない。


    「ねえ」乙おと川かわさんが小首を傾かしげた。「難しい顔して、どうしたの？」


    「あ……今日のプランを……考えてました」


    「今日はあたしに任せて。いろいろ予定立ててきたから。その……考えすぎちゃって、眠れなくて、寝坊して遅刻しちゃったぁ……エヘヘ。お詫わびに、全部おごるね」


    「えっ？　お、お、おごり？」


    「いいの。誘さそったの、あたしだし。さぁ、行こ」


    　リン君に示されたデート必勝マニュアルには【男がおごるべし】と書いてあったぞ？　服買って貧乏だから助かるけど、いいのかな。


    



    　タワーの展望台からは、南アルプスや富士山さん麓ろくが一望できる。足元はガラス張りで、空中散歩が味わえる。初のデートで俺が緊張していると、乙川さんが俺の肩をちょんとつついて「あっちが東京だよね？　しばらく行ってないなぁ。神かみ之の馬ま君は？」と微笑ほほえんだ。会話に困るかと思ったけど、乙川さんから話題を振ってくれるから、かなり助かってる。さすが生徒会長だけあってコミュ力が高い。


    　あたりを見ると、家族連れに交じって、若いカップルの姿も多い。同い年くらいの男女が手をつないでキャッキャウフフしている。俺らも恋人に見られてるのかなって、なんとなく意識してしまう。


    「あたしたちも、恋人っぽく思われてるのかなぁ……？」乙川さんがぽそっとつぶやいた。


    「え、あ、あ」


    「……あ、な、なんでもないよぉ」乙川さんは手のひらを振った。「それより、神之馬君、顔色悪いけど、大丈夫……？」


    「……じつは、高いとこ苦手で……ハハ」すいません、本当は、宙に電波光がヒュルヒュル見えるからです。


    「そうなのっ？　気づかなくてゴメンね」と俺の体質を知らない乙川さんは、本気で心配してくれた。「あなたが楽しんでくれなきゃ意味ないよぉ。降りよ？」


    「でもせっかく登ってきましたし……」と躊ちゆう躇ちよしていると、乙川さんが「いいよ」と俺の背中に軽く手をあてて促うながした。ちょうど昨日雫しずくに刺された付近だったけど、痛みはもうなかった。


    



    　賑にぎわうモール内を歩くと、拡張現実の店舗情報が次々と表示される。飲食店の入り口を見れば、メニューや混雑度・レビューの平均点が出て、服屋を見れば、セール情報やクーポンが「買え買え」とアピールしてくる。口コミが可視化したお陰で、評判の悪い店は淘とう汰たされ、生き残るのは高評価店ばかり。世界はネットで作られてるよな。市民にとってはありがたいけど。でも、もし市民ＩＤそのものがレビューで評価されはじめたらって考えると、怖いな。誰かとすれ違うだけで、評価点が浮かんだり……。


    　しっかし、混みすぎだ。この人たちはどこから湧わいてきたんだって思う。お陰で、ときどき乙おと川かわさんと身体からだが触れる。うれしいけど、顔には出さないように気をつける。


    「どこも座れないね……」乙川さんはため息を吐ついた。すべてのカフェが「二〇分以上待ち」の表示をしている。やむをえず、テイクアウトして、オープンスペースで休憩することにした。


    「アイスコーヒーでいいかな？　買ってくから、先にベンチに座ってて」


    　殿様待遇を受ける。年上の彼女っていうのは、こういうものなんだろうか？　いや、付き合ってないけど。デートマニュアルがまったく役に立たず、試されている気になる。


    



    　乙川さんと広場のベンチに並んで座り、コーヒーを飲む。心ここ地ちいい日差しと、さわやかなそよ風。趣しゆ味みや学校のことなんか雑談。数日前までは夢想すらしなかった非日常な光景だ。……チラチラと目に入ってくる電波光さえなければ、最高の楽園なんだけど。


    「──神かみ之の馬ま君」乙川さんが怪け訝げんな声を出した。「ずっとキョロキョロしてるよね？」


    　心臓がドキンとなった。ジャムを気にしてるなんて言えないので、適当にはぐらかす。


    「ファッションチェック……みたいな」


    「……あたしといるの、つまんないかなぁ……？」乙川さんが寂さびしげにつぶやいた。


    「そんなことないです！」


    　そのまま会話が途絶えた。乙川さんはストローを指でもてあそびながら、何かを考えている。呆あきれられたよな。リン君のマニュアルに、こんなのなかったぞ。気の利きいた言葉を思いつかず、無言で息を吸うようにコーヒーをすすっていると、すぐに飲み干してしまった。


    　楽しい日になるはずだったのに、妙みような体質のせいで台無しだ……。怒りとも哀しみともつかない複雑な感情が全身に満ちる。世界から阻害されてる気持ちになる。


    「ねぇ……」乙川さんが沈ちん黙もくを破った。


    「は、はい」


    「ラフちゃんは、元気？」


    「え？　あ、たぶん、もう少しで、交配できるところまで成長しますけど……」


    　エサやりは欠かさず、俺の部屋以上に綺き麗れいにしてる。とはいえ、単純作業ばかりで、まったくおもしろさを感じられない。ラフレシアは、乙川さんのためだけに飼われてるってことだ。まあ、さすがに、少しだけ愛着は感じてきたけど。グロいけどな。


    「二人のひみつ、守ってくれてるかなぁ……？」


    「もちろんです」


    　──算さん太たには「まだ育ててる？」と聞かれたので「死なない程度に」と答えておいた。もし交配を誘さそわれたら「男同士でやるかよ」と断固突っぱねるつもりだ。まあアイツは女子しか見えてないみたいだから、ほっとけばいいだろ。


    　それにしても、乙おと川かわさんはずいぶん、ラフレシアを独り占めしたがってるよな。なんだか、それ目当てにおごってくれてるような。理由でもあるんだろうか？　気が進まないけど、あとで知るほうがショックを受けそうだから、この際、思い切って聞くことにした。


    「あの……なんで、俺に……おごってくれるんですか？」


    「なんでって……？」


    「……どうして、その……俺と……」腹をくくったのに、どぎまぎして上う手まく言えない。


    「……わかってるくせに……聞くんだね……」


    「え？」


    　乙川さんは、少しはにかんだ表情を見せ、つぶやいた。「ベロ…………」


    　小声で聞き取れず「ベロ……？」と聞き返す。


    　乙川さんが、俺の耳元にそっと顔を近づける。甘くていい匂いが鼻先をかすめた。


    「……ベロチュー……したくない？……」


    「べベ、べロ……チュー……」


    　頭が真っ白になって、しばらく、時が止まった。


    　乙川さんがすっと顔を離した。見ると、頬ほおは、火ほ照てったように赤らんでいる。
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    　ベロチューって……聞き間違いじゃなければ、や、やっぱり、あれだよな。こっそりイオで検索する。


    



    ［ベロチュー］：（俗語）／ディープ・キス／舌を使ったキス／性的な意味を含むことが多い：


    



    【警告：急激な心拍数上昇】


    　慌あわててすぐ閉じる。身体からだ中がカアッと熱くなって、汗が吹き出る。とりあえず何か言わなきゃと「あ……あのぉ、それは……そのぉ……」と無意味な音の塊かたまりをポロポロとこぼす。つい、乙おと川かわさんの口元に目がいってしまう。そのみずみずしく柔らかそうな唇くちびるが、ぷるんと開いた。


    「神かみ之の馬ま君……」


    　ベンチにおいていた手に、少し湿ったぬくもりを感じた。乙川さんが、手を重ねて、ぎゅっと握ってきた。全身の血液が沸ふつ騰とうし、脈拍が急上昇する。イオは警告をうるさく発し続け、もうどうしていいのかわからない。


    「おごるだけじゃ……ダメかなぁ……」乙川さんが、小首を傾かしげて、顔をのぞき込んでくる。


    「あの、そ、それは、おごるとか、そういうことじゃ、なくてですね……でして……」


    「そっか、リアル……かぁ」乙川さんはうつむいて、独り言のように言った。「でも、いいか……ウリしてる子に比べたら……」


    「あの──」


    　乙川さんの手が離れた。


    「ごめんね……ちょっとだけ、考えさせて」


    「は、はい……」何のことか理解できないけど、頷うなずく。


    　乙川さんは、俺から視線を外すと、またストローをいじりはじめた。


    　俺は大きく息を吐はいた。周囲に休日の喧けん騒そうが蘇よみがえる。額ひたいの汗をぬぐう。喉のどがカラカラで、氷が溶けてできた水をズズズとすする。と、広場の隅すみから、突き刺すような視線を感じた。まさか、ジャム……とおそるおそる振り向き──


    「──！」息が止まった。


    　鶴つる舞まいが、いた。ひどく不愉快そうに、俺を見ている。


    　いつから見られてたんだ!?


    　一度は落ち着いた鼓動が、急激に再加速する。


    「あの子……睨にらんでない？」乙川さんも気づいた。「二年の、鶴舞さん……？」


    　あいつ、な、なんで、ここにいるんだ。ジャム探しの巡回してるはずだろ？　思考回路が爆発しそうになる。


    　鶴舞は、プイと顔を背そむけると、広場の外へ歩き出した。


    「あ……」


    　マズい……！　けど、身体が硬直して動かない。声のひとつも上げられないまま、鶴舞は俺の視界から消えた。


    　最悪だ。


    　乙おと川かわさんは、怒いかりを押し殺しているような、静かに責める口調で言う。「キョロキョロしてたのは……そういうことだったの？」


    「い、いえ……違います……」ジャムと言えないのがつらい。もしここでカミングアウトしたら、いくら乙川さんが天使だからって、ドン引きだよな。俺がもじもじしていると、乙川さんは「彼女は、あなたと、どういう関係なのかな……」と突っ込んできた。


    「ちょっとした、知り合いです……」


    「……それにしては、怒ってたけど……」


    「そ、その、じつは、鶴つる舞まいさんに誘さそわれたのを断って、今日ここに来たんです。だから、乙川さんといるのを見て……怒ったのかな……と……」


    「それって……あたしを選んでくれたってことなのかなぁ……？」


    「そ、そそそ、そうです……！」


    「ラフちゃんのこと、言ってないんだよね？」


    　鶴舞に保健室の件で脅おどされたとき、『電子ペット』とは口に出してしまった。でも、それ以降触れてこないし、大丈夫だろう。


    「言ってません」


    「そう……」乙川さんは、少し表情を和やわらげた。「じゃあ、純粋に、神かみ之の馬ま君のことが気になっているんだね」


    「純粋に……」


    　なんだか、妙みような違和感を覚えた。その原因が、言葉なのか、乙川さんの表情なのか、それとも鶴舞の態度なのか……よくわからない。そういえば、リアルとか、ウリとか、なんのことだったんだ？


    「あっ──」それより、最高に危険なことに気づいた。「鶴舞が俺を好きらしい」なんて大きな誤解が広まったら、光の剣で切り刻まれかねない。


    「あのぉ。鶴舞が俺を誘っていたことや、怒ってたこと……内緒にしてもらえませんか？」


    「言わないよぉ、そんなこと」乙川さんは勝者の余裕を感じさせる微笑を浮かべた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　快晴だった土曜とは打って変わり、日曜は天気情報どおりに嵐あらしになった。強風が吹き荒れ、天がひっくり返ったような土ど砂しや降ぶり。でも、家の外より、俺の心のほうがさらに大嵐だ。


    　結局あのあと、気まずい空気が流れたこともあって、デートはすぐに終わった。ジャムよりも鶴舞に遭わないことを願いながらコソコソと帰宅。そして、鶴舞に謝罪のメールをするか電話をするかで延々と迷って、「夜遅くなったからやめよう」と自分に言い訳して、朝起きてからも悩み続け、現在の朝食に至る。


    　まったく食欲はなく、栄養満点のパンを作業のように腹に押し込む。と、美み合あがふてくされた顔で文句をたれた。「お兄にい。嵐あらしの責任取ってよ」


    　どうやら、美合はせっかくの休日が雨で潰つぶれたことが許せないようで、俺につっかかってくる。


    「もともと日曜は嵐の予定だっただろ？　なんで俺のせいだよ」


    「どーせデート大失敗だったんでしょ？」


    「んぐっ……」パンが喉のどに詰まった。慌あわててコーヒーで流し込む。


    「美合は、ぜーんぶ、お見通しだよ！」


    　珍しく当てやがった。


    「フラれちゃったんだね？　アハッ」


    　なんで楽しそうなんだよ？　でもその推理は間違ってる。


    「フラれたわけじゃない。奪うばい合いなんだよ、俺の。それで悩んでんの」


    「ひゃっ……！」美合は、雷の直撃を受けたような顔をした。


    「なんだよ……？」


    「……お兄……美少女ゲームのやりすぎで、現実と仮想空間の区別がつかなくなっちゃったのね……」


    　待て待て。勝手に兄貴をゲーム廃人化すんなよ。そもそも美少女ゲームなんて二つしかやったことねーぞ。しかも全員にフラれて卒業式ボッチだったけど？　……まあ、いいや。今回はそういうことにしておく。現実の最悪な状況を掘られるよりはマシだから。


    



    　気分転換になるかと思い、イオでゲームをやることにした。久々にヘッドマウントディスプレイを装着し、『ゴッド・アロー』となる。


    　スタート直後から、凡ミスを連発した。それはブランクなんかじゃなくて、明白な身体からだの異変だった。飛んでくる隕いん石せきが、真っ黒な生首に見える。敵機から攻撃を受けると、背中にチクリと刺されたような、痺しびれるような痛みが走る。ヴヴヴという羽音が、鼓こ膜まくの奥で再生される。大事なところで判断を間違え、コンボがつながらない。焦あせって無駄なことをして、手数が多くなる。地球を救うどころじゃなく、墜つい落らくしてしまう。


    「くそっ……もう一回……！」


    　何度やっても、エースパイロットと称たたえられたゴッド・アローの姿は、もうそこにはなかった。俺はただの雑ざ魚こ兵士だった。敵の攻撃が目の前に迫ってくるとビビってしまう。息苦しさに耐えられず、ヘッドマウントディスプレイを剥はぎ取った。


    　現実の重苦しい天井が俺を出迎えた。ザアザアという雨音が部屋を包み、狭い水槽のなかにいるような、鬱うつ屈くつした気分になる。


    　現実でも、仮想空間でも、居場所がない。


    　ダイヤの王冠をいくつ手に入れても、現実では無力で叩たたきのめされた。仮想空間の地球が消しよう滅めつしたって、こっちの世界は回り続けてる。数十万人が接続する合戦で一いつ騎き当とう千せんの英雄になったって、俺はコンビニのロボットにすら負ける、何の取り柄えもない高校生だ。


    「廃棄品のチキン野郎か……」


    　算さん太たが言った冗談が、案外、的を射ていたのかもしれない。幼おさな馴な染じみだもんな、アイツ。意外と俺のことわかってんだよな。


    「……でも、チキンで何が悪いんだよ。いきなりこんな目に遭ったら、誰だって──」


    　突然、窓の外が激しく光った。


    「！」


    　全身から血の気が引く。


    　数秒後、遠くで雷が落ちた。


    「……」


    　光を見ただけで、ビビってしまう。くそっ、なんでこんなことに……。


    『──発症したあと、この街で暮らすのが……辛つらかったみたい』


    　鶴つる舞まいが転校していったウェニアックを語ったときの、切なげな表情が胸をかすめた。


    「……俺が、何したっつーんだよ……おかしいだろ……!?」


    　普通に暮らしてただけなのに、なんで巻き込まれなきゃいけねえんだ。「特別」なんつって、俺たちはただの被害者だろ？　こんなの、大きな企業や、警察や、偉い人とかが誰かが解決してくれるんじゃねえのかよ。何もしてくれないなら、リンクスコムに直接訴うつたえればいいのか？　社長とかに「助けてくれ」って。


    　でも、無理か……。リンクスは、ウェニアックに関するすべてを検索から除外してるくらいだもんな……。相手にされないどころか、ＩＤに［要注意人物］のタグつけられて行動制限されるかもしれない。今まで、個人情報を渡してることや無数のセンサーに囲まれた生活なんて、便利さしか感じてなかったけど、逆に言えば、この街にいる限り、ヤマネコの腹んなかで管理されて逃げられないってことだよな。だからって、抵抗したくても、たかが高校生の俺にできることなんて思いつかない。もしＳＮＳで声を上げたら、きっと好奇の目で見られて、心ない人にディスられて、メンタル壊して潰つぶれる……。


    　どーせ、ゴミクズでチキンだよ。


    　この街から逃げた人の気持ちや、雫しずくの怒いかりがやっとわかった。なんで普通に生きられなくなったんだよってことだよな。本当にいらねえよ、こんな力。電波のこととか、世界の裏側とか、どうでもいいし。もしもみんなに知られたら、キモいって避けられるのかな。算太や美み合あに言ったら、どういう風に思われんのかな。こっそり生きるしかねえのかな。


    　鶴つる舞まいは「相談に乗るから」とか「困ったら力を貸す」なんて言ってくれたけど、どうにもなんなかったから、転校して街を去ったんだろ……？


    　誰でもいいから、解決してくれよ……。


    



    　一時間くらい悩んだけど、答えは出なかった。


    　とりあえず、退治のバイトは、もうやめ。俺には荷が重いし、向いてない。それを知るための『体験』だったんだもんな。でも、ジャムに襲おそわれるかもしれないことを考えると、スマフォは返却したくない。黙だまって持ってりゃいいか。でも、学校で鶴舞やほかのメンバーと顔を合わせたときのことを考えると、引きこもりたくなる。


    　ラフレシアの昼飯を知らせるアラームが鳴った。


    　エサをやるとまた一段階成熟し、よりグロテスクになった。何度見ても腐ふ臭しゆうが匂におい立ちそうなビジュアルをしている。慣れてきたけど、やっぱり気持ち悪い。背後に透けて見える美少女アイドルのポスターが、醜みにくさを五割増しにする。


    「お前の取り柄えは、ウルトラレアっつーだけだな……」


    　俺の体質だってレアだけど、こっちのは全然ありがたくない。はぁ……俺、ウェニアックのこと隠して、また乙おと川かわさんと会うのか。いつかバレるよな。


    　めんどくせ……。


    　何もかも全部、消しよう滅めつしてくれればいいのに。

  


  
    第五章／電波解析Component Analysis


    



    「さ～て、週明け最初のクエスチョ～ン！」放課後、算さん太たが嬉き々きとして現れた。


    　今日は、さすがに付き合う気になれない。「パスだ……」


    「問題。どうしてオレはハイテンションなんでしょうか!?」


    「無視かよ!?　ってか知るかよ！」


    「正解は……ついに交配できるまでエリマキトカゲを育てたからだぜぃ！」


    「そりゃめでたいな。じゃあな」俺はそっけなく言い、行こうとした。鶴つる舞まいたちに会う前に、一刻も早く家に帰るつもりだった。


    　すると算太は、急に真剣な顔つきになり、両手を祈るように握り合わせた。


    「お前に頼みがある！」


    「断る」


    「まだ何も言ってないぜ!?」


    「どうせロクでもないことだろ」


    「ひでーなぁ……」と算太はボヤき、続ける。「率直に言おう。お前のラフレシアと交配させてくれないか？」


    　ロクでもないどころか、とんでもないことを言いやがった。


    「な、なんでだよ？　女子狙ってたんじゃないのか!?」


    「オレの計算によれば、成功率九割のはずだった。しかし……運命の神様は一割のほうを選ばれたのだ」


    「どーせ下心見え見えだったんだろ」


    「それがよ～。『チューリップトカゲなんて興味ない』ってみんな言うんだよ。レアでも全然平凡らしくてさ。で、ネットで調べたんだよ。どうやったら、スーパーレア以上が手に入れられるかって」


    「……で、俺のラフレシアと交配すれば、生まれるっつーことか？」


    　算太は頷うなずき、懇願するような上目遣いをする。「バイトクビになって、金ないの知ってるだろ？　交配料の一万円は払えないから、幼おさな馴な染じみ割引で無料で……頼む」


    「一万円……？」


    「それが相場だろー？」


    「交配料ってなんだよ？」


    「なんだ、知らなかったのか？　まんまの意味だよ。激レア種は高値で取引されてんの。ラフレシアは、一回交配させるごとに一万円もらえるってこと。♂は一〇回交配可能だから、全回売れば一〇万円」


    「マジで!?」


    　まさか、乙おと川かわさんが俺に興味を持ってるのって、それ目当てか？　


    　乙川さんは、鶴つる舞まいが「『純粋』に俺のことを気にしてる」って言ってたけど……もしかして、乙川さんは、俺なんてどうでもよくて、一〇万円を無料で手に入れようとしているとか……？　そんな大金に比べたら、デート代や手を握ることなんて安いもんだし。期待した俺がバカだったってことか……。


    　いや、でも、「ベロチューしたい」ってのはどういうことだ？　あの頬ほおを赤くして照れた感じとか、本気で恥ずかしそうだったけど……なんか、甘い香りも蘇よみがえってきた……


    「なにニヤニヤしてんだよ……？　キモいんだけど」算さん太たが訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けていた。


    「ああ。一〇万って聞いたら、つい」と流した。……って、今はそんなことより、早く帰らないと。「ほかをあたってくれ。健闘を祈る」


    「ちょ、待て！」


    「しつけーよ」


    「お前、土曜日、生徒会長と一緒にいたって、マジで？」


    「……は？」バレてんじゃん？「だ、誰が言ってたんだよ？」


    「ネットに書かれてんの見かけたんだけど……人違いだよな？」


    「あ、あたりめーだろ？　俺、家でずっとゲームやってたし」まさか鶴舞が書いたのか？


    　事情を知らない平和な算太は、嬉しそうに言った。「だよなぁ。お前が生徒会長となんて、世界が終わってもありえねえ」


    　いっそのこと終わってくれ。もう俺の手に負えない。なにが平安都市ピースシテイだよ。平和すぎて暇ひま人じんの大量生産が止められない無限地じ獄ごくだ。


    



    　いろいろ詮せん索さくしてきた算太を振り切り、大勢の帰宅部に交じって校門へ向かう。


    　乙川さんからメールが届いたら、どう返事しようか。乙川さんのことを思い浮かべると、ついベロチューもセットで出てきてしまう。などと妄もう想そうにふけりながら歩いていると、


    　──とんっ、と肩を叩たたかれた。


    　何気なく振り向いて、息が止まった。


    「──ぁ」


    　鶴舞だった。鶴舞が無表情で立っている。


    「帰るの？」


    「あ、あぁ……」


    「ひとつ聞きたいことがあるんだけど」


    　デートのことだろう。喉のどがひりひりする。言い訳を考えようと、脳が全力で回転する。


    「キミ、電子ペットやってるって言ってたわよね。それはエリザベス？」鶴舞は淡々と言った。


    　予想外の質問に、脳がショートした。


    「三秒以内に答えないと処刑」


    「……エ、エリザベス、だけど……」


    「じゃあ来て。断ると処刑」


    「え？　いや、意味わからないし……じゃ、帰るから……」


    　鶴つる舞まいに背を向けようとしたら、二の腕をすごい力で掴つかまれた。指が食い込む。


    「痛いだだ！」


    「また生徒会長とデートでもするの？」


    「違うって！」


    「違う女の子と遊ぶの？　チャラ男さん」


    「女友達なんかいねえし！」


    「神かみ之の馬ま流ナンパ百訓、その一『孤独を演じる』。その二は？」


    「ねえよ！　誤解しすぎだ！　それに土曜のだって、べつに……」


    「べつに……？」鶴舞の頬ほおがピクッとなった。「ジャムより女の子が大好きなんでしょ？」


    「そ、それは……そうだろっつーか、こうやって待ち伏せたり、つきまとったり、いきなり現れたり……そういうのやめてくれよ。ネットに書き込んだりしてねーだろうな？」


    「ネット？　何のこと？　言いがかりはよして」的外れだったらしく、さらに指が激しく突き立てられた。


    「痛でえッ！　いやその、じゃあ鶴舞はなんでタワーにいたんだよ。巡回すんじゃなかったのかよ？」


    「そのとおりだけど」


    「へ……？」──思い出した。あそこは、電波の総本山だった。


    「巡回していたら、背中を怪け我がしていたはずのチャラクズ男が、可愛かわいい女の子に手を握られているのを、たまたま、見つけたの」鶴舞は殺気立った声で言った。「チャラとジャムを見間違えて、斬きり捨てるべきだったかしら」


    「……」


    「で、来るの？　処刑？　どっち？」


    



    　鶴舞に連行され、視聴覚準備室のドアを開ける。香か流なれが紫色の毒どく々どくしいスナック菓子を頬ほお張ばっていた。ギルフィはイオで何かを観みているようだ。千ち草くささんの姿はない。


    「座って」と鶴舞に言われ、裁判にかけられる罪人の気持ちで腰かける。早く帰りたいから「エリザベスがどうしたんだ？」とさっさと切り出す。


    　香流が菓子を食べる手を止めた。「最近、この学校近辺に、エリマキトカゲの形をした雑ざ魚こジャムが増えているようなんです」


    　ジャムね、来たこれ。覚悟していたから、心的ダメージは多少軽減された。


    　香か流なれは熱心に話を続ける。「そのジャムを、ＵＦＯの命名法則に倣ならい『エリマキ型』と名づけました。あ、ＵＦＯというのはですね、円盤型以外にも、アダムスキー型とか、葉巻型とか──ふもっ」


    　香流の口にスナック菓子が数個放り込まれた。鶴つる舞まいの仕し業わざだ。香流は口をモゴモゴさせて、おとなしくなった。すごい黙だまらせかただな……動物園の調教師かよ。


    「ジャムがエリザベスと関係があるんじゃないかって、話をしていたの」


    　鶴舞はそう言うと、机の上にあったスケッチブックを広げた。そこには、エリマキトカゲの形をした、おどろおどろしい真っ黒なジャムが描かれていた。びっくりしたのは、絵のクオリティが異常に高いことだ。まるで今にも動き出しそうなリアリティがある。


    「誰が描いたの？」


    「ヒヒッ、ボクだよ！」ギルフィが得意げに笑った。


    「マジで!?」


    「ああ……ジャムは写真で撮れないからな……」


    「でもこれ、素人しろうとの絵じゃなくね？」


    「趣しゆ味みの一環で……アナログで描いた薄～い非電子本を……作って売っているんだ……」


    「薄い本？」


    「デジタルだと、一八禁フィルタに引っかかるからな……ハイパーリアリズムで、海外のマニア層にも人気があるんだ……」


    　そういうタイプのものか……。


    「一冊……一万円で売ってあげようか……」とギルフィが言った。


    　ラフレシア一回分の値段か。


    「…………断る」


    「今、一瞬ほしいと思ったよねェ!?　舞まい羽はタリ～、コイツ、卑ひ猥わいの花が脳に咲いたよ……あっ、もしかして舞羽タリもほしいのかなァ……」


    　鶴舞は生ゴミを見るような目つきでギルフィを睨にらみ、黙もく殺さつした。「それで、どうしてエリマキ型が増えているのかっていう話。アプリが人気だから、そのやりとりに関する電波量が増えるのはわかるんだけど……人気が異常な気がするのよね」


    　ギルフィがイヤらしい笑みを浮かべた。「課金ガチャを回すために、売ウ春リまでする子もいるらしいぞ……」


    「は？　たかが電子ペットのために、そこまでするか？」


    「実際、してるんだよ。サイバーパトロールを避さけるために隠いん語ごで書いてあったけど、ボクにはわかるんだ……そういう板をよくチェックしてるから。あ、勘かん違ちがいしないでくれよ……買ったことはないぜ……まァ、とにかく言えるのは、異常、ということだ！」


    「超ちよう弩ど級きゆうの変態が『異常』と判断したからには、『超弩級の異常』と言えるのですよ……」と香か流なれは眉まゆをひそめた。


    「そこまでのことなのか……!?」


    「マジレスすると……」ギルフィが悩める顔で言った。「これは由ゆ々ゆしき事態だッ……世の中の男が、仮想空間のトカゲに完敗したことを意味するぅッ！」


    「なっ!?」


    「……あのヒョロヒョロした卑ひ猥わいな舌……エリマキの肉厚な花びら……たしかに、テラエロス……いや、ペタ……ヨタエロスだッ……だがしかしッ……トカゲのために身体からだを捧げるなど……そ、そんなの、ぜったいに、ら……らめぇぇッ……」


    　ギルフィは髪をぐしゃぐしゃとかき乱し、はぁはぁと悶絶している。


    「もういいかしら？」鶴つる舞まいがお茶をすする。「そうですね」香流が菓子を食べる。ギルフィは賢者のように落ち着いた。溜まっていた何かを発散したようだ。なんなんだコイツ。存在が一八禁だろ。


    「さて、キミを呼んだ理由だけど……」と鶴舞が俺を見た。「なぜ、エリマキトカゲを育てているの？」


    「ん？」


    「どうして人気があるのかと思って、さっきアプリを入れてみたのよ。でも、おもしろさがよくわからなかった」


    「わたしも、電子舞まい羽はなら興味あるのですけど……」


    「香流、無断で妙みようなものを創造しないで」辟へき易えきする鶴舞。


    「ボクも疑問だね……ヨタエロスまでいくと、特殊な層にしかウケないはずだ」


    「それで、神かみ之の馬ま君は、どこがおもしろいと思っているの？」


    「いや……べつに……」


    「じゃあ、どうして続けているの？　正直に言わないと拷ごう問もんよ」


    　鶴舞が俺に向けてスマフォを構える。


    「ちょ、なんでそんな、必死なんだよ……？」


    「ジャムが大きくなる前に、原因を突き止めたいの」そう言うと、鶴舞の目が鋭するどく光った。「ところで、キミは楽しい保健室でレアを手に入れたのよね、たしか？」


    「！」


    「保健室とは？」ギルフィが食いついた。


    　言わなければ鶴舞は乙おと川かわさんに突撃するだろう。そしたら乙川さんに「神之馬君のウソつき」と責められる。もう逃げ道がない。潔いさぎよく、諦あきらめよう……。


    　俺は、算さん太たに勧められて始めたこと、保健室での乙川さんとの会話、そして、交配が一回一万円で取引されてることを、鶴舞の顔色を窺うかがいながら、かいつまんで話した（ただしベロチューのことには触れない）。


    「くだらない……」鶴つる舞まいは呆あきれた様子で、軽いため息を漏もらす。


    「奏そう矢やさん、舞まい羽は先輩に嫌われましたねっ!?　正妻レースはわたしが百歩リードです」香か流なれが嘲あざ笑わらう。


    「そんなレースに参加してねえ！」


    　ギルフィが俺の肩を叩たたいた。「保健室……もしかして秘密の花園？」


    「何もなかったっつっただろ！　……じゃあ帰るぜ」俺が腰を上げたとたん、「まだよ」と鶴舞が非電子書籍を掴つかんだ。本能が危険を察し、着席する。


    「神かみ之の馬ま君、キミのエリザベスを見せてもらえる？　一万円のものが気になるの」


    「え、あ、ああ……いいけど」ラフレシアは、交配できる一歩手前まで成熟し、いっそう腐敗に磨きがかかっている。ちょっと躊ちゆう躇ちよもありつつ、みんなにコネクトした。


    「ひっ……」鶴舞の顔から血の気が引き、嫌けん悪お感をあらわに口を手で押さえた。


    「コイツは……規制の対象だな……」ギルフィですら、ちょっとひいてる。


    「可愛かわいいッ……！」香流は心を奪うばわれたように見とれている。「これは人気出ますよ。ねえ、舞羽先輩？」


    「……どこがよ……うぅっ……この鳴き声……吐はき気がするわ……気持ち悪い……」鶴舞はコネクトを切った。


    　なぜだろう、俺が拒絶されたわけじゃないのに、心がシクシク痛む。


    　鶴舞はひどく困惑して言う。「こんなゲテモノが、一万円……？」


    「なんか、交配すると、レアなのが出るって話らしい……」


    　ギルフィが「ハッ」と息を呑のんだ。何か閃ひらめいたらしい。


    「……わかったぞ……乙おと川かわタリは、電子ペットも男の趣しゆ味みも……Ｂ専なんだ！」


    「……ビーセン？」俺は口頭で検索した。


    



    ［Ｂ専］：ブサイク専門の略：


    



    「おい!?　それは俺がＢってことか!?」


    　香流が納得顔で言う。「生徒会長とＢ同士お似合いですわ。舞羽先輩から手を引きなさい」


    「いろいろ待て。まず少なくとも乙川さんはＢじゃない。可愛いだろ」


    「可愛いわよね。背中の痛みなんて忘れるくらい」鶴舞がジト目で俺を見た。


    　失言に気づいた。


    「か、かわ……いや、そもそもＢとか、何の話だよ！」


    「ときに神之馬……鶴舞タリはＡ専だぜ……カップ的な意味で──ぐぁあ！」


    　ギルフィの脳天を、オーディオケーブルが鞭むちのごとく打ちつけた。先端の金具が額ひたいを直撃し、ギルフィはもんどり打って倒れる。


    「『堕おちし大だい蛇じやの暗黒尻尾ダークウイツプ』！」香か流なれが歓声をあげた。攻撃したのはもちろん鶴つる舞まいだ。その鶴舞当人は、ケーブルを手にしたまま、ギルフィなどはじめから存在しないような口ぶりで、しれっと言う。


    「一万円や売春は、理解できないわ。神かみ之の馬ま君、調査を手伝って」


    「は？」


    「断ると……」鶴舞がケーブルを揺らす。「堕ちしなんとかが、暴れるかもしれない」


    　涙目のギルフィを見る。金具が直撃したところが、インド人の額ひたいの模様みたいに赤く腫はれているけど大丈夫か。


    　しぶしぶ、俺は鶴舞に尋ねる。「……調査って、具体的には何をするんだ？」


    「ジャムを直接解析するの。ジャムは電波情報の塊かたまり……つまり、さまざまなデータが混在して詰まっているから」


    「えっ……？」ゾクリとして鳥肌が立った。ビビる俺をよそに、鶴舞は棚から『板状の機械』を取り出した。それの大きさは、スマフォの五～六倍くらいある。


    「解析にはスマフォじゃなくて、このタブレットを使用するの」


    「これ、タブレット？　……にしては、厚くない？」丸めようと力を込める。


    「ダメ！　割れる！」


    「!?」慌あわてて机に置いた。


    「それは前時代の遺物だから。丸まらないし、折り曲がらないのよ」


    　あらためて、タブレットを、そっと手に取る。重さは五百ミリサイズのペットボトルと同じくらいか。


    「けっこう、ズシッとくるな」


    「昔の人は、スマホと一緒に携帯してたらしいですよ」と香流が信じられないという顔をした。「しかも一キロくらいあるノートパソコンも持ち歩いてたみたいなんです……」


    「マジで？　筋トレじゃないか……」


    　──でも、まあ、耳と指につけてるイオだって、数十年後には、時代遅れになってんだろうな。日々科学は進歩してるし。千ち草くささんが言ってたことを思い出す。「うちがバアさんになるころには、科学の力でジャムの正体がわかるかも」なんて。そういえば今日は珍しく千草さんの姿がない。そのことを尋ねると「買い出し」と鶴舞は言った。


    「たまに、フラっといなくなるの。さっき、私たち専用のＳＮＳに『ええもん見っけた』って南極から投稿してたわ」


    　耳を疑った。「南極？」


    「位置情報をイジっているのよ。ほかにも、キューバ、マダガスカル、メキシコ、スウェーデン。世界中を旅してる」


    「なんでそんな偽ぎ装そうを……」


    「『女性はミステリアスな方がええんや』だって」


    「そんなことしなくても、謎なぞだらけだけどな……」


    「専用ＳＮＳだけど、体験が終わって正式に登録したら、グループに入れてあげるから」


    　登録……か。今はそんなつもりないけど。


    　ギルフィがカバンを持って立った。「じゃあ、ボクはログアウトするぜ……」


    「え？　調査は？」と俺は言った。


    「見逃せない参加型の生放送が……あってなァ……ひっひ……」ギルフィは不ぶ気き味みな笑いを残して、部屋を出て行った。


    「いいのか？」と二人に問う。


    「ジャムバスターズの活動は強制じゃありませんから」と香か流なれが言った。


    　つーか、みんな勝手に集まってるだけなのか。


    「……ここは、そういう名前なのか？」


    「香流が勝手に命名しただけ。無視していいわ」


    「なぁ、鶴つる舞まい、強制じゃないんだって？」


    「でも、キミに関しては強制参加よ」


    「なんでだ……」


    「奏そう矢やさん、舞まい羽は先輩の命令は絶対なのです。せんぱーい、早く行きましょう！」


    「香流と一緒に行くつもりはないけど」


    「……えェ……？」


    「三人も同じ場所で解析するなんて、非効率的よ。あなたは、ほかのことをやって。命令は絶対なのよね？」


    「……はぃ……」ブーメランを喰くらった香流は、空気が抜けた風船みたいになってしまった。


    「なら、俺、帰るから。二人で行きなよ」


    「ダメ。神かみ之の馬ま君は私と来るの」鶴舞は頑として聞かない。


    「あのさ、鶴舞。なんで俺を引っ張り込みたいんだよ……」


    「ジャムに抗あらがうすべを持たずに苦しむ人を、もう増やしたくないから。それだけよ」鶴舞はタブレットを俺に差し出す。


    　香流は恨めしそうに俺を見て言った。「先輩の思いを無む下げにしないでください」


    　二人から厳しい目線を向けられた俺には、頷うなずく以外の選択肢がなかった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　鶴舞に連れられ、学校付近の基地局を回る。


    　基地局なんて気にしたことはなかったけど、樹木に偽ぎ装そうしていたり、建物の陰に隠れていたり、街の景観を壊さないように工夫されているようだ。時折、暖色系の電波光がヒュルルンって流れる。


    　しばらく鶴つる舞まいとは会話がない。集中してジャムを探しているのか、俺に怒っているのか不明だけど、険しい表情をしている。カバンに入れているタブレットが、ずっしりと重い。物理的にじゃなくて、精神的にくる。すれ違う人は、俺たちが何をしているかなんて、わからないだろうけど──


    「いたわ……」鶴舞がささやいた。鶴舞は眼光鋭するどく、小走りで角を曲がる。俺は慌あわててついていく。


    



    　街路樹に偽装した基地局から五〇メートルほど離れたところで、鶴舞は立ち止まった。


    「ほら、あそこ。朱す雀ざく姉あね小こう路じ第一局の真下」


    　鶴舞が基地局の根本を指差す。見ると、黒い塊かたまりが寝そべっている。エリマキ型ジャムだ。大きさは、自然緑地にいたマリモみたいなやつの四倍ほど。立ち上がれば中型犬くらいになるだろうか。表皮に細かい刺とげがびっしり生えているように見える。まるで、磁石にくっついた砂鉄のようだ。その刺の一本一本から、微小な光が放たれては消えている。その異様さは、ラフレシアの不快さと違う方向で生理的に嫌けん悪おをもよおす。


    「近寄ると警戒されるから、ここから解析するわ。タブレット出して」


    　俺がカバンからタブレットを引っ張り出すと、鶴舞がスッと取った。「ありがとう」


    「え？」


    「解析は、私がやる」


    「重いの持たされてただけか……」


    「解析のやり方知らないでしょ。キミの役目は、解析中にジャムが逃げたら撃うつこと」


    「は？　俺が？」


    「私はタブレットの操作で両手が塞ふさがるし、距離も遠いから」


    「あ、ああ。わかった……」


    　まさか、また退治するハメになるなんて。しかも、そこそこデカいんだけど。いや、でも、あれを放置したら、もっとデカいのが出るかもってことだよな。それは困る。仕方ねえか。


    　俺はポーチからスマフォを取り出し、起動させた。


    　鶴舞はジャムを見ながら、俺に言う。「あの大きさなら、六連石か四コンボで一撃だと思う。どう？」


    　魔宝石の初期配置を確認する。六連石は難しいけど、四コンボは手順を間違えなければ可能だ。「たぶん、いける」


    「頼んだわよ。ロックオンしておいて」


    　自然緑地以来の実戦。緊張で、スマフォをタップする指が、少し震ふるえた。失敗したら襲おそってくんのかな……とイヤな想像が頭をよぎる。背中が、少しピリッと痺しびれた。


    「解析をはじめるわ」


    　鶴つる舞まいは左手で持ったタブレットを、ジャムに向けてかざした。


    「ジャムをフレームに入れたら、ピンチアウトで、拡大」


    　鶴舞は右手の人差し指と親指をディスプレイに置き、指先の間隔を広げて、ジャムを拡大していく。画面いっぱいに、ジャムの黒い塊かたまりが映しだされた。


    「次は、エフェクトをかけて、データが見やすい環境を作る作業」


    　ディスプレイ右端に表示されている七色のアイコンを、鶴舞はタップしていく。赤味がかったり、セピアになったり、モノクロになったりする。その操作をしながら、鶴舞は自分を責めるような口調で言う。「解析は、あまり好きじゃない。のぞきと同じだから」


    「電波の盗み見って意味じゃ、そうか……」


    「送受信者がわからないのは救いだけど。ジャムって混こん沌とんとした感情の塊だから、触れてると気持ち悪くなったりもする。解析結果が幸福なものならまだしも、僻ひがみや妬ねたみばかりのものなんて、耐えられるものじゃないわ……」


    　そんなモノが街中をウロウロしてるなんて、気味悪い。気づいてなかっただけで、数えきれないほど、触れてたんだろうな。それを思うと、全身が冷やりとした。


    「解析完了……」鶴舞が俺にタブレットを見せた。ディスプレイは黄色と黒が混じったような背景になっていて、白い文字やスタンプが浮かんでいる。


    《快楽／幸福／エリザベス／課金／ほしい／チューベローズトカゲ》


    「これが、あのジャムを構成してる通信データのうち、割合の大きなもの。やっぱり、エリザベスに関することみたいね。気になるものはある？」


    「チューベローズトカゲ……ってなんだ？」


    　検索すると、エリザベスの攻略サイトがヒットした。ほかのトカゲと違ってチューベローズトカゲには画像がなく、文字情報だけが書き連ねられている。


    



    ［チューベローズトカゲ］：ウルトラレア／課金してガチャを引いても、出現率は百回に一回程度という噂うわさ／以前は初回ガチャで手に入ることがあった／ガチャ以外に『ウルトラレアの♂と♀』を交配させると生まれる可能性があるが、その確率も数パーセントらしい／あまりにもレアなため「手に入れると幸せになる」という都市伝説がある：


    



    「ウルトラレアと交配……」まずそこに引っかかった。だから高値で取引されてたのか。乙おと川かわさんもこれ狙いだったってことだな。しかし、サイトの記述者ですら推測交じりで書いてるくらいだから、相当な幻まぼろしなんだろう。でも、チューベローズって、どんな花だ？


    「鶴つる舞まい、知ってる？」


    「聞いたこともないわ。ローズというくらいだから、バラなのかしら」


    「……ん……？」何かが、頭の奥深くで、引っかかった。


    「どうしたの？」


    「いや……最近、どっかで耳にしたような……なんだっけ……画像見たら思い出すかも」


    　チューベローズそのものを検索すると、水すい仙せんに似た、乳にゆう白はく色しよくに咲いた花が出た。熱帯地域には自然に咲いてる花らしく、いくらでも情報が出てくる。


    



    ［チューベローズ］：リュウゼツラン科／別名『月げつ下か香こう』／独特な香りが特徴で、とくに夜は濃厚で神秘的な香りを漂わせる／精油は貴重で高価／花言葉は『危険な快楽』：


    



    「バラじゃないのね。まぎらわしい。どこで区切るのよ」と鶴舞は言った。


    「チュー・ベローズ……か？　ギルフィじゃねえけど、なんか卑ひ猥わいな──ああっ！」すべてがリンクした。「ベロチューってこれかぁ!?」


    　チューベローズを並べ替えると、ベロチューになる。隠語だ。乙おと川かわさんが「ベロチュー……したくない？」って照れてた理由はわからないけど、普通に考えたら、俺とキスじゃない。


    「はぁ……全部トカゲ目当てかよ……」


    　もう、心はメタメタ。がっくりとうつむく。路上を、蟻ありの行列が横切っている。虫けらのような俺を巣穴へ運んでいって、そのまま地中深く埋めてほしい。


    「ベロチューって、何？」


    　鶴舞が蔑さげすむような視線を俺に向けていた。


    「……俺、そんなこと言った？」


    「叫んだわ。周りの人が振り向くくらい、大声で」


    「……」気づくと、街ゆく人が俺をチラチラ見ていた。


    「言わないと処刑するわよ。隣にいる私まで、キミと同じド変態に見られて迷惑しているの」


    　鶴舞に卑猥な誤解をされる前に……いや、卑猥だけど、余すところなく話した。


    　それを聞いた鶴舞は、うんざりとため息を吐ついた。「……怒っていたことが、バカらしくなったわ」


    「だってよ……乙川さんが、勘違いさせるようなことすっから……」


    「チャラ男の思考ね」


    「だからチャラく──まあいいや……。とにかく、あんな照れまくって『ほしい』って言われたら、そう思うって。……手まで、握られたし……」


    「ねえ……」鶴舞の声のトーンが急に変わった。「みんな、どうして、ほしがるのかしら」


    「ん？」


    「検索情報にあった『手に入れると幸せになる』……こんな都市伝説のために、身体からだを売ったりする？」


    「そういや、そうだな……」俺は少し考えを巡らした。「でも……キラービーの噂うわさが事実だったから、これも本当だったりして……？」


    「幸せになる……？」鶴つる舞まいは黙だまりこんで、難しい顔をしている。


    「儲もうかるとか……モテるとか……」なんだかピンとこない。幸福を呼ぶブレスレットみたいな、下世話で怪しげなものが浮かぶ。「快楽なんて単語もあるけど……」


    「あっ」鶴舞が声を上げた。


    「なんだ？」


    「幸せと快楽って……まさか、雫しずくの言ってた『新種の電子ドラッグ』？」


    「え？　それが、チューベローズトカゲ？　どういうこと？」


    「電子ペットは、イオを通して、仮想空間で利用する……」鶴舞は、自分の思考を疑っているような口ぶりで続ける。「つまり、チューベローズトカゲに中毒性のあるプログラムを仕組めば、使用者の視覚や聴覚を刺激できるということよ。それに、イオには脳波を感知できる機能があるのだから、もしかしたら、それを悪用ハツクして逆に流入させることだって……。花言葉の『危険な快楽』ってあるわよね？　これも噂の種になりそう」


    「……乙おと川かわさんが照れてたのは、快楽に手を出すことを、恥じらっていたから……？」


    　それなら、あの不自然な態度に、説明はつく。


    「雫は、『朱す雀ざく高で流は行やってる』と言っていたでしょ。流行の範囲も同じ。これまでほかの地区に情報が知れ渡ってなかったのは、出現率が低すぎて蔓まん延えんしてないからかもしれない。その噂が徐々に伝わり、ここ最近になって急激に拡散しはじめた。それで、悦えつ楽らくや欲望といった色の電波が増えていたとしたら──」


    　そのとき、ヒュルッと電波光が飛んできて、ジャムにぶつかった。ジャムはぶるぶるっと震ふるえると立ち上がり、俺たちと違う方向へトコトコと歩き出した。


    「狙って！」鶴舞が声を荒らげた。「四コンボか六連石！　早く！」


    「やべっ……」


    　完全に油断してた。慌あわてて魔宝石をスライドさせる。


    　ヴヴッ！


    　ジャムがいきなり首の周りにバサッとエリマキを広げた。


    「！」


    　ビビって指が滑すべり、狙いとひとつズレた。予定していたコンボが作れなくなる。修正を試みるうちに、無情にも制限時間がすぎた。魔法使いの少年が勝手に杖つえを振る。


    ／灰→赤／2‐chain／8／


    「しまった！」


    　たった二個の弱々しい光球がジャムに向かって飛ぶ。直撃するも、形が少し崩れただけだった。するとジャムは、俺たちから逃げるように走り出した。


    「持ってて！」鶴つる舞まいはタブレットを俺に投げ渡すと、地面を蹴った。俺はタブレットをカバンに突っ込み、急いで追いかける。鶴舞はスマフォを起動操作しながら走っているせいかスピードが遅く、俺の全速力でもなんとか追いつけた。


    「ミスって悪わりぃ！」


    　しかし鶴舞は俺の言葉など耳に入らない様子で、必死に、ひたすらジャムを追う。まるでジャム以外何も見えていないように、血走った目で駆ける。ジャムは車の行き交う大通りへ突進した。鶴舞は光の剣を振りかざすと──そのまま車の前へ飛び込もうとした！


    「危ねえッ！」俺はとっさに手を伸ばす。ギリギリで鶴舞の上着を引っ掴つかんだ。歩道にもんどり打って倒れる。手の甲を地面で擦こすった。鶴舞の短い悲鳴。カバンのなかで、バリッという破壊音がした。


    「……うぅ……」痛む身体からだを、なんとか起こす。鶴舞は俺のそばに倒れ、呆ぼう然ぜんとしていた。


    「死ぬ気かよ……何やってんだよ……」


    「逃のがした……！」鶴舞は、ジャムの去ったほうを悔くやしそうに睨にらみつけている。


    「おい！」


    　鶴舞がハッと振り向いた。「あ……」


    　ようやく状況を把は握あくしたらしい。信号待ちしているサラリーマンが、怪け訝げんな顔で俺たちを見ている。俺は鶴舞に近づき、小声で話しかける。「見られてる……向こう、行こうぜ」


    　鶴舞はこくりと頷うなずいた。そして、立ち上がろうとして、


    「痛っ……」


    　苦痛に顔を歪ゆがめ、左の足首を押さえた。


    「大丈夫か？」


    　鶴舞は俺から顔を逸そらし、ゆっくりと身体を起こした。「……逃したのは、キミがぼさっとしてるからよ。それに、助けてなんて、頼んでいないわ」


    「お前──」さすがにムカついて怒鳴ろうとすると、


    「でもありがとう」鶴舞が、小声でぽそりとつぶやいた。


    「……え？」


    「……」鶴舞は無言で制服についた砂ぼこりを払うと、足を引きずってよろよろと歩いて行く。


    　なんだよ。ほんっと素直じゃねえな。


    



    　大通りのはずれにある、市営の葡ぶ萄どう畑。その脇にある木製ベンチに鶴舞と腰かけた。


    　鶴舞はポーチから湿しつ布ぷを出し、腫はれた足首に貼っている。俺は、また絆ばん創そう膏こうをもらって、手の甲の小さな傷に貼った。カバンを開けると、タブレットのディスプレイが蜘く蛛もの巣のようにヒビ割れていた。


    「ひでーな、これ」


    「故意じゃないから、無償で修理してもらえるはずよ……」鶴つる舞まいは足が痛むのか、どことなく元気がない。


    「……んなことより、さっきマジで危なかったんだからな。一〇〇円のために命かけんなよ」


    　鶴舞は首を横に振る。


    「お金のためじゃないわ」


    「……じゃあ、何？　ジャムに恨みでもあんの？　追っかけてるとき、怖こえぇ顔してたけど」


    「……」鶴舞は答えず、うつむき、湿しつ布ぷを粘着テープで固定する。


    　会話がなく、微妙な空気が流れる。


    　黙だまりこんでいる鶴舞を横目でチラリと見る。ぼんやり考えごとをしているようだ。


    　もう、帰っていいかな。いちおう解析は終わったし。「バイト辞める」って切り出すチャンスかもだけど、さっきギルフィに「強制じゃない」って言ってたし、登録だけして幽霊部員みたいな感じでいればスマフォも回収されないかもな。とりあえず体験期間が終われば、鶴舞もしつこくつきまとわないはず。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　乙おと川かわ聖せい羅ら】


    　うおぉ……。俺が真実に辿たどり着いたと知らずに。鶴舞にバレないように、こそこそっとジェスチャーで開く。


    【元気～？　鶴舞サンとは、仲直りできたかなぁ？　ラフちゃんにもよろしくネ☆　セイラ】


    　堕天使め。白々しいと思う反面、ふんわり可愛かわいい乙川さんが電子ドラッグを!?　なんて考えてしまう。つーかこれ、返信しづれぇ。いきなり俺が連絡断ったら、どう思われんだろうな。それに仲直りも何もあったもんじゃ──


    「──ねえ、神かみ之の馬ま君」


    　ドキッとして、振り向く。鶴舞は、真剣な顔つきで俺を見つめている。


    「な、なに？」


    「どうして私が、ジャムを退治しているかという話だけど」


    「ん？」


    「……『キラービー事件』が、絡んでるの」


    「え、なんだそれ？」


    「もしも、通り魔まとジャムが、関係あるとしたら、どう思う？」鶴舞は神しん妙みような面おも持もちで言った。


    「……そうなのか？」


    「ううん、わからないわ」


    「……話が、つかめねーんだけど……」


    「……」鶴舞は、また、うつむいてしまった。夕陽に照らされた横顔はすごく寂さびしそうで、瞳ひとみには、哀しみの色が浮かんでいる。いつもとかなり様子が違う。


    「鶴つる舞まい……どうした？」


    「……その……」鶴舞はひとつ息を呑のみ込むと、静かに口を開いた。「通り魔まと、私のお父さんが、関係あるの」


    「は…………？」


    「少し、しゃべらせてもらっていい？」


    「あ、ああ……」


    　鶴舞は努めて冷静に、想いを押しとどめるような口調で語る。


    「五年前のあの日……私は、タワーの近くにある市民ホールで、バレエの発表をする予定だった。ホールの中で、緊張して、出番を待っていたわ。ずっと練習してきた『花のワルツ』で、主役を踊るはずだった。そうしたら、外で、騒ぎが起きて……私を応援にきてくれた友達が刺された。発表会は中止。そのあと、私は踊ろうとすると身体からだが震ふるえてしまうようになって、バレエをやめた。トラウマというものね……」言葉の端はし々ばしが揺れ、瞳が潤うるんでいる。俺は相づちを打つことしかできない。鶴舞は俺のほうを見ずに、続ける。


    「すごくショックで、しばらく事件関連の話を聞くこともできなかったわ。それで、中学に入って、ようやく事件について知ろうと思ったの。そして、私は、ウソに気づいた。『犯人は、職務怠たい慢まんでクビを切られた』ということになっていたけど、間違ってる」


    「……なんでわかんの？」


    「犯人は、私のお父さんの部下だったから。事件が起きた当時、お父さんは、蜂はち原はら開発公社に勤めていて、部下の人は、うちに何度か遊びにきたことがあった。お父さんからは『勤勉で将来有望なお気に入り』として紹介されたわ」


    「全然怠慢じゃないってこと……？」


    「そう。でも、お父さんに聞いたら、『そんな昔のことは忘れた。子供は首を突っ込まなくていいんだ』と突っぱねられた。私が思うに、クビ切りは、あとづけの捏ねつ造ぞうよ。元職員の起こした事件のほうが公社のダメージは少ないし、元上司に責任を負わせられる」


    「……いろいろと、都合の悪いことが隠いん蔽ぺいされてる感じ……？」


    「たぶんそうね」鶴舞は少しの怒りをにじませ、吐はき捨てた。


    「……でも、それとジャムと、何か関係あんのか？」


    「私の想像でしかないけど……犯人は、ジャムに脳をやられたのかもしれない」


    「……どういうことだ……？」　ジャムのせいで？　犯人の叫んだ『蜂はちの毒』が、ジャムってことか……？


    「証拠は何もないけど……」鶴舞は前置きして、話す。「ジャムのことを知って以来、いろいろと気になって調べたんだけど……引っかかる点がいくつかあるの」


    「たとえば……？」


    「まず、『都市ネット整備局』に属していた犯人の主な業務は、無線鉄塔や基地局を毎日回って点検すること」


    「……もしジャムが発生してたとしたら、触れる機会が多いってことか？」


    「そう。知らず知らずのうちにね」


    「……ん？　でも、ジャムが出てきたのって、一年前とかじゃねーの……？」


    「違うわ。私たちが見えるようになったのが、ここ最近というだけよ。いつから存在していたかなんて、誰にもわからない」


    　幽ゆう霊れいのようなものを想像して、薄ら寒くなった。


    「それから……脳をやられることに関して」鶴つる舞まいは続ける。「ジャムは目に見えないだけで、電波だからイオには干かん渉しよう可能よ。イオをとおして悪い影響を犯人に与えていたとも考えられる。その結果、犯人は、事件の数日前に『ひどく頭痛がする』と身体からだの変調を訴えて、休みをとった。そして、何の動機もなく、罪のない人たちをナイフで切りつけた」


    　その推測を信じるに足る根こん拠きよはない。とはいえ、正体不明の現象だから否定もできない。「もし、その想像が正しければ……今、その点検作業してる人たち、ヤバイんじゃないの？」


    「点検は完全自動化されて、ロボットに任されているわ。整備局の職員が近寄るのはメンテナンス時だけ。それで、そのロボットには、何のマークがついてると思う？」


    「マーク？」


    「ヤマネコよ」


    「……リンクス製ってこと？　でも、この街って、国とリンクスの共同開発だから、別に不思議じゃなくない？」


    「そうね。開発公社とリンクスには、太いパイプがあるわ。ちなみに、お父さんは『責任をとって辞職』したあと、リンクスコムのいい役職に就ついた」


    「ええと……リンクスに、何かあんのか？」


    「……私たちにスマフォを貸し出しているのは、誰だか覚えてる？」


    「千ち草くささんでしょ？」


    「違うわ。千草さんは下請け。本体はリンクス」


    　──そうだった。


    「ジャムを退治する意味──」鶴舞は、葡ぶ萄どう畑の果てにそびえる蜂はち原はらタワーを睨にらむ。「ジャムという異形の存在を、リンクスは電波測定時の異常で知ってしまった。その上、ウェニアックなんて子供まで現れた。でも、国家戦略である以上、表おもて沙ざ汰たにはできない。それを『バイト』という形で、こっそり処理させているとしたら？　ジャムは私たちにしか見えないし、子供がそういう話をしたところで、都市伝説にしかならない。検索から除外すれば、誰も信じない」


    　鶴舞の言うことは、わからなくもない。でも、この街の裏に、そんな陰いん謀ぼうめいたものが隠されているなんて……。


    「いいのよ、笑ってくれて。お前は妄もう想そう癖へきのあるバカだって」鶴つる舞まいは、きまり悪そうに苦笑した。「そのとおりだもの。無理があるなんて、そんなこと、私もわかってる」


    「だったら、どうして……死にかけてまでして、倒そうとすんだよ」


    「私は、自分みたいな人間が生きることに、理由をつけたいだけ……。友達が殺されたのをジャムのせいにして、それに復ふく讐しゆうすることで、力を肯定したいだけ。だから、たとえ、百円でいいように利用されてるとしても、私はジャムを倒す。神かみ之の馬ま君がどう思おうと、千ち草くささんがどこの誰だろうと、私はかまわない。それが私の──ウェニアック・チャイルドの存在意義だから」


    　鶴舞は、ポーチをギュッと握りしめ、決意を秘めた表情でそう語った。


    　そんな想い、俺には、全然なかった。小遣い稼かせぎになると思ってはしゃいで、「ジュース賭かけて勝負だ」とか煽あおって、勝手にヘコんで。深く考えようとしなかった自分に腹が立つ。迷惑な力を手に入れたなんて言い訳して逃げて、乙おと川かわさんに差し出された甘い汁をすすって夢を見て、現実から目を背そむけた。この世界を、拒絶しようとしてた。


    　俺は何も言えず、うつむく。手の甲の絆ばん創そう膏こうが、ゴツゴツした生なま々なましさをもって、胸に迫ってくる。


    　鶴舞は足首をかばいながら、ゆっくりと立ち上がる。


    「……神之馬君。この際だから、ついでに、ひとつ謝るわ」
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    「え……？」見上げると、鶴つる舞まいが、軽く頭を下げた。


    「キミをボロ布だとか、罵ののしって、ごめんなさい」


    「なんだよ……急に……」


    　鶴舞は口元に寂さびしげな微笑を浮かべた。


    「私……自分の体質に気づいてから、他人に壁を作るようになったの。あとで知られて嫌われるのが怖いから、近寄らせないように、刺とげのある殻からに閉じこもった。そんなことをしていたら、だんだんと、距離の取り方が、よくわからなくなってしまって……」


    「……」


    　黒くろ笹ざさ雫しずくの世間を呪のろうような眼まな差ざしが、ふと思い出された。ギルフィと香か流なれも、のんきに見えて、じつは悩みを抱かかえているのかもしれない。いや、だからこそ、ああいう振る舞いをするのか？　世界や身体からだとの折り合いのつけかたが、俺はまだわからない。どうしたらいいのか、何が正しいのか。


    「でもね、神かみ之の馬ま君……勘違いしないでほしいことがあるの」と鶴舞が真顔で俺を見た。


    「ん？」


    「キミのことをウソつきで情けないボロ布と思っていることは、一〇〇パーセント本音よ」


    「あらためて強調すんな！」


    「ベロチューって何？　チャラ男の構成要素は煩ぼん悩のうのみかしら。解析させなさいよ」


    「だからチャラ男じゃねえっつの！　女慣れしてたらあんな色仕掛けに引っかからねえよ！　はじめてのデートに誘さそわれて浮かれてたんだよ、悪かったな！」


    「情けないことには変わりないわね」


    「うっせぇ！」


    「で、やられっぱなしで、いいのかしら？」鶴舞は挑発的に首を傾かしげた。


    　俺は立ち上がると、鶴舞の顔を正面から見すえる。


    「わぁったよ。乙おと川かわさんから電子ドラッグについて、直接話を聞いてきてやる」


    「そしてまた誘惑されて、骨抜きにされるのね」冷笑する鶴舞。


    「されねえし！」


    「そう。じゃあ、私は『エリザベス』の開発者でも追い込んでみるわ」


    「どうやってだ？」


    「ギルフィに頼むの。彼、ネットにはくわしいから。電子ドラッグというネタをエサにすれば、あの変態はすぐに食いつくわ」


    　あれだけ痛めつけたギルフィを……。鶴舞の構成要素は、一パーセントの白舞まい羽はと、九九パーセントの黒舞羽にちがいない。


    



    　鶴舞は足を引きずっていたけど「ひとりで帰れる」と強く言い張った。「せめてカバンくらい持たせてくれ」と、大通りのバス乗り場まで送る。


    　鶴つる舞まいを乗せて去ってゆくバスの上空を、小型無人ヘリドローンに並走するように、電波光が流れた。


    　さて。鶴舞に啖たん呵かを切ってしまった以上、乙おと川かわさんと対決するしかなくなってしまった。相手がジャムじゃないだけマシか。あーあ。一日だけチャラ男にジョブチェンジできねえかな。電波が見られる力より、女の子を口く説どくスキルを身につけたかったぜ。そのほうが間違いなく幸せだったのに。女の子の感情を知覚するとか、スマフォでフェロモンを撃うつとか……。


    　むなしくなって、考えるのをやめた。

  


  
    第六章／清掃作業System Cleaner


    



    　翌朝、ラフレシアが交配可能なまでに成長したことを乙川さんに連絡すると、【一六時に第二実習棟の屋上へ来て】とすぐに返信があった。


    



    　そして時間ぴったりに屋上へ行くと、乙川さんがひとりで待っていた。屋上は鉄柵で囲われ、太陽光発電のソーラーパネルがところ狭しと並んでいる。


    「ここって、立ち入り禁止じゃないんですか？　センサーで警告が鳴るはずじゃ……」


    「うん。普通の生徒は入れないよ」エヘヘ、と堕だ天てん使しの微笑ほほえみを浮かべる乙川さん。「生徒会長の特権で、あたしたちのＩＤを通行可に設定したんだ。ねぇ、こっち来て」


    　乙川さんは、俺を手招きすると、ソーラーパネルの裏側に回り、架台の下にあるスペースに腰をかがめて入った。「おいで。秘密の隠れ家なんだ」


    　キャンプ用テントくらいの広さだ。ここが決戦の舞台か。早くも心臓がドキドキしはじめた。落ち着けよ俺……と、念じて、乙川さんの隣に腰を下ろす。光や視界がパネルに遮さえぎられ、薄暗い。遠くから運動部のかけ声が聞こえてくる。非日常的で、いけないことをしている気分になる。


    　──と、乙おと川かわさんが俺のほうに身体からだを寄せた。


    「！」


    　ダ、ダメだぞ、煩ぼん悩のうを捨てろ！　生なま唾つばを飲み込み、気を紛まぎらすために古典文法を頭に浮かべる。


    「あのさ……ラフちゃん、成長したんだよね？」乙川さんが甘い声を出した。


    「あっ、ええ」文法のことを考えつつ、俺はコネクトし、見られるようにした。


    　乙川さんは「これかぁ……」とニヤニヤ口元をゆるめる。この笑みの裏側を、これから調べなきゃいけない。


    「交配する前に、いくつか確認させてください。それが条件です」と俺は強気で言った。


    「『リアル』の件……かな？」


    「……ひとつ目は、それです」


    　乙川さんは、照れ臭そうにもじもじした。「もちろん、いいよ。でも、ここじゃあ、無理だよ？　場所は、あたしが探すね。そこで、交配してくれたら、そのまま、リアルオッケーだから……」


    　おそらく、言葉そのままの意味なんだろう。そういう目で見られてたのかと思うと、冷静さを失いそうになる。でも、動揺を悟られないように、気を引き締める。


    「もうひとつ聞きたいのは、ベロチューについてです」


    「ん？」きょとんとする乙川さん。


    　乙川さんの求めているものが本当に電子ドラッグなのか、カマをかける。


    「えっと、ベロチュー……って、どんな気分だったんですか？　噂うわさは聞くんですけど、俺、実際にやったこと、ないんです」


    「……そうだったの？」


    「興味はあるけど、怖いっていうか……調べても、全然情報が出てなくて……どんなものか教えてくれたら……交配一回、無料でいいです」


    「ホントに!?」乙川さんは両手を胸の前で合わせ、声をうわずらせた。


    「交配は、話を聞いてからです……」


    　俺が制すと、乙川さんは軽く咳せき払ばらいをし、話しはじめた。


    「情報は表に出てないの。有名になると規制されちゃうから、みんな注意してるんだ。だから、情報交換は、こうやって直接話すか、イオの検索にヒットしない『スザクサークル』内のクローズドなコミュニティだけ。だから、今から言うこと、絶対に、表のサイトに書き込んだりしちゃダメだからね……？」


    　なるほど。朱す雀ざく高近辺でしか広まってないわけだ。「じゃあ、乙川さんはどうやって手に入れたのか……そこから教えてください」


    「あたしは、初回のガチャだよ。流は行やってるっていうから、なんとなくインストールしたの。あのタイミングではじめてラッキーだった。今って、初回ガチャだと、チューベローズ出なくなってるらしいのよね」


    　やっぱり、チューベローズか。俺は黙だまって頷うなずき、話を続けるように促うながす。


    「最初は、何も知らずに育ててたの。それで、しばらくしたら、花が満開になって……満月の夜だったかな……花びらがふわふわ、くるくる波打って、いつもと違う鳴き声がして……頭がぽわんとしてきて、真っ白になって、甘ったるいエキゾチックな匂においがして……気づいたら、一〇分くらい経たってたの。そのあいだ、すごく幸せで……心ここ地ちよくて……受験の不安とか、生徒会の悩みとか、全部とんじゃって……」


    　乙おと川かわさんは、放心して、うっとりしている。そのときの悦えつ楽らくを、思い浮かべているんだろう。これは……間違いない。


    「その、チューベローズは、どうなっちゃったんですか……？」


    　俺が声をかけると、乙川さんはハッと我に返った。


    「あっ……えっと、目が覚めたときには、もう、枯れて、死んじゃってたの……」


    「たった、一回で？」


    「うん。そのあと、どうしても手に入れたくて、貯金全部使って、ガチャをひいたの……運良く一匹出たけど……また一回で死んじゃって……それで、交配で生まれるって知って。お金ないから、地道に交配して進化させて、相手を探していたの。あなたに出会えなかったら、友達みたいに、ヤバいことしてたかもしれない」


    　聞いてるだけで、頭痛がしてきた。


    「……あのぉ、チューベローズって、電子ドラッグ、ですよね……？」


    「違うよぉ。電子ペットだよ？」


    「でも、そんな効果……異常ですよ。もう、やめたほうがよくないですか」


    「……なんで？　あなたも、シたいんじゃなかったの？」


    「いや、だって……乙川さんだって、悪いことだって、わかってるんじゃないですか？」


    　乙川さんは、不愉快そうに顔を歪ゆがめた。


    「タダでやらせるの、惜しくなったの……？」


    「そういうことじゃなくて……」


    「あ……怖くなっちゃったんだ？」


    　乙川さんが、俺の肩に手を置き、しなだれかかってきた。


    「はじめは、コネクトしたまま、一緒にやろっか？」


    「ちょっ……」思わず少し身体からだを引くと、乙川さんは俺にますます密着してくる。「……すっごく、気持ちいいんだよぉ？」乙川さんの胸の膨ふくらみが、腕に当たった。


    「あ……」その弾力に腰が砕くだかれ、片肘ひじで身体を支えているような体勢になる。イオが動どう悸きを知らせる警告を発する。投げ出した俺の足に、乙川さんがまたがった。「今日……一回だけでいいから、交配させてほしいなぁ……」スカートの下で、俺の膝ひざが乙おと川かわさんの柔らかな太ももに挟まれる。理性が飛びそうになるのを、必死でこらえる。


    「や、ヤバいですって……」ちょ、古典文法、ええと、カ変活用……こ、き、く、くる。


    「大丈夫だよ。誰も来ないから……」


    　乙おと川かわさんの顔が近づく。赤く染まった頬ほおと、潤んだ瞳ひとみに、心が囚とらわれる。身体からだから力が抜け……乙川さんに押し倒された。頭が真っ白になる匂いが鼻をくすぐり、吐と息いきが耳にかかる。


    「キスは……こんど……」乙川さんが耳元でささやいた。


    　耳を舌でチロッと舐なめられた。全身に電流が走ったみたいにゾワッとした。抵抗しようとしても、身体が動かない。


    「今日、交配、してくれるよね……？」


    　乙川さんは俺の下半身にまたがったまま、上着を脱ぎ、シャツの胸元のボタンを外しはじめた。


    「……なら、ちょっとだけ、触っていいよ」


    　シャツの隙すき間まから、薄ピンクのブラジャーに包まれた豊かな谷間が、目に飛び込んできた。


    「優しく、してね……」


    　乙川さんが、俺の右手首を掴つかみ、胸元に引き寄せる。未知のパラダイスが接近し、理性と煩ぼん悩のうがせめぎあいパニックになる。……このままみんなにはナイショで、一回くらい交配させてあげてもいいんじゃないか……いやいや、ダメだろ……いやいや、こんなの生涯最後かも……いや、ダメだってマジで……断らなきゃ……でも身体からだの自由が……。
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    　ぷにっ。


    　右の手のひらが、いつの間にか、乙おと川かわさんのシャツの隙すき間まに入っていた。温かくふんわりしたものと、ブラジャーらしきものに、右手が触れている。むわむわして、むにむにする。「やんっ……」乙川さんが喘あえいだ。


    　うぁぁ……も、もう……──


    　そのとき、ヒュルリと紫色の電波光が走り、ピロンと鳴った。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    「ぬああっ!?」ビクッとして右手を引っ込めた。その拍子に、ジェスチャー操作でメッセを開いてしまった。


    【ハロゥ、変態伯爵。いまごろ乙川タリと、くんずほぐれつの肉欲組体操をしているんだろう？　このヨタエロス。あとで盗撮動画つきで報告してもらうぜ。で、舞まい羽はタリに頼まれて、エリザベスの開発者をディグってやった。詳細は……視聴覚準備室へログインせよ】


    「神かみ之の馬ま君……どうしたの？」乙川さんがびっくりして俺を見つめている。


    　ハッと理性が復活した。何やってんだ俺!?　鶴つる舞まいに「誘惑される」ってバカにされたばっかだろ！


    「やめてくださいっ！」身をよじって慌あわてて後ろにずり下がり、乙川さんのスカートから脱出した。


    「な……なによ……？」


    　唖あ然ぜんとしている乙川さんに、俺は言った。


    「すいません……引退させます」


    「は？」


    　決めた。ラフレシアを削除する。


    　乙川さんにコネクトしたまま、【引退させる】を選択。ジョウロを持った妖よう精せいが【本当にいいですか？】と覚悟を問う。迷わずＹＥＳを選ぶ。


    　ラフレシアは寂さびしそうにうなだれ、あっけなく消え去った。


    「なにしてんのよ！」乙川さんは豹ひよう変へんし、俺の肩をすごい力で掴つかんだ。「引退させたでしょ!?」


    「……はい」


    「ふざけんな……！」


    「その……勘違いしてた俺が、全面的に悪かったんですけ──」


    　目を剥むいて激げつ昂こうした乙川さんに両肩を強く押された。


    「──ッ！」


    　架か台だいの鉄柱で後頭部を思いっ切り打ち、一瞬目の前が真っ暗になった。「痛いてぇ……」


    「おごった金と、あんたに使った時間、どうしてくれんの」


    　出会ったときの天使はもういない。欲望に醜みにくく歪ゆがんだ悪魔だ。


    「……時間は、無理ですけど……お金は余分に返します」


    　俺は、乙おと川かわさんの生徒ＩＤへ、全財産の三千五百円を送った。


    　乙川さんの唇くちびるが、わなわなと怒りに震ふるえている。「バカにしてんの……」


    「本当に、すいませんでした！」土ど下げ座ざし、深く頭を下げる。


    「死ね！」怒声とともに、頭を強く叩たたかれた。


    「ぐっ……」脳がぐわんと揺れ、目の前がチカチカなった。


    　顔を上げると、乙川さんは架か台だいを出て、去っていった。あの怒りっぷりからして、学校に来るのがイヤになるくらい最悪な噂うわさを流されるかもしれない。マジでヘコむ。でも、うずくまっていてもはじまらない。ギルフィと鶴つる舞まい宛に【エリザベスは間違いなく電子ドラッグだ】と報告をする。そしてギルフィのメッセージどおり、視聴覚準備室へ向かった。


    



    　視聴覚準備室のドアを開けると、千ち草くささんがひとりでいた。まだほかの面々は来ていないらしい。千草さんは、電気ポットサイズの丸っこい謎なぞの機械をいじっている。そして、なぜか卵のパックもある。鶴舞から聞いたリンクスに関する話もあって、千草さんに対して少し警戒心を抱いてしまう。けど、千草さんはいつもの調子で「やあ奏そう矢や。掘り出しモン、手に入れたでぇ」と手招きする。


    　俺は招かれるまま入り、腰を下ろした。千草さん、今日はどことなく雰ふん囲い気きが違うなぁと思ったら、かんざしを髪から外し、手に持っていた。……って、かんざしを使ってネジを回している。


    「それ……かんざしじゃなくて、ドライバーだったんですか？」


    「特注品や。＋と[image: ]でワンセット」千草さんは得意げに言うと、髪を留めているヘアピンを指差した。「ちなみにこっちは、六角レンチやナイフ代わりにも使えんで。つまり、これがほんまモンの、ウェアラブルデバイスやー！」


    「ふーん」と俺は言った。


    「無ぶ粋すいやのー。遊び心は人生の香辛料やよ」


    「その妙みような機械も、香辛料の一種ですか？」


    「これな、自動目玉焼き機。壊れとるから修理中なんやけど……ここに卵をセットしてレバー引くと、なんと卵が割られて、下のホットプレートで目玉焼きが作れるっちゅー贅ぜい沢たく品ひんや」


    「……かなりエネルギーの無む駄だ使いだと思いますけど」


    「卵割ると、白身が指先についてヌルっとするやん。あれイヤなんよ」


    　千草さんはカチャカチャと修理をはじめる。


    「それ、南極で買ってきたんですよね」


    「アホか？　大阪のでんでんタウンや」


    　──って、こんな雑談をしに来たんじゃない。


    「あの……すいません、タブレット、割れちゃったんですけど」


    「そういや、舞まい羽はから連絡入っとったな。見してみ」


    　カバンからタブレットを出して、千ち草くささんに渡す。


    「あらー。重傷やね。ま、ヤマネコちゃんには、うまいこと言っとくから」


    　根掘り葉掘り聞かれるかと覚悟してたのに、あっさり終わって拍ひよう子し抜ぬけした。しっかし、リンクスとのつながりを全然隠そうとしないよな。千草さん自身には、とくにやましいところはないのかもしれない。すると、俺の探るような視線に、千草さんがはにかんだ。


    「見すぎやよ……」


    「あ！　いえ……目玉焼き機を、見てたんです」疑ってるのがバレるとイヤだったから、反射的にウソをついた。


    「そうかそうか。奏そう矢やもようやく温おん故こ知ち新しんの心がわかってきたか。まあ、ちょっと待っててや。すぐ直して、アッツアツの目玉焼き、食べさせてやるしな」


    　やっぱり、悪い人には思えない。怪しさは満点だけど。


    



    　しばらく修理を見ていると、鶴つる舞まいとギルフィが入ってきた。鶴舞はまだ足首が痛むようで、左足を引きずっている。


    「エリザベスの開発者、見つけたわ……」開口一番、鶴舞は言った。けど、表情は冴さえない。


    「ダメだったのか？」


    「いや、接触したぞ……」ギルフィが一歩前に出た。「その前に神かみ之の馬ま。情報提供の対価として、乙おと川かわさんとのセクロス動画を見せ──」


    　鶴舞が千草さんのかんざしドライバー（＋）を手にして、ギルフィの額ひたいに突きつけた。死を感じたのか、ギルフィは口を開けたまま硬直している。


    「か、神之馬君……」


    「ん？」


    　鶴舞が顔を真っ赤にして、伏し目がちに言った。「ギ、ギルヒィが、私に言った……そそ、その、み、み、みみ」


    「耳……？」


    「ちがっ……み、淫みだらな……に、にくよく……く、せせせ……は……ひ、卑ひ猥わいな行為はないのよねッ!?」


    「え……？」むにむに──。全身が熱くなって、汗がぶわっと出た。


    「な、なんで、赤くなっているのよ？　まさか……」


    「ちょ、待て！　俺、ギルフィに何も報告してねえし！」


    「報告できないんだろう？　だから、ボクが代わりに伝えてやったんだが」ギルフィがニヤけた。鶴つる舞まいの狼ろう狽ばいぶりからして、卑ひ猥わい王にとんでもない内容を吹きこまれたんだろう。いや、いろいろな感触は覚えてるし、まったくないと言えばウソだけど、言えねえ！


    「神かみ之の馬ま君。真実は、ど、どうなの？　やっぱり、煩ぼん悩のうまみれのチャラ男……」


    「違う！　断ったから！　マジでないから！　こ、古典文法を唱えて、守り切った！」


    　鶴舞は、かんざしドライバーを構え、ジト目でギルフィを見た。「……ということだけど？　ほぼ作り話だったということね？」


    「まあな……だが、顔を真っ赤にするほど妄もう想そうした舞まい羽はタリは、やはり卑猥指数が高い」


    　その直後、かんざしドライバーがギルフィの額ひたいにサクッと刺さった。


    「ぎゃあぁ！」


    「うちのデバイスが穢けがれたぁ……」嘆く千ち草くささんに、鶴舞がドライバーを返した。「ごめんなさい千草さん。全部卑猥王のせいです」


    「そんなことより、開発者はどうなったんだ？」俺は話題を戻そうと、鶴舞に声をかけた。


    　すると鶴舞は、額を押さえてうめくギルフィの肩を叩たたく。「教えてあげて」


    　鬼かお前は。


    　額に『＋』が刻まれたギルフィは、がっかりした様子で語る。


    「……それがな、チューベローズに、電子ドラッグのような機能はあるはずないと言うんだ」


    「ない……？」


    「ああ……電子ドラッグというから、胸を躍らせてアプリを投下したアカウントをディグってやったんだが──」


    　『スザクサークル』への投稿を辿たどると、開発者は、朱す雀ざく高を卒業した蜂原工科大学ＨＩＴの学生だったとわかったらしい。


    「そこでボクは……アプリ評価サイトの調査員を装よそおって、メールを送った……」


    「装ったって……どうやって……？」イオのアカウントは匿とく名めい性せいを失っており、ギルフィが高校生だとバレるはずだ。


    「『捨てＩＤ』という便利なモノが、一個五千円で流通してるのさ……それを使えば一八禁フィルタも回避できるッ……」ギルフィがニヤリと笑った。


    「条例違反で完全にアウトだけどね」と鶴舞がつけ加える。


    　ギルフィはドアのほうをくるりと振り返った。「……おや、こんな時間に誰か来たようだ」


    「来てねえよ」


    「まあ、捨てＩＤの話はまた今度だ……これを見てくれ……」チャットアプリを使ったやりとりをギルフィが録画しており、共有して再生する。「ボクがアプリを紹介するか否いなかで、インタビューをしている設定だ」


    



    ［電子ドラッグ……？］無ぶ精しよう髭ひげをはやした不健康そうな男が言った。［そんな機能は仕込んでないですよ。違法行為したらアプリ削除されますし］


    ［噂うわさを知らないんですか？］とギルフィの声がした。演技らしく、いつもより快活だ。


    ［知ってますよ。でも、みんなが勝手にベロチューって騒いでるだけだ］


    ［勝手に……？］


    ［そうっすよ。疑うなら、プログラムファイル見せてあげてもいいですけど。プログラムは書き換えられたりしてませんから］


    ［本当に、何もしてないんですか？］


    ［ホントですって。俺がやったことなんて、アプリ投下直後に、宣伝のために『チューベローズを入手したら、恋が叶かなって幸せになった』って匿とく名めいで書き込んだだけですよ］


    



    　その男は終しゆう始し一いつ貫かんして、ドラッグとは無関係という態度だった。


    「ウソを吐ついている感じではなかった……」とギルフィが言った。「それに『人気が出てきたから、今後はイベントを大々的にやる』とも言っていた。もし違法アプリと知って作っているなら、バレないようにひっそり展開するだろうからな……まあとにかく、秒速で稼かせいでるようだった」


    　鶴つる舞まいが俺に問いかける。「でも、生徒会長は、電子ドラッグだと認めたのよね？」


    　俺は乙おと川かわさんから聞いた話を二人に伝えた。


    「……つまり、プログラムは組まれてないのに、電子ドラッグの機能が備わっているということ？　矛む盾じゆんしてるわ。チューベローズが原因でジャムは発生しているし……いったい、何がどうなっているのかしら……」


    　みんな頭を悩まし、無言になったそのとき、


    「直ったぁぁあああ！」と千ち草くささんが大声をあげた。


    「!?」びっくりして見ると、自動目玉焼き機が開いたり閉じたりしている。


    　千草さんが声を弾ませる。「目玉焼きパーティーしようや～？」


    「おひとりでどうぞ」と鶴舞が一いつ蹴しゆうした。


    「ほなそうするわ」と千草さんは卵をパックから取り出しつつ言った。「そういやぁ、電子ドラッグやジャムがどうこう、話してへんかった？」


    「あてが外れたみたいです」と俺は言った。


    「ふーん。そっか」


    　千草さんは興味なさそうに返事をすると、目玉焼き機に卵をセットし、レバーを引く。ホットプレートに落ちた卵がジュワッと美お味いしそうな音を立てる。「ところで、ニワトリと卵って、どっちが先にあったんやろうなぁ」


    「は？」


    「ニワトリが先……と思わせといて、卵なんかなぁ」


    「今はそんなことどうでも──」


    「そういうこと……!?」鶴つる舞まいが驚きよう嘆たんの声をあげた。みんな、いっせいに鶴舞に注目する。


    「……私、勘違いをしてた。今まで『チューベローズは電子ドラッグだ』という噂うわさが広がり、通信量が増えて、エリマキ型ジャムが発生したと思っていた」


    「でも、電子ドラッグのプログラムがないんだから、話が成り立たないってことでしょ」


    「そう。でも、チューベローズに快楽効果はあるのよね。なぜだと思う？」


    「なぜ……？」


    「チューベローズの背後に『快楽を与える見えない何か』が存在しているということ。そしてそれは、『フツウの人には見えない』」


    　──その要素を持っているのは。


    「ジャムか？」


    「そう。ジャムは一般人に対して『物理的な痛み』を与えることはない。だって、実体がないもの。でも、感情の電波の塊かたまりとして、存在はしているわ。その塊が、脳に作用するとしたら、電子ドラッグのような効果が出ないかしら……？」


    「作用なんて……どうやってだ……？」ギルフィが当然の疑問をぶつけた。


    　鶴舞は、左耳のイヤーフックを指差した。


    「イオの脳波センサーを通して」


    　俺は思わずイヤーフックを触った。


    　鶴舞は感情を押し殺すように、淡々と続ける。


    「イオから『データの塊であるジャム』が入り込めば、感覚や感情をコントロールできてしまうかもしれない」


    　耳の穴から細長い触手が侵入し、脳を直接ぺたぺたと撫なで回されているような感触がしてくる。今すぐイヤーフックを剥はぎ取りたくなる衝しよう動どうをこらえた。


    「エリマキ型の解析結果を、共有するわ」鶴舞のジェスチャー操作で、視界のスクリーンにジャムの構成要素が表示された。


    【快楽／幸福／エリザベス／課金／ほしい／チューベローズトカゲ】


    「この要素が、脳に影響するとしたら……？」


    「……乙おと川かわさんは、頭が真っ白になって、不安や悩みが消えたって……」俺は鶴舞に言った。


    「負の感情を、悦えつ楽らくや幸福が一掃してしまったのかもしれないわ。それで脳が錯覚を起こして、心ここ地ちよさに包まれた……」


    「それが本当なら……」とギルフィが首を傾かしげた。「なぜエリマキ型ジャムは、幸福の感情で構成されているんだ？　電子ドラッグではないんだろう……？」


    「それは、噂と都市伝説が生み出したのよ」鶴舞は言い切った。「『エリザベス』は、最初は、どこにでもある電子ペットだった。ある日、開発者によって『チューベローズを入手すると恋が叶かなって幸せになる』という噂うわさが流された。そういう話って、女子は大好きなのよね。それで、みんながチューベローズについて話をするうちに、いつしか、花言葉の『危険な快楽』と結びついてしまった。結果『チューベローズは、幸福と危険な快楽を与えてくれる』なんていう都市伝説が生まれた」


    「で……どこかで電波渋滞が起きて……『幸福と快楽のジャム』が発生というわけか」ギルフィは納得したように数回頷うなずいた。


    「エリマキ型の要素に『チューベローズ』とあるわよね。それは、ジャム自身が自分をチューベローズだと思い込む可能性があるということ。だから、誰かがエリザベスでチューベローズトカゲを手に入れたら、そこにジャムが引き寄せられ電子ドラッグ化する。こうして、都市伝説は現実になったのよ。噂が噂を呼び、拡散する。そして情報量が増えるのに比例して、ジャムも生まれる……そのスパイラル」


    「つまり、人々の欲望が、電子ドラッグを作り上げたっちゅーわけやな？」ずっと黙だまっていた千ち草くささんが声をあげた。鶴つる舞まいは「そういうことですね」と軽く肩をすくめる。


    「なら、エリマキ型を退治すれば、電子ドラッグはなくなるってこと？」と俺は言った。


    「一匹一匹叩たたいても無意味よ。ジャム化している原因の電波渋滞──異常伝搬が、伝搬路のどこで起きてるかを探り、そこを掃除する」


    「デンパンロ？」


    「電波の通り道のこと。まず、『エリザベスアプリのデータ』は、この街のルールで、すべて中央区のデータセンターに存在してるでしょ。データセンターと、南区在住の朱す雀ざく高生とのあいだで、電波のやりとりがなされる。つまり、渋滞してる可能性が高いのは、南区と中央区間にある無線鉄塔……」


    「ほな、アレの出番やな」と千草さんが棚から一枚の大きな紙を出し、机に広げた。


    　蜂はち原はら市南区の地図だ。無線鉄塔や基地局がマーカーで記され、各地の電波がどうやって中央区に到達するのかが、手書きの矢印で示されている。


    「これ、千草さんが作ったんですか……？」


    「『省エネちゃうやん』って、思ったやろ」


    「すごい労力ですよね」


    「省はぶくとこは徹底的に省いて、好きなとこに力を使う。それがうちのエネルギー政策や」千草さんはそう言い残し、目玉焼きの調理に戻った。


    　鶴舞が電波の到達ルートを検証するのを、ギルフィと俺が横から眺ながめる。


    「大きなポイントは、自然緑地の奥にある『五号無線鉄塔』。朱雀大橋の『四号無線鉄塔』。野や鳥ちよう山やまの『三号無線鉄塔』。私と神かみ之の馬ま君は、朱雀姉あね小こう路じ第一局でエリマキ型を目撃したわ」


    　無線鉄塔と聞いて、キラービー事件を思い出した。通り魔まが事件を起こした原因が、もし鶴舞の想像通りジャムだとしたら。かなり危ない地帯だろ？　自然緑地では何も考えず近づいたけど……電子ドラッグのことを考えると、脳に影響与えるのは、たしかっぽいし。


    「神かみ之の馬ま君……」鶴つる舞まいが地図から顔を上げ、厳しい顔つきで言った。「アルバイトの体験で行くには、ちょっと大変かもしれないわね」


    　いつもなら「来ないと処刑」とか言って強引に腕を引っ張りそうだけど、今回は違う。「大変」っていう言葉で、覚悟を問われた気がした。けど「行く」なんて即答できない。こないだ、たった一匹の雑ざ魚こすら倒せず、迷惑をかけたばかりだ。正直、自信がない。怖いし、足を引っ張るだけに終わる気がしてしまう。


    　俺が迷っていると、ギルフィがすっくと立ち上がった。


    「行くのか？」


    「いいや、ボクはパスだ。今は、秒速で稼かせげるアプリ開発についてディグりたい。エリザベスが法の抜け穴をついただろ？　つまり商機！　……というわけで、ちょっと大学に行ってインタビューの続きをしてくる」


    　ギルフィは足早に出て行った。鶴舞は「相変わらずね」とつぶやいた程度で、とくに止める素そ振ぶりも見せない。これって、俺が行かないと鶴舞ひとり……？　いや、香か流なれがいるだろ。あいつどうしたんだ？　俺は鶴舞に「香流は？」と尋ねた。


    「昨日『エリザベスの人気の秘密を探る』ってメッセージが届いて以来、音沙汰なしね」


    「連絡取ってみたら？」


    　鶴舞は首を横に振った。「……私、ひとりで行く」


    「なんでだよ？　香流なら『先輩！』つって、喜んで一緒についてくるだろ？」


    「だから連絡したくないの。あの子、戦うのには向いてないから、無理させたくない」


    「いや……そうかもしれないけど、お前、足、引きずってんじゃん。剣振り回せねえだろ？」


    「……それでも、キミの百人分は働けるわ」


    「ぜってー意地張ってるだろ？」


    「……うるさいわね、チャラいボロ布のくせに」


    「だからさぁ、口悪すぎんだよ」


    「言い訳しか出てこない口よりマシよ。耳みみ障ざわりだから接着剤で封印してもいいかしら？」


    「あーもう、勝手に行けよ……！」


    「はじめからそのつもり。キミがつっかかってきたんじゃない。それともキミは来る気があるの？」


    「……それは……」


    　ピピッ──と、イオに通知が届いた。【エリザベスからのお知らせ】だ。ラフレシアは引退させたけど、アプリはまだ削除していない。


    「エリザベスから通知がきたわ」と鶴舞が言った。どうやら、いっせいに届いたらしい。アプリを起動し、確認する。


    



    【大型アップデート直前の大キャンペーン！　レアガチャ大豊作！　噂うわさの超レアトカゲ『チューベローズ』の確率がなんと二倍！　ガチャ引くなら今！　本日一七時半よりスタート！】


    



    　チューベローズトカゲの画像が表示されている。白い花びらに、薄いピンク色の可愛かわいいやつだ。こんなのが、乙おと川かわさんを狂わせたなんて。


    「一七時半って、あと一時間しか──」


    　視界の端に、電波光が流れた。フッとそっちを見て、驚きよう愕がくした。窓の外を、色とりどりの電波光が飛び交っている。


    　鶴つる舞まいが顔を強こわ張ばらせた。「今の通知で、通信量が急増したみたいね……」


    「アホかボケぇ!!」


    　憤激の声をあげたのは、千ち草くささんだった。いつものゆるく飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きと違い、殺気立っている。千草さんは、俺と鶴舞の視線に気づくと、目玉焼きを指差した。


    「黄身が、潰つぶれてもうたんや……」


    　箸はしが黄身にぶっ刺さり、中身がでろでろに溶けだしている。


    「なにやってんですか……」　


    　千草さんは「スクランブルエッグにするわ～」とぐちゃぐちゃにかき混ぜた。


    「あっ……」鶴舞が俺を見た。「香か流なれからメッセージが届いたわ」


    「なんて!?」


    「エリマキ型ジャムが、野や鳥ちよう山やま付近で大発生したって」鶴舞は、地図の『三号無線鉄塔』を指差した。「つまり、ここで渋滞している可能性が高い」


    「……なんで、香流はそんなところに？」


    「昨日からずっと、エリマキ型を探して追いかけ回していたらしいわ。たぶん、解析に一緒に来ようとしたのを私が断ってしまったから、あの子なりに調査していたのね……」鶴舞は、心苦しそうに目を伏せた。


    　香流って、正妻だの恋こい敵がたきだの言ってるけど、たぶん、助けてくれた鶴舞の役に立ちたいってことだよな。


    「行くわ」鶴舞は腰を上げた。そして俺に窺うかがうような視線を送る。来るのか、来ないのか、判断を委ゆだねられてる。手のひらに汗がじわっとにじむ。


    「……」


    　俺が迷っていると、鶴舞は俺から顔を背そむけ、足を引きずりながらドアへと向かう。


    　あ……


    　かける言葉が見つからず躊ちゆう躇ちよしているうちに、鶴舞は出て行き、ドアが閉まった。


    　ひとりで行かせちまった……。つーか、あいつ、なんで無茶ばっかすんだよ。


    「ほな、奏そう矢やはうちと玉子でも食べよか？」千ち草くささんがスクランブルエッグを皿に盛りつける。


    　そのとき、窓の外から、ヒュルルっと赤色の電波が飛び込んできた。その電波は千草さんの鼻先をこするように通過し、壁の向こうへ消えていった。


    　それにまったく気づかない千草さんを見ていると、なんだかモヤモヤしてきた。こういうことなんだよな、結局……。誰も見えないから、誰も助けてくれねーってこと。俺たちの身になって考えてくれる人なんていない。無力なガキだからって、利用されるだけ利用されて、捨てられるのかもしれない。ウェニアックなんて、清潔で幸福な都市のなかの不純物だ。でも、何もしなきゃ、居場所はなくなるだけ。


    　千草さんが、湯気の立つスクランブルエッグを俺の前に置いた。うまそうな匂においが鼻先をくすぐる。


    「どしたん、怖い顔して？　ほれ、熱いうちに食べや」


    「…………」


    　グウ、と腹が鳴った。


    　……ハハッ。最近悩みすぎて、あんま食べてなかったしな。身体からだが生きてぇって通知出してきた。これでも前と変わらない人間ってことだ。


    　──で、俺はどうする。


    　鶴つる舞まいに任せて玉子を食ってるか？　嫌きらいなジャムを進んで食いに行くか？


    　どっちか選ばなきゃいけないなら……後者だ。イヤだからって逃げてても、いっさい解決しない。だったら、自分から動いたほうがマシだ。


    　それに、鶴舞のバカ……ほんとムカつくけど、ほっとけねえし。


    　俺は立ち上がり、「行きます」と千草さんに告げた。


    「ホンマに？　ほな、うちがいただくわ」千草さんは俺に出したスクランブルエッグを食べはじめた。べつに千草さんを責める気なんてない。「がんばれ」とか応援してほしいとも思わない。でも、ひとつだけ、聞いておきたいことがある。


    「千草さんは、俺たちのこと、どう思ってるんですか？」


    「どうって？」


    「特別だって、言ってましたけど」


    「……特別は特別や。それ以上も以下も、右も左もあらへん。うちはうち、あんたはあんた。そんじゃ、はよ、帰っておいでな。神かみ之の馬ま奏矢君」千草さんの猫のような目が、一段と細くなった。


    



    　実習棟の廊下で、鶴舞に追いついた。


    「来るの？」と鶴舞はそっけなく言った。


    「センセイがまた車に突っ込まないように、監視する役目でな」と俺は返す。


    　鶴つる舞まいは、ほんの少しだけ顔をほころばせた。「キミの好きにしたら」


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　待ち合わせの場所からバスに乗り込む。戦場へは約五分。車内には朱す雀ざく校生の姿もちらほら見える。俺たちの気持ちがわかる人なんていないんだよな……なんて思っていると、ヒュルルッと紫色の電波光が横切った。ゾワッと鳥肌が立つ。


    　信号機は青ばかり。安全だから早く行けと急せき立てる。心の準備をする間もなく、野や鳥ちよう山やまの鬱うつ蒼そうとした森が近づく。いかめしい無線鉄塔が頂上付近から飛び出している。夕陽の逆光で真っ黒になったそれは、不ふ吉きつな墓標のように見え、異様な胸騒ぎを覚えた。


    



    　野鳥山の前でバスを降りると、無線標識ビーコンが土地情報を送ってきた。


    



    ［蜂はち原はら野鳥山］：標高一五〇メートル／散策路が整備されている／頂上まで徒歩三〇分／さまざまな野鳥が生息している：


    



    　アルプスから吹き来る山おろしの風が、森をざわめかせる。小さな鳥が飛び、血のように真っ赤な空へ消えていった。俺たち以外に人影は見当たらない。


    「香か流なれは、この近くにいるはずだけど……」と鶴舞。


    「あれは……？」


    　散策路の奥で、細かな光が弾はじけているのが見えた。


    



    　入り口からほど近くにある、小さな広場。木製のテーブルの上に登った香流をぐるりと囲むように、無数の光虫が魔法陣を描き、蠢うごめいていた。


    「舞まい羽は先輩！」香流が涙声で俺たちに手を振る。


    「か、香流……近づけないわ。引っ込めて……」さすがの鶴舞も狼ろう狽ばいを隠せない。


    　香流は虫を消し去ると、バタバタと鶴舞に駆け寄る。「い、いきなり、大量のジャムに襲おそわれたんですっ……」


    「落ち着いて、くわしく聞かせて」


    　香流によると、キャンペーン予告と同時に大量の電波が飛び交い、エリマキ型が大発生したらしい。それで防御陣を張ってジャムをしのいでいると、しばらくして沈静化したとのことだ。しかし、怖くて無線鉄塔には近づけず、ここで助けを待っていたのだという。


    「ところで、舞羽先輩……」香流が不安げに鶴舞の左足首を見た。「足を引きずって、どうしたんですか……？」


    「たいしたことないわ。昨日、解析中に、ちょっとひねっただけよ」


    　それを聞いた香か流なれは、ギロリと俺を睨にらんだ。


    「たしか、奏そう矢やさんが、一緒にいたはずですよね？　どういうことですか!?」香流が詰め寄ってくる。


    「いや、それは……」俺が説明しようとすると、鶴つる舞まいが香流を手で制した。「神かみ之の馬ま君は悪くないわ。彼は私を助けてくれたの」


    「た、たすけ……た？」


    「まあ、結果的には……」と俺は言った。


    「疑ってすみません……」しょぼんとなる香流。いや、俺がミスったのが原因なんだけどな。


    「とにかく、頂上へ急がないと」鶴舞が森の奥を見すえた。「キャンペーンがはじまったら、もっと通信量が増加するはず」


    「先輩……」香流が、沈痛で物悲しい顔をした。「わたし……スマフォのバッテリーが、あと二パーセントしかないんです……すぐに退治できなくなってしまうかも……」


    「それじゃ、頂上までもたないわね。早く帰って。今日は、あなたを守れる余裕はないから。足手まといよ」鶴舞は突き放すような口調で言った。


    「……」香流は無言で悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ、鶴舞は困り果てて軽くため息を吐ついた。


    　まったく。鶴舞の想いはわかるけど、言い方がヒドいんだよ。香流泣きそうになってんじゃん。しゃあねえ、鶴舞の代わりに説得するか。


    「なあ、香流。大好きな先輩が困ってんだろ？　一回帰って充電してきたら？」


    　香流にジッと見つめられた。


    「ん？　なに？」


    「優しいところを見せてポイントアップなんて、そんな浅ましい作戦は効きませんよ」


    「だから違うっつーの！」


    　すると香流は「今のは冗じよう談だんです」と寂さびしげに苦笑した。「奏矢さんの言うとおり、一度帰ります。わたし、ちょっとムキになってました。役立たずかもしれないけど、敵を目の前にしてひとりだけ逃げるのは、負けたみたいでイヤだったから……」


    「あ……」


    　鶴舞のためだけにジャム退治してんのかと思ってたけど、そうでもないんだな。俺より、よっぽど気き概がいがある。


    「香流」と鶴舞が申し訳なさそうな声で呼びかけた。「あなたのお陰で、ここの情報が手に入ったわ。ありがとう」


    　香流は鶴舞に近づくと、正面からぎゅっと抱きついた。


    「先輩、お気をつけて」


    「あ……」困った様子の鶴つる舞まいの手が、宙をウロウロ彷徨さまよったあと、香か流なれの背中をポンとぎこちなく叩たたいた。


    「気を……つける、わ」


    　香流は鶴舞から身体からだを離し「また来ます」と急ぎ足で去っていった。


    「愛されてんなぁ……」俺が感嘆の声を漏もらすと、鶴舞は「もっと優しくしてあげたほうが、いいのかな」とつぶやいた。


    「どうせ、俺に対する毒舌をやめる気はないんだろ？」


    「毒舌ってなんのことかしら？」


    「……わかんねえなら、リン君に言葉遣いを教えてもらえ」


    「度重なる失礼、大変申し訳ございませんでした」棒読みで頭を下げる鶴舞。


    「うぜえ……」


    「時間がないわ。早く行くわよ」


    　時計を確認すると、キャンペーン開始まで残り四〇分だった。つーか、俺もスマフォの充電忘れてた。あと六〇パーセントか。まあ余裕だろ。


    　鶴舞は胸に手を当て、表情を硬くした。「この胸のざわめきは異常よ……覚悟して」


    　俺は湧わき上がる恐怖心を抑え、頷うなずいた。


    



    　ギーギーとやかましい鳥の鳴き声のなか、細い木々が生い茂った散策路を進む。頭上で重なりあった葉が、まだら模様の影を足元に描き出している。時折、電波光が森を貫つらぬき、ゾクリとさせられる。五分ほど歩いてきたけど、延々とゆるやかな坂道が続いている。鶴舞は転がっていた木の棒を杖つえ代わりにし、足を引きずりながらも、歩くペースを落とさない。


    「足……大丈夫か？」


    「全然痛くないわ」


    　どう見ても平気じゃないし。


    「私なんかより、周りを気にして」鶴舞が厳しい顔で剣を構えた。「囲まれたわ」


    「えっ!?」


    　慌あわてて周囲を見回す。


    　──ヴッ。ヴヴッ。ヴヴヴッ。


    　気づくと、小さなエリマキ型に囲まれていた。


    「マ、マジか……」


    　鶴舞と背中を合わせ、急いでスマフォを準備する。


    「早くして！」


    「ちょ、待って！」


    　こんな大群相手なんてやったことないって!?


    「鶴つる舞まい、どれから狙えばいいんだよ！」


    「自分で判断して！」


    　うわっ、いっせいに光りはじめたし！　撃うってくる!?


    「ヤバい……！」


    　そのとき──どこかから心ここ地ちいい音が流れてきた。


    「ん？」


    「──おやすみ」森の茂みからギルフィの声が聞こえ、飛んできた青い光の揺らぎが数匹のジャムを消しよう滅めつさせる。


    「!?」俺と鶴舞が声のほうを振り向くと、スマフォを構えたギルフィが草木をかきわけて現れた。


    「ギルフィ!?　何してんだよ!?」


    「しゃべってないで、撃ったほうがよくないか？」


    「あ、ああ！」と、俺が撃つ準備をしているあいだに、ギルフィはあっさり全部片づけやがった。


    「雑ざ魚こばかり。たった八〇〇円か……」乱れた髪をかきあげるギルフィ。


    「おい!?　アプリ開発すんじゃなかったのかよ？」俺が問うと、ヤツは平然と言う。


    「気が変わったんだ。香か流なれタリから【野や鳥ちよう山やまでジャムが大発生中】というメッセージが届いてな。舞まい羽はタリが怪け我がをしている以上、討とう伐ばつに失敗する可能性もあるだろう？　もしも蜂はち原はらのネットワークに障害が出たら困るからな」


    「は？」


    「ボクにとって、動画漁あさりは呼吸と同じ。つまりネットは人生。ネットの一時障害ですら許すわけにはいかない。ジャム掃除は、イオのヘビーユーザーとして当然のネチケットさ……！」


    　ギルフィは「蜂原の回線は、この卑ひ猥わい王が守る！」と胸を張ってニヤリとすると「山頂へのショートカットだ」と、山さん賊ぞくのように森へ入っていった。


    　なんだかんだ言って、結局あいつも退治に来たのかよ。


    　ウェニアックの存在意義、っつーことか……。


    



    「右の木立にいるわ！」


    「俺が倒す！」


    　正規の散策路を少し進んだところでジャムが現れた。ロックオンし、慎しん重ちように魔宝石を揃そろえる。


    ／桃→赤→青／3‐chain／16／


    　光球がジャムに当たり、ノイズとともに消しよう滅めつした。


    「よしっ！」いける。中距離から俺が撃ち倒せば、鶴舞は無理しなくてすむ。


    「また来る！」鶴舞が茂みの奥を指差した。


    　知覚の集中に慣れたのか、すぐに見えた。小型の雑ざ魚こが二匹。


    「あんなのっ！」ロックオンし、光球を撃うつ。──ジャムはあっさりと消しよう滅めつした。「余裕ッ！」


    「調子に乗ると、またミスるわよ」


    「センセイの教え方がよかったんだろ」本当は、余裕なんてない。でも、口に出せば気も楽になるかな……なんて。


    　一年前を思い起こせば、コンビニのおでん番だって最初はガチガチに緊張したけど、慣れればどうってことなかった。まあ、だし汁に浸かってるだけのおでんと、攻撃してくるジャムは全然違うけどさ。でも、自然緑地で黒くろ笹ざさ雫しずくにやられるまでは、楽々倒してたんだ。


    　やれないわけがない。


    



    　湧わき出るように現れる雑魚を撃破しつつ、中腹に到達。上り坂の山道が、運動不足の身にこたえる。ちょっと息切れしてきた。


    　イオには【このペースなら、あと一〇分で頂上です】と案内が出ている。


    　鶴つる舞まいは額ひたいに浮かんだ汗をぬぐう。頂上に近づくに比例して、電波光やジャムの数は容よう赦しやなく増えていく。俺が対処しきれない分は、鶴舞がきっちり仕留める。けど、やっぱり鶴舞は、いつもより身体からだのキレが悪い。そのことを鶴舞に聞いても「キミの六〇人分は動ける」と一いつ蹴しゆうされた。視聴覚準備室で聞いたときより四〇人分も減ったな。だいぶダメだろ。


    【グループトーク着信＠甚じ目もく耳じギルフィ】


    　イオが通知を発した。


    　鶴舞と顔を見合わせ、トークに切り替える。


    《ギルフィ》「∇……痛ァっ！」


    《鶴　舞》「∇何!?　どうしたの！」


    《ギルフィ》「∇マジレスすると……不意打ちを食らって──」


    　──パキッ、と何かが割れる音が聞こえた。


    《ギルフィ》「ぬああああっ……！　スマフォにヒビが……！」


    《鶴　舞》「∇だから何が起きてるの!?」


    《ギルフィ》「∇ちょ、や、やめろぉ……撃うつな、おい、あっ──」


    　そこで、通話が途絶えた。かけ直しても、通じない。


    「イヤーフックが壊された……？」


    　イオはかなりの衝撃にも耐えられる設計のはずだ。それが破壊されるなんて……生首のジャムどころじゃない、とんでもなく凶きよう暴ぼうなヤツがいるのかもしれない。


    「このまま頂上に向かうわ」鶴舞に急せき立てられる。けど、地面に足が埋まってしまったかのように、一歩も前に踏み出せない。


    　動かない俺を、鶴舞が振り返った。「……帰ってもいいのよ」


    　俺は首をブンブン横に振る。


    「……ち、ちげぇし！　ちょっとギルフィが心配になっただけだって、ま、まマジで！　誰が帰るかよ！」声が震ふるえた。そんな俺と対照的に落ち着いている鶴つる舞まいが、俺の目を静かに見つめた。


    「強がってるだけでしょ」


    「……ああ、そうだよ。悪いか」


    　さわさわと揺れる葉のあいだを抜け、蜂はちの羽音がかすかに聞こえてくる。


    「……私も、怖いわ」


    「え……？」


    「怖くて当然よ。私たちは人工知能の掃除ロボットじゃない。感情のある人間だから」


    「ああ……」


    「恐怖を忘れないで。それに勝てばいい」


    　鶴舞は、前を向いて歩き出す。


    「……」俺は、足元にまとわりついた重い淀よどみを振り払った。


    



    　キャンペーン開始まであと五分。


    　ようやく頂上にある展望広場前に到達した。木々のあいだから無線鉄塔が見える。絶え間なく電波が飛び交っているが、そのほとんどが、赤・黄・紫──歓喜と、悦えつ楽らくと、欲望の色だ。心に異物感がボコボコと湧わき上がる。ヴヴヴッという唸うなりが聞こえてくる。それだけで、気持ちが恐怖に呑のまれそうになる。


    「うっ……！」


    　広場を見た瞬間、強烈な吐はき気に襲おそわれ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。


    　夕陽に照らされているはずの地面は、光が届いてないかのように、真っ黒に蠢うごめいている。学校の運動場ほどの空間に、エリマキ型の絨じゆう毯たんが敷かれている。郵便ポストほどの大きさから、サッカーボールサイズまで、数え切れないが、一〇〇匹以上。ヤマネコマークの点検ロボがジャムの海に溺おぼれ、電源ランプが救助信号のようだ。漆しつ黒こくのうねりのなか、微弱な怪光線がそこかしこで線香花火のようにパチパチと光り、消えていく。


    「あれ、見て……！」鶴舞がおののき、広場奥を指差した。


    　そこには、黒色の無線鉄塔がそびえて──


    「！」


    　息を呑んだ。


    　その『黒』は、鉄塔にびっしりと張りついた、ジャムの色だった。


    「あれが、渋滞のもとね……」


    「……俺が、こ、こっから、塔を狙えばいいのか……？」スマフォを握る手に、力が入る。


    「無理ね。距離が遠すぎる。地上のジャムを排除して、真下に行くしかないわ」


    　鶴つる舞まいは、イヤーフックに手を当てた。


    「イオ／ミュージック／『チャイコフスキー／くるみ割り人形／花のワルツ』」


    　いつものように音楽をかけると、木の棒で身体からだを支えながら、青く輝かがやく光の剣を構える。


    「エリマキ型の構成要素は、暖色系の電波が多かったわよね。なるべく、寒色系で狙って」


    「わかった……」スマフォのディスプレイに指を載せる。震ふるえるのは、緊張か、恐怖か。


    　バッテリーは、五〇パーセント。ロックオン。


    「戦闘開始」


    　鶴舞の号令で、魔宝石をスライドさせる。目の前のジャムの群れに向けて、続けざまにコンボを決める。闇やみの海に光球が飛び込み、弾はじける。


    　鶴舞が近距離のジャムをなぎ払う。「光りはじめたヤツを狙って。攻撃してくるわ」


    「了解……！」


    　焦あせるな。こんな雑ざ魚こ、大コンボじゃなくていい。ミスしないように細かく。


    　──しかし、倒しても倒しても、黒い波が押し寄せてくる。なかなか前進できない。


    「鶴舞……これ、どんどん新しいの、生まれてねえか……？」


    「……通信量が減らない限りは、そうかもしれないわね……」


    　ヴヴヴッ──


    　黒海のそこかしこに、岩がん礁しようのような塊かたまりが盛り上がってきた。それは、みるみるうちに俺たちと同じほどの背丈に膨ふくれ上がり、人間サイズのエリマキ型となった。二〇匹近く生まれた黒い悪魔は、エリマキをバサバサさせながら歩きまわる。


    「なんだよ、あれ……」見ているだけで心がざわざわする。


    　一七時半まで、あと三分。バッテリー残量は、四〇パーセントを切った。


    　俺は、悪い答えが返ってくるとわかっていながら、鶴舞に確認する。「ガチャのキャンペーンがはじまったら、どうなる……？」


    「ここのジャムも大増量よ……広場から溢あふれ出すかもしれないわ」鶴舞は薄く苦笑した。


    「……鶴舞！　その魔法のポーチに秘密道具入ってねぇの!?　殲せん滅めつ爆ばく弾だんとか大型ミサイルとか──」


    　突然、広場の端はしで、強烈な閃せん光こうが生まれた。


    「!?」


    　見ると、黒い海のなかを三日月型の大きな光がブーメランのように回転し、エリマキ型の頭部を刈り取ってゆく。エリマキ型は逃げ惑まどうも、断続的に放たれる光のブーメランは弧を描いて追尾する。人間サイズのエリマキ型もなすすべなく、圧倒的な光撃を受け、一匹、また一匹と悲鳴のようなノイズをあげて次々と消散する。


    　黒い穢けがれが浄化されるように、たった十数秒のあいだに、何十匹ものジャムが葬ほうむられた。


    「今の……」


    「雫しずく……」鶴つる舞まいがつぶやいた。


    　戦せん慄りつが身体からだを襲おそった。黒くろ笹ざさ雫の冷酷な姿が脳裏に蘇よみがえる。錆さびた刃物で背肉を削そぎ落とされるような、幻の痛みに襲われる。


    　ブーメランの攻撃がやむと、俺と鶴舞の目の前で光の爆発が巻き起こり、小さなジャムがまとめて消しよう滅めつした。人間サイズのエリマキ型の頭部を三色の光が貫つらぬき、首から上がはね飛ぶ。続いて胴体が光の粒子に乱撃された。黒い塊が崩くずれ去った向こうから、夕陽を背にした人影が姿を現す。逆光のなか、右手から伸びた青く輝かがやくトライデントが天に突き立てられる。


    　トライデントが薙なぎ払われると、周囲のジャムが拭ぬぐい取られた。同時に、左手から輝く鳥が放たれ、俺たちに飛び向かってくる。


    「！」


    　一歩も動けず目をつむった俺のまぶたに、激しい光が射さした。目を開けると、鶴舞が剣を振り抜き、鳥を斬きり落としていた。


    「狙ってきやがった……」


    　イオが着信した。


    【モニタートーク着信＠黒笹雫】


    「……マジで……」


    「出るわ」と鶴舞が言った。恐怖心を抑え、応答許可する。


    　視界右端、サブウィンドウに、雫の顔が映った。キャップを目ま深ぶかに被かぶっていて、表情がわからない。


    《　雫　》「∇奇遇だな、こんな場所で」無機質な冷たい声が響いた。「雑ざ魚こ狩りをしていたら、金髪のゲス野郎と、さっき会ったぞ」


    《鶴　舞》「∇まさか、ギルフィをやったの……」


    《　雫　》「∇流れ弾だ。お前みたいに、うまく避けられなかったようだ」


    　雫の左手から、七色に光る線虫の大群が滴したたり落ちていく。線虫は地面を這はい、触れたジャムが身み震ぶるいして黒い棘とげを撒まき散らし、じわじわと小さく溶けてゆく。


    《鶴　舞》「∇パラサイト・カンパニー……!?」


    　香か流なれのアプリも使えんのか。


    　鶴舞は目の前のジャムに剣を振るい、俺に頷うなずいた。倒しながら通話しろ、ということだろう。しかし、雫が気になって、大きなコンボが作れない。


    《　雫　》「∇このジャムの海……『エリザベス』とかいう電子ペットが原因だろう？　まったく、旧人類オールドタイプどもは優ゆう雅がで羨うらやましいな。自分たちこそシステムに飼われた家畜だというのに」


    　雫の背後から、黒い服を着た四人の人影が現れた。体型からして、少女も混じっているように見える。


    《　雫しずく　》「∇神かみ之の馬ま」


    　呼びかけられ、心臓を抜き取られるような痛みが走った。


    《神之馬》「∇な、なんだ……」


    　雫は、俺の怯おびえた声を聞いて、フッと鼻で笑った。


    《　雫　》「∇これから、世界を洗浄する」


    　──通信が切れた。


    　雫が仲間を振り向くと、彼らはスマフォを胸の前で水平に構えて敬礼した。次の瞬間、雫はジャムの海へ光鳥を撃うった。光鳥が切り拓ひらいた道を、仲間のひとりが全力で駆ける。雫はさらに三方向へ鳥を放つ。仲間が散る。統制された無駄のない動き。雫の仲間全員が白く輝かがやく盾たてを構える。雫の手元で、紫に光る玉が大きく膨ふくらむ。そのなかに丸まった虎とらが見える。雫はディスプレイを強く弾はじき、仲間のひとりに向けて虎玉を勢いよく転がした。小さなジャムを踏み散らしていく虎玉。一方、雫はトライデントを振るって人間サイズのジャムへと駆ける。虎玉は仲間の盾に当たると闇やみを貫つらぬく光線を四方へ放出し、反射して、別の仲間のほうへ転がっていく。雫が駆け抜けたあとには残骸が散らばる。ジャムの尻尾しつぽが光り、雫へ向かって怪光線が放出される。雫はそれを軽く一払いすると、その手で人間サイズへトライデントを突き出す。ヴヴ──と咆ほう哮こうをあげたジャムへ、転がってきた虎玉がぶつかる。両者が衝しよう突とつし、弾はじけて消える。雫は新たな虎玉を別の仲間へと送り出す。そのあいだもトライデントで攻撃する手は止めない。


    　鶴つる舞まいが雫を指して言う。「あれが白びやつ虎この戦術。雫は仲間に同じアプリを持たせて、補佐をさせているの」


    　俺は、パズルを揃そろえる手がすっかり止まっていた。


    　虎玉が直線上のジャムを喰らい、雫は周囲を突き殺す。ときに光の鳥が飛び、粒子が乱射され、線虫が徘徊し、七色の光が連続で破裂する。人間サイズのジャムが、一匹、また一匹と雫の手によって葬ほうむられていく。脆もろく崩れたジャムの塵ちりをが霧のようにあたりを覆おおい、夕陽を浴びて煌きらめく。赤と黒のコントラストが幻想的な空間を創りあげる。


    　到着当初は一面が黒い海だった敷地は、八割ほど地肌があらわになった。広場の中央、海神の武器を携たずさえた雫が、肌にはりついたジャムの塵を払う。


    　力の差を、まざまざと見せつけられた。


    【モニタートーク着信＠黒くろ笹ざさ雫】


    《　雫　》「∇三〇秒で二万円。まあまあか」


    《鶴　舞》「∇その調子で、鉄塔も浄化してくれていいわよ」


    《　雫　》「∇本番は、これからだろう？」


    　イオの時計表示が、一七時半になった。


    　その瞬間、夕焼けの空が、濁にごった赤紫色に変化した。電波の嵐が巻き起こり、無線鉄塔がおびただしい量の光を中継する。塔に張りついているジャムの身体からだに次々と電波光が衝しよう突とつする。エリマキがパラボラアンテナみたいに広がる。


    「マズいわね……」鶴つる舞まいが顔をしかめた。


    「──あ……」


    　目の錯覚だと思った。鉄塔のジャムが膨ふくらみ、重なり、個体の境目がなくなっていく。


    「鶴舞……俺には、巨大なエリマキトカゲの幻げん覚かくが……見えるんだけど……」


    「残念だけど、現実……」


    　どす黒い塊かたまりが、むくむくと太り、膨らんでいく。表面でも、内部でも、眩まぶしいほどの怪電波が弾ける。その禍まが々まがしい感情に、恐怖が背せ筋すじを這はいあがり、肌が粟あわ立だつ。


    　一度は地面を取り戻した広場に、再びジャムが溢あふれてきた。


    《　雫しずく　》「∇旧人類オールドタイプは、まったく欲深いな……」


    　雫が光粒子のスタンプマシンガンで雑ざ魚こを掃射していく。仲間たちは、光の剣で小さな雑魚を斬きり捨てる。


    「神かみ之の馬ま君」鶴舞に声をかけられ、我に返る。「塔のヤツを狙って。おおもとを破壊しないと渋滞は解消されない」


    「なら、なんで雫は雑魚ばっかり……」


    「稼かせぎたいだけよ。早く撃うって」
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    「……あ、ああ！」


    　塔に張りついている巨大エリマキ型に、ロックオン。制限時間ぎりぎりまで使って、魔宝石を揃そろえる。


    ／灰→桃五→紫→緑／4‐chain+1／25／


    　不ぶ気き味みな色の夕ゆう闇やみのなか、光球が塔へ飛ぶ。しかし長い距離を飛ぶあいだに光球が小さく弱くなってゆく。巨大エリマキ型に当たるも、ブラックホールに飲まれるようにジュワッと消え……びくともしない。


    「ダメかっ……!?」


    「やっぱり、もっと近づかないと、無理ね」


    　すると、雫しずくが、攻撃の手を止めた。仲間たちが雫のもとへ集まる。


    「あれ……？」


    《　雫　》「∇──気が変わった。帰らせてもらう」


    《鶴つる　舞まい》「∇なぜ！」


    《　雫　》「∇旧人類オールドタイプと自称ユートピアに対する警告。及び、同志の覚かく醒せいを促うながす起爆剤」


    《鶴　舞》「∇何を言っているの……」


    《　雫　》「∇実験だよ。この巨大な化け物が街に現れたら、どうなるかと思ってな。旧人類オールドタイプは肉体に影響を受けないとはいえ、この規模のジャムが間近で毒電波を撒まき散らしたらどうなる？　キラービーのような、おもしろい事件が起きるかもしれないぞ」


    《鶴　舞》「∇……あなたらしいわ」鶴舞は説得する気のない、諦あきらめた声を出した。


    　思わず、会話に割り込む。


    《神かみ之の馬ま》「∇お、おい！　待てよ！」


    《　雫　》「∇神之馬。倒したければ、貴様がやれ」


    　すべてをはねのけるような意志の強さを叩たたきつけられ、二の句がつげない。


    《　雫　》「∇『パズメイ』を使いこなす覚悟があれば、貴様でも対等に戦えるかもしれないな。ウェニアックとして、健闘を祈る」──通信が切られた。


    　雫たちは俺たちに向けてふてぶてしく敬礼し、森のなかへ去っていった。


    「ど、どうする……」


    「私は、ひとりでもやるわ」


    　鶴舞は、目の前の雑ざ魚こを剣で薙なぎ、足を引きずって塔へ向かう。


    「ま、待て」


    　俺も恐怖心を必死で抑え、ついていく。細かい怪電波が乱れ飛んでいる。直撃を受けなくても、全身が無数の細い針で撫なでられるように、ピリピリする。


    「ヂュゥウウヴェヴェヴェァ！」


    　巨大エリマキ型が身体からだを不ぶ気き味みに光らせ、身の毛もよだつような咆ほう哮こうをあげた。体表から、エリマキ部から、真っ黄色の怪電波が多方向に撒まき散らされた！


    「うわっ！」


    　飛んできた怪電波をギリギリで躱かわす。


    「あれに当たると、幸福や悦えつ楽らくを感じるかもしれないわよ」鶴つる舞まいが本気とも冗じよう談だんともとれないことをつぶやいた。鶴舞なりに、俺を励まそうとしたのかもしれない。


    「じゃあ、鶴舞、お先にどうぞ」


    「イヤよ、絶対に」


    　溢あふれ出る雑ざ魚こを鶴舞が打ち払う。俺も負けじと、必死に魔宝石を揃そろえる。しかし塔への道はなかなか開かず、巨大エリマキ型は、三メートルをゆうに超えた。


    　──ヴヴヴッ


    　突とつ如じよ、耳元で羽音がした。同時に、肩に、鉄の棒で突かれたような鈍どん痛つうを感じた。


    　振り返ると、目と鼻の先にジャムが──


    「うわぁっ！」


    　飛び退のくとロックオンし、大おお慌あわてで魔宝石をタップする。


    「き、消えろ！」


    　無駄とも思える量の光球を放ち、打ち崩した。ホッと胸をなでおろしたのも束つかの間、気づくと、広場の出口は小さなジャムに塞ふさがれていた。


    「鶴舞、後ろ、ヤバいよ……」


    「知ってるわ」


    　漆しつ黒こくの渦うずのなかに、俺と鶴舞、たった二人だけ。気持ちが折れそうになる。宙には、大量の黄、赤、紫の光が、非現実的なオーロラを描いている。巨大な黒い悪魔は尻尾しつぽを別の生き物のように振り乱し、黄色の怪光線を四方八方へ放つ。ヴヴヴヴというノイズが心を掻かきむしり、脳に侵食する。


    「……ッ！」


    　背中に、細い針で刺されたような熱い痛みが走った。


    「う……うぅ、あああああ！」


    　何も考えず、両手でスマフォをタップしまくる。ミスしてもいいから、魔宝石を動かして、消して、消しまくる。ロックオンも適当に、周囲に乱れ撃うつ。ディスプレイをめったやたらに指で叩たたきまくる。仮想空間にいる魔法使いの少年の動きがブレる。手のひらでこするようにグチャグチャに操作する。


    「ダメ！　そんな無茶したらフリーズする！」


    　鶴舞の叫びと同時に、画面が固まった。


    「ああっ!?」


    「電源入れ直して再起動！」


    「あ、あ、あ……」


    　手が震ふるえて、スマフォが手から滑すべり落ちた。


    「あっ！」


    　手首につけたストラップのお陰で、ぶらぶらと空中で揺ゆれている。汗がぶわっと噴ふき出た。


    「神かみ之の馬ま君こっちに来て！　起動するまで守るわ！」


    　あたふたと鶴つる舞まいの足元に座り込む。電源を落とし、入れ直す。画面にリンクスのロゴが浮かぶ。バッテリーが三〇パーセントまで激減している。起動が長い。まだゲームアイコンが出ない。頭上では、鶴舞が怪光線を盾たてで受け止め、近づくジャムを斬きり、ガードしてくれている。


    　早く早く早く……！


    「痛っ……！」


    　鶴舞が左膝ひざを地面についた。左足首に手を当て、苦しそうにうめく。ジャムの攻撃を受けたんじゃない。怪け我がした足が、明らかに悪化している。


    「大丈夫か……！」


    「まだなの!?」


    「いや……いま、起動完了……」


    「そう。じゃあ行くわよ」鶴舞は木の棒で身体からだを支え、ふらふらと立ち上がる。


    「なあ……一度、逃げたほうがよくない……？」


    　鶴舞は怒いかりをにじませた。「……好きにして」


    「けど……その足じゃ……！」


    「黙だまって」鶴舞は俺に剣先を向けた。


    「！……」


    「私は逃げない。ジャムのせいで誰かが死ぬなんて、もう、絶対にイヤだから」


    　鶴舞は足を引きずり、よろめきながら、黒い海へ飛び込んでいった。


    　無む茶ちやだろ……!?


    「ま、待て……」


    　叫びたいのに、弱々しい声しか出ない。


    　行かないと……！


    　なのに、身体が、足が、固まって、動かない。混こん沌とんとした感情の塊かたまりが俺の心をぐしゃぐしゃにすり潰つぶして、息をすることしか、できない。


    　怖い。


    　ただ、遠ざかっていく鶴舞の背中を見ていることしか、できない。


    「unアン……」


    　鶴舞の剣が、透明な青い光の線を描く。


    「deuxドウ……」


    　蠢うごめく闇やみを裂さき、ひたすら真っ直ぐに進んでいく。


    　行く手を阻むジャムを、渾こん身しんの力を込めて斬きりつけて。


    「troisトロワ……」


    　でも、はじめて見たときのような華か麗れいさはなくて、


    　ただ、ボロボロになりながら進む人形のように。


    「quatreカトル……」


    　ヤマネコの点検ロボットの横を、鶴つる舞まいが、よろよろと進んでいく。


    　鶴舞の切り拓ひらいた道が、黒い塊かたまりに埋うめられていく。


    　なんで、俺は、ここで見てるだけなんだ……。


    　電波ごとき、怖がんなよ……くそっ！


    　飛び交う怪光線が、鶴舞の左腕に直撃した。木の棒が手から離れ、地面に転がる。痛めた左足で踏ん張りきれず、体勢を崩す。


    　容よう赦しやのない追撃が、鶴舞の左膝ひざを撃うった。


    　鶴舞は顔を苦痛に歪ゆがめる。


    　ぐらりとよろめき、黒い渦のなかに、倒れこむ。


    　鶴舞の姿は、闇やみに埋まい没ぼつし、見えなくなった。


    「やめろ!!」


    　気づくと俺は無我夢中に駆けていた。地面をうろつくジャムを踏む。そのたびに足に混こん沌とんが侵食する。胃液がこみあがる。けど、グッと吐はき気をこらえ、鶴舞のもとに走る。


    　うつ伏せに倒れていた鶴舞を慌あわてて抱かかえ起こす。


    「鶴舞ッ！」


    　鶴舞は潤うるんだ瞳ひとみで、俺を見つめる。「……道を間違えたの？　出口は逆よ」


    「うっせぇ。また無茶しやがって……」


    　転がっている木の棒を拾い、鶴舞に肩を貸す。


    「ほら、向こう、ジャム少ねえから……とりあえず避ひ難なん……」


    　鶴舞の身体からだを支えるために腰に手を回すと、折れそうなくらい細かった。白い肌に赤い腫はれがひどく目立ち、すり傷から血がにじんで、長い髪も顔も砂ぼこりで汚れている。それに比べて俺は……！


    　くそっ。どうすれば──


    　巨大エリマキ型を見ると、おどろおどろしく成長し、混沌の悦えつ楽らくを撒まき散らしている。それだけじゃなくて、黒い海がそこまでの道を阻はばんでいる。


    　鶴舞が広場を睨にらむ。「これだけ数が多いと、防戦で手一杯ね……」


    「ああ……周りが気になって、集中してコンボが作れねえ──」俺はふと、危険な賭かけを思いついた。


    「なあ……鶴つる舞まい、頼みがあるんだけど」


    「何？」


    「鶴舞は攻めなくていい。俺を敵の攻撃から守ってほしい」


    「え？」


    「『パズメイ』の力を引き出す、ひとつの賭かけだ。千ち草くささんの言ってた『超攻撃特化型』と、雫しずくに『覚悟がない』って罵ののしられた意味が、やっとわかった。それは、魔宝石を消すことだけに集中して、守備を捨てろってことだ。剣で斬きるのと違って、ジャムの攻撃を気にしながら、大きなコンボを連続で作るのは難しい」


    「できるの……？」


    「俺のゲームの腕を信じてくれ。世界ランカーだ。俺は鶴舞を信じる」


    　ヴヴヴヴヴ──エリマキ型が、塔から一歩離れた。その大きさは、広場の周囲にある木と同じくらいになっている。


    「わかった……」鶴舞が俺の左前に立ち、剣を構えた。これなら、俺が右手で撃うっても当たらない。ロックオンは、鉄塔の真下にいる──一番遠距離にいるジャムだ。これだけウジャウジャいれば、ホーミングなんか関係ない。直線上にいるヤツらにぶつけて一掃する！


    「ハイスコア叩たたき出してやる！」


    　ゴッド・アローを思い出せ。地球を何度も守ったんだ。ハードモードをノーミスでクリアできる腕は持ってる。電子ペットのバケモンくらい、巨大隕石に比べりゃ、豆粒だろ？　ビビんな！　俺のアプリが最強だっつーなら、最高の攻撃を食らわしてやる！


    　魔宝石だけを見て、手早くスライドさせる。


    ／緑→青→青→緑→紫→黄／6‐chain／43／


    　仮想現実の魔法使いの少年が杖つえを大きく振るった。光球がジャムの海に向かって撃うち放たれる。それが当たったかなんて確認しない。すぐに次の魔宝石を消しにかかる。倒した数は電子マネーのカウントでわかる。


    ／赤→黄→青→桃七／4‐chain+3／27／


    　魔法使いの少年へと没入し、強力な魔法を撃つ。


    ／灰→灰→桃→赤→紫／5‐chain／23／


    　視界の左端で、鶴舞が剣を跳ね上げるのが見える。


    ／青→桃→紫→赤／4‐chain／20／


    　空気の唸うなりと光の破裂。頬ほおがピリッとする。


    　ジャムは撃ってきてるのかもしれない。でも、俺のところには届かない。


    「押してるわ！　その調子！」


    　鶴舞について進む。攻撃の手はゆるめない。


    ／4‐chain／3‐chain／5‐chain／4‐chain+1／4‐chain+2／


    　電子マネーが恐ろしい勢いで加算されていく。


    「いける！」鶴つる舞まいが明るい声をあげた。


    【通知：エリザベスからのお知らせ】


    「!?」


    　暖色系の光の波が、怒ど濤とうのように押し寄せてきた。慌あわてて通知を確認する。


    【緊急シークレットプレゼント！　ラフレシアとの交配一回無料！】


    「くそっ、余計なことしやがって！」


    　巨大エリマキ型が震ふるえ、ヴヴヴヴと空気が揺れる。鉄塔から新しいジャムが生まれてくる。


    「と、とにかく、攻撃は続ける……！」と俺は魔宝石を揃そろえる。


    ／灰→緑→青→桃→黄／5‐chain／28／


    ／緑六→青→灰／3‐chain+2／24／


    　攻撃を繰り返す。バッテリーの減少に比例して、電子マネーは増えていく。


    　けど、黒い波のほうが強く、もう、手に負えない。巨大エリマキ型はうろつきながら、雑ざ魚こジャムを取り込んでいく。


    「巻き込んで、ごめんなさい……」鶴舞が振り返り、悔くやしさをあらわにして言った。


    「バカ！　前……」


    　ジャムの怪光線が、鶴舞の脇腹を直撃した。「くぅっ……」


    　うめいて崩くずれる鶴舞に駆け寄る。


    「おい……」


    「キミだけでも、逃げて……」


    「それ死亡フラグだから言うな──」と、口に出したとき、世界に異変が起きた。


    　突然、寒色系の電波が激増し、暖色系を駆く逐ちくしはじめた。


    「なんだ!?」


    　展望広場が、空が、あたり一面が、七色の光で埋うめ尽つくされる。それとともに、ジャムの増加がピタリと止まった。いや、止まるどころか、動きが鈍にぶくなって、小さなジャムは消え去っていく……。


    　呆あつ気けにとられていると、イオに着信があった。


    【グループトーク着信＠瓢ひよう箪たん山やま千ち草くさ】


    「こんなときに!?」とにかく通話許可した。


    《千　草》「∇元気かえ？」


    《神かみ之の馬ま》「∇それどころじゃないです！　なんか電波がおかしなことに……！」


    《千　草》「∇そのことで気になって連絡したんや。ようわからへんけど、『エリザベス』なあ、リンクスコムの規約違反で強制削除やて。せやから、キャンペーンも中止」


    《鶴　舞》「∇えっ？」／「えっ!?」


    　おかしいだろ。規約違反なら、もっと前に警告を出されるか、削除されてたはずだ。開発者は違法を恐れてたようだし、今さら手を加えたりするわけがない。


    　鶴つる舞まいが険しい顔で頷うなずいた。同じことを考えているんだろう。


    《鶴　舞》「∇なぜ……このタイミングで、違反が？」


    《千　草》「∇うちに聞かれても、わからへんよ。そんでな、ネットはキャンペーンの歓喜から一転、悲鳴や怒ど号ごうで埋め尽くされとんのや。『最悪！』『金返せ！』とかな」


    　ここに来る直前の千草さんを思い出す。キャンペーンの通知が入ったとき、「アホかボケぇ!!」と珍しく声を荒らげていた。あれは、予想外のことが起きたからか？　


    《千　草》「∇あとは任せたでー。ほなな」


    《神之馬》「∇ちょ、待って……」


    　──通話が切れた。かけ直すと、圏外になった。


    「どう思う？」と俺は鶴舞に問う。「リンクスコムが、強引にキャンペーンを中止させて、電波を相そう殺さいしたってことか……？」


    　鶴舞は頷く。「おかしいわね……。リンクスはジャムに関して、今まで、こんなあからさまなことはしなかった。ひょっとしたら、リンクスが介入せざるを得ない状況になってしまったのかもしれないわね」


    　キャンペーン中止の電波によって悦えつ楽らくが打ち消され、ジャムは激減し、完全に弱っている。この状況なら、ジャムがこれ以上増殖することはないだろう。退治はできないから介入だけして、始末は俺たちにやらせるってことか。自分らは高みの見物かよ。


    　ふざけんな。


    「勝手にやってろ」っつって、スマフォをぶん投げてやりてえ。


    　……けど、そんなことしてどうなる？　目の前にあること全部放ほう棄きして、仮想空間に逃げるのか？　一生引きこもって、ウェニアックであることを恨んで、日陰でジャムに怯おびえて孤独に暮らす？


    　そんな人生、ゴメンだ。


    　このクソったれな現実で生きるしかねえなら……俺たちだけでやるしかねえなら……だったら、この幸福な街のシステムに、徹底的に適合してやる。利用するならすればいいさ。テメーらがムカつくくらいに、なんでも笑って受け流してやる。全部わかってやってんだって、口笛吹いて掃除してやる。


    　そういうことだろ、鶴舞。


    　鶴舞と目が合った。悪魔に魅入られた画家が描いたような風景のなか、その瞳ひとみだけが正しい光を灯ともしているように感じた。


    「やろうぜ、鶴舞」


    　鶴舞を支えながら立ち上がり、もう一度、同じフォーメーションを取る。禍まが々まがしく蠢うごめく巨大エリマキ型は、一歩、また一歩と、広場の外に向かう。


    「ゲーム攻略のセオリーなら、片足を潰つぶして動きを止めるんだけど」


    「相手は電波の塊かたまりよ。物理的な常識は通じないわ」


    　あらためて、意味不明なバケモノと戦ってんだなって思う。


    　バッテリーは九パーセント。倒せる保証はない。でも、やってやる。


    「ベロチュー……人の心をもてあそびやがって！　ぶっ潰してやる！」


    　仮想空間に浮かぶ魔宝石に、全神経を集中する。


    ／緑→青→緑→青→紫→黄→赤→赤／8‐chain／47／


    　祈りを込め、指を滑すべらす。闇やみのなかに光りが躍る。


    ／緑→灰→緑七→紫／4‐chain+3／27／


    　間髪容いれず撃うつ。光球が弧を描き、巨大エリマキ型の腕や足に直撃する。


    ／緑→青→緑→青→紫→黄五→赤→赤／8‐chain+1／51／


    　宙を飛び交う七色の波を抜け、漆しつ黒こくの胴体に光が弾はじける。


    ／桃→桃→緑→灰→青→赤→青六／7‐chain+2／39／


    「進んで！」


    　鶴つる舞まいに先導され、一歩一歩、進む。


    　魔法使いの少年と同化し、杖つえを振るう。


    ／桃→灰→青→緑→桃五→青六／6‐chain+3／33／


    　光の火花が散り落ち、空気に溶ける。


    　無心で魔宝石を揃そろえる。ただひたすらに。


    　周りの音が聞こえなくなる。自分の鼓こ動どうだけが響く。そのリズムに合わせ、魔宝石をつなげる。光球が次々に黒い怪物に向かって放たれる。目の前いっぱいに広がった七色の光の粒が、キラキラと明滅し、広場一面に降り注ぐ。輝かがやきの饗きよう宴えんの中、黒髪の少女が、青色に輝く剣を上から下へ、左から右へ、聖なる魔法をかけているように光が十字を切る。


    　それはとても綺き麗れいで、恐ろしいはずの状況なのに、美しいと思ってしまう。


    　魔宝石を揃えるたびに、世界の煌きらめきが鮮あざやかに変わる。


    　──そして闇やみは弱り、光が世界を包みはじめた。


    【バッテリー　０％】


    　突然、警告音とともに、バッテリー切れのマークが飛び出た。


    　ハッと現実に引き戻される。


    　スマフォを見たら、画面がブラックアウトしていた。なんだよこの旧世代のデバイス！　充電くらい自動でやれよ！


    　巨大エリマキ型に目をやると、輪りん郭かくが、かなりぶれている。足や腕は帯状に分裂し、エリマキは枯れて腐くさった花びらのようにただれ、黒い身体からだには黄や赤色がまだらに染み出し、もはやそれはエリマキトカゲではなく、異形の悪魔だった。


    「攻撃を続けて！」鶴つる舞まいは焦あせり、巨大エリマキを指す。「もう少しで倒せそうよ！」


    「無理だ。バッテリーが切れた……」


    「え……!?」


    　俺がブラックアウトしたスマフォを見せると、鶴舞は愕がく然ぜんと肩を落とした。


    「鶴舞は……？」


    「バッテリーはある……けど、ひとりで戦うには、足が……」


    　巨大エリマキ型が、「ヂュッ……ヂュヴェ……ッゲヴヴヴッ」と壊れたラジオのようなノイズをあげ、ドクンと不ぶ気き味みに脈動した。するとその身体から、赤や黄色の怪光線がうなりをあげて放たれた。


    「！」俺は慌あわてて鶴舞に体当たりした。もんどり打って倒れこむ。間一髪躱かわした。鶴舞の持っていた木の棒は、遠くに転がっていった。俺と鶴舞は地面に身体を横たえたまま、電波の化け物を見上げた。


    　鶴舞は苦痛と悔くやしさで顔を歪ゆがめ、自分の左足を激しく叩たたいた。


    「……なんで動かないの──ッ！」


    　そんな鶴舞を見ていると、俺はいても立ってもいられなくなった。


    「俺が連れてく」


    「えっ……」


    　俺は鶴舞の前で、背中を向けてしゃがむ。


    「乗って」


    「……私なんか背負ってたら、キミが攻撃を避よけられない……」


    「いいから乗れ！　今退治しなきゃ、また変なの生まれるだろ!?　近くまで行ったら、肩車するから斬きって！」


    「本気で言っているの……？」


    「……あれ？　もしかして自信ない？　じゃあ『鶴舞は倒せない』に今日稼かせいだ全額賭かけるか……」


    　鶴舞はムッとして俺に言った。「『私が倒す』に全額かけるわ！」鶴舞は、俺の背後から両肩に手を回し、背中に体重をかけた。「行って！」


    「！」


    　二人分の重力に抗あらがい、立ち上がる。鶴舞は予想より、全然軽い。これなら動ける。


    「……重くない？」耳元で、鶴舞の不安げな声がした。


    「もうちょっと食ったほうがいいよ。そしたら、Ａの胸も大き……」


    「う、うるさい！」


    　鶴舞が左腕で首を締めてきた。


    「ゴホッ！　し……死ぬ……」


    「あ、つい……」


    「そんだけ元気ならいけるだろ！　ウゼぇトカゲに一撃食らわしてやれ！」


    　鶴つる舞まいを背負って、悪魔へと駆ける。雑ざ魚こジャムのあいだをすり抜け、糸くずのような細かい怪光線は身体からだで受け止める。チクチクするけど、たいしたことない。


    「撃うってくる！」背中で鶴舞が叫んだ。「右によけて！」


    　いくつもの怪光線が矢のように風を切って迫る。


    　避けようとした──けど、背負って走るのなんて慣れていないせいか、うまく切り返せない。


    「しまっ──ッ」


    　左太ももをかすった。熱い釘くぎを打たれたような鈍どん痛つうが走る。


    「ぐっ……！」踏ん張って耐えた。


    「大丈夫!?」


    　鶴舞を心配させないように、軽口を叩たたく。「悦えつ楽らくで気持ちいいかと思って、わざと当たったの！　けどマジ普通に痛えし！」


    「バカ言ってないで走って！　左！」


    　悪魔が汚れた塊かたまりを噴射する。それを避けるように、左へ、全力で駆ける！　


    「そのまま、回り込んで！」


    　今度は──交わした！


    「よし！」


    　息が切れて、苦しい。けど、んなこと言ってられない。


    【警告：急激な心拍数上昇・発汗が見られます。身体からだを休め、水分補給してください】


    　うるせえ、全部終わったらな！


    「ここならいける！」鶴舞が俺の胸を叩たたいた。


    　雑ざ魚こジャムのいない直線が、悪魔まで開いている。距離は二〇メートルくらい。


    「肩車するぞ……」鶴舞を一度背中から降ろし、俺は片膝ひざを立ててしゃがむ。


    　鶴舞が俺の首をまたいで、両肩に太ももを載せた。「いいよ！」


    「立つぞッ！」とっくに限界を超えていた膝や太ももが、ガクンとなる。


    「きゃあっ！」鶴舞が焦あせって俺の頭にしがみついた。「ちょっ、神かみ之の馬ま君……!?」


    「だ、大丈夫だって！　せーの！」


    　俺は残りわずかな力を奮い起こし、なんとか立ち上がった。鶴舞の両膝を、両手でしっかりと押さえる。


    「決めてくれよ！」


    　鶴舞が青光りする剣を前方に向けた。


    「任せて！」


    「行くぞ──！」


    　悪魔の懐めがけて駆け込む！　全身の筋肉が悲鳴をあげ、足がもつれそうになる。道を塞ふさごうとまとわりついてくる雑ざ魚こを踏み散らす。あと一〇秒でいい、頼むからもってくれ！


    「グヴェッヴヴヴッ」悪魔の首元が円状の壁のように大きく広がり、黄色と黒が混じった不ふ吉きつな渦を巻く。


    「撃うってくるわ！」


    「このまま行く！」


    　目の前に闇やみの塊かたまりが迫る。


    　心臓が爆発しそうに脈打つ。


    　鶴つる舞まいが右膝をひき、俺の右肩を踏みしめた。


    　ジャムの瘴しよう気きが身体からだの内側まで侵食してくる。肺が収縮する。


    　鶴舞の左手が俺の頬ほおに触れている。その温かさで意識をたもつ。


    　鶴舞が左膝を上げ、全体重を俺の両肩にかけた。


    「Grandグラン jeteジユテ！」


    　──鶴舞が、高く、高く跳んだ。俺は反動でうしろ向きに倒れる。見上げた宙では、鶴舞が天を翔け、その両手に握りしめた光の剣を、悪魔の額ひたいに向けて振り下ろした！


    「finフイン！」


    　猛烈な閃せん光こうがあたりを包む。巨大なジャムはヴヴヴヴと咆ほえ、激しく震ふるえた。鶴舞は体内を斬きり裂さきながら落下し、地面に叩たたきつけられた。


    「ヂュ……ッヴヴヴッ……ヂュヴェェ……ゥゥッ……」悪魔が荒々しくブレた。直後──バチンと弾はじけ、空気を揺らす衝撃波が飛んだ。


    「──ッ」


    　森がゴオッとうなる。思わず目を閉じ、両手で耳を塞ふさぐ。骨や内臓がきしむ。何百羽という鳥のけたたましい鳴き声がこもって鼓こ膜まくに届く。かすかにジャムの悲鳴を聞いた。


    　しばらくのち、静せい寂じやくがおとずれた。


    　目を開け、耳から手を離した。ジャムの残骸らしき黒い粒子が宙でゆらめき、梢を穏やかに吹き抜ける風の音だけが、さわさわと聞こえていた。


    「……勝っ……た？」


    　鶴舞がゆっくりと身体からだを起こし、顔をほころばせた。その微笑ほほえみで、胸が安心感でいっぱいになった。


    「よかったぁ……」


    　全身の力が抜け、そのまま、ごろんと仰あお向むけになる。暗くなりはじめた夜空に、青や緑の電波光が流れ星のように飛び交っている。起きる気力もなくぼんやりしていると、鶴舞が四つん這ばいで、俺の真横にやってきた。


    「はぁ……」鶴つる舞まいは安あん堵どのため息を吐つくと、俺の隣にクタッと転がった。そして魔法のポーチから、板状のものを出した。それはスマフォじゃなくて……


    「板チョコ？」


    　鶴舞は半分に折ると、俺の胸に片方置いた。「あげる」


    「あ、ああ……ありがと」


    　鶴舞はやや溶けたチョコを包み紙から出すと一口かじった。「あまーい」なんてつぶやいて、モグモグ食べる鶴舞。その姿は、クラスの女子と何一つ変わらない……ごく普通の高校生だ。


    　俺もチョコをかじった。今まで食べたチョコのなかで最高の甘さが、じんわりと全身に広がってく。ジャムの攻撃を受けたところが、急にチクチク痛み出した。膝ひざや太ももは、ぶっ壊れたんじゃないかってくらいに動かない。冷たい山風が、火ほ照てった身体からだに心ここ地ちいい。


    



    　よくわかんないけど、生きてるって気がした。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　俺と鶴舞がふらふらになって下山すると、香か流なれが息せき切って駆けてきた。充電しに帰る途中でキャンペーンの電波を見て、役に立たないとわかりながらも、慌あわてて引き返してきたらしい。香流は傷いたんだ鶴舞を見て涙をにじませたが、無事にジャムを退治したことを知ると「さすが舞まい羽は先輩です」とニコニコと笑った。そして香流は俺に振り向き「貴方あなたのことは、まだ認めたわけではないですよ」と負け惜しみを言う。俺が鶴舞にチョコを貰ったことを伝えると、ぐぬぬとなり「義理チョコです」と季節外れの反論をした。


    　雫しずくにやられたギルフィはといえば、香流が山に戻る途中ですれ違ったそうだ。


    「髪の毛に葉っぱが絡みついて、猫背でブツブツ呪じゆ詛そをふりまく危ない人になっていたので、スルーしました」と香流は言った。無事でなによりだ。不審者として通報されなきゃいいけど。


    



    　鶴舞をタクシーで病院まで送り届ける。「タクシー代と治療費は、賭かけに負けたキミが払ってくれるのよね」と勝ち誇って胸を張る鶴舞。香流にも「払いなさい」と詰め寄られ、稼かせいだバイト代の大半は消えることになった。骨折り損だ。病院に着くと、鶴舞にくっついて離れない香流にあとのことは任せて「またな」なんて挨あい拶さつして別れた。


    



    　チョコだけじゃ腹が減ってたから、コンビニに寄ってカリッカリのチキンとおでんを買う。俺をクビにしてくれた接客用ロボットは、正直、愛あい想そがよかった。今日の俺のバイト代は七千円（ここから鶴舞の治療費が引かれる）で、コンビニバイトの二日分にも満たない。ひどい目に遭ったのにな。でも、別にいいや。おでんもチキンも、なんだかすげえ美う味まかったから。


    



    　その帰り道、今回の一連の事件について、俺はこんなことを考えていた。


    『電子ペットのドラッグ化を利用したジャムの研究と、ウェニアックの戦闘実験』


    　アプリの強制削除は、ジャムのコントロールができなくなるような不測の事態への急きゆう遽きよ対処。蜂はち原はらで暮らしてる以上、監視されたって、データを採とられたって、文句はいえない。もちろん証拠はなくて、推測にすぎない。


    　この件をたしかめようと、千ち草くささんにテレビ電話をかけてみる。着信拒否されるかと思ったら、あっさりと出た。千草さんがサブウィンドウに表示される。


    《千　草》「∇やあ奏そう矢や。あらま、髪、ぼっさぼさやんか」


    　率直に疑問をぶつける。


    《神かみ之の馬ま》「∇千草さんが、アプリ強制削除の連絡をリンクスにしたんですか？」


    《千　草》「∇へ？　うちは目玉焼き食べとっただけや」


    　疲れて、突っ込む気力もない。


    《神之馬》「∇そう言うと思いました」


    《千　草》「∇こわっ。うちの心、読んだんか？　やめてや。あ、今、食事中やし、ほな」


    　一方的に切られた。また今度、直接くわしく聞こう。どうせはぐらかされるだろうけど。


    



    　帰宅すると、玄関口で美み合あに会った。「どうしたの……？」と訝いぶかしげな美合。まあ、傷だらけで服も砂で汚れてるから、そう突っ込まれる覚悟はしてた。


    「可愛かわいい犬を連れたお姉さんを見てたら……うっかり階段から落っこちた」


    　すると、なぜか美合は、無言で哀しげにうつむいた。


    「ん？　どうした？」


    「……早く、お風ふ呂ろ入りなよ」


    「え？　ああ」


    　美合はすたすたと廊下の奥に消えていった。いつもどおり「お見通しなんだから！」って言われるかと思ったけど、まさか本当にイジメに遭ってると疑われてないよな……。なんて思って突っ立ってると、お掃除ロボ『SAMBA』は、いつもどおり無感情に近寄ってきた。


    



    　──翌日。教室に入ったとたん、恒例の「算さん太たクエスチョン」がはじまった。


    「問題……。なんでオレは、こんなにローテンションなんでしょうか？」


    「エリザベスが完全削除されたからだろ？」


    「正解……」


    　算太は、俺に交配を断られたあと、かなりガチャを回してしまったらしい。ちなみに返金対応は未定だとか。


    「まあ、いいじゃねえか」と俺は言った。「ペットって、いつかは死ぬもんだし、エサ代かかるし、ある意味リアルだったわけだな」


    「そんな体験いらねーよ！　規約違反って、マジで、何してくれたんだよ……」


    　真相は闇やみのなかってことか。たぶんイオで検索しても、全部除外されてるんだろう。


    　懲こりない算さん太たは「なあ、奏そう矢や。今度は電子クラゲが流は行やるらしいぜ」と言った。


    「育てるなら電子寄生虫にしとけよ」


    「……何だそれ？」


    「それか、普通のゲームやれって。パズルとかな」


    　もし、いつの日か算太が覚かく醒せいしたときには、感謝されるだろ。


    



    　ちなみに乙おと川かわさんとは、今朝の登校中にばったり出くわした。俺が慌あわてふためくと、乙川さんは目を逸そらして、逃げるように去っていった。その直後、【これまでのは、なかったことにして】とだけメッセージが届いた。【わかりました】と送ったけど、その返事はこなかった。どういう心境の変化があったのかはわからないけど、それを追及する気もない。魔ま性しようの女は、俺にはまだまだ早すぎる。きれいなバラには刺とげがある……だよな。まったく。


    



    　放課後、視聴覚準備室に向かう。その途中、吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏が聞こえてきた。前も練習してた行進曲──ワーグナーの『双頭の鷲の旗の下に』だ。鶴つる舞まいが聴いてた『花のワルツ』の動画を探すついでに調べてみた。動画サイトでプロのバレエダンサーが踊ってる映像を見たら、鶴舞が踊るのを見てみたいなって思ったけど、まあ、頼んだところで「イヤよ。自分で踊れば？」なんて断られるのがオチだな。


    



    　視聴覚準備室に入ると、鶴舞が窓際に腰かけ、ぼんやりと頬ほお杖づえをついていた。そばに松葉杖が立てかけてある。


    「あ……昨日は、どうも」と俺は謎なぞの挨あい拶さつをしてしまった。ほかに言うことあるだろ。


    　鶴舞は松葉杖を指した。「ひどい捻ねん挫ざだって。二週間の安静。お医者さんには『犬に追いかけられて階段から落ちた』って言っておいたわ」


    　俺と同じような、無理やりな誤ご魔ま化かしすんなよ。


    「千ち草くささんは？」


    「アメリカに買い出し……」鶴舞は、どこか元気がない。


    「足が痛むのか？」


    「え？」


    「いや、浮かない顔してるから」


    「ちょっと、思うことがあるのよね……」


    　鶴つる舞まいは少し間をおいて、話しはじめた。


    「今回の一件で、ジャムは、感覚や感情に影響を与えられるということがはっきりしたわ。それなら、もし……意図した種類のジャムを人為的に発生させたら、どうなるかしら」


    「……狙いどおり創り出すなんて、できるのか？」


    「狭い空間で、電波を故意に衝しよう突とつさせれば、不可能ではないはずよ」


    　エリマキ型は快楽の塊かたまりだったけど、もしほかの感情で構成されたジャムが街で暴れたら、楽しいことにはならないよな。やり方によっては洗脳みたいなことだって、できるのかもしれない。


    「もしもだけど……」鶴舞が深刻な様子で言った。「ウェニアックがいない場所でジャムが発生したら、誰がどう処理するのかな……」


    　──窓の外で何かがキラリと光り、俺と鶴舞は同時にフッと振り向く。それは電波じゃなくて、太陽が反射した光のようだった。


    「……私たちって、何なのかしらね……」鶴舞は、ぼんやりと外を眺ながめたままつぶやく。


    　俺は少し考えて、こう答える。


    「世界を救う魔法使いと聖剣少女」


    　鶴舞は小馬鹿にしたように笑った。「フフッ。ゲーム脳ね。そんな立派なものじゃないわ」


    「わぁってるよ。けどさ、自分が何者かって悩めるのは……ロボットなんかじゃなくて、ちゃんとした人間ってことじゃねえかな」


    　この街には、俺たちや、雫しずくのチーム以外にも、きっと、同じように苦しみや孤独を抱かかえた少年少女がいるはずだ。けど、多くの人は何も知らず、ハリボテの平安都市ピースシテイで、今日も幸せに暮らしている。俺は、ウェニアックに目覚める前とあとで、どっちがよかったかなんて判断できない。でも、ひとつだけ、たしかなことがある。胸の奥でトグロを巻いていた焦しよう燥そう感は、いつの間にか消え去っていた。


    　だから、俺は、ある決意を持って、今日ここに来た。


    「鶴舞、これ……」


    　俺は、カバンから一枚の紙を出して、鶴舞の前に置いた。それは、はじめてここに来た日に千ち草くささんからもらった履り歴れき書しよだ。


    「書いてきた。正式に、バイトやろうかなって思って」


    「……ふうん」


    　鶴舞は相変わらずつっけんどんな言い方をすると、窓を開けた。あたたかな春風がふわりとカーテンを揺らし、新緑の薫かおりが部屋に満ちる。柔らかな陽光が、鶴舞の長く美しい髪をきらめかせる。そして鶴舞は、可か憐れんに咲く花のように、小さく微笑ほほえんだ。


    「キミの好きにしたら？」


    
      了

    

  


  
    



    　あとがき


    



    「Ｑ．身の回りにあるのに、見えないし知覚できないものは？」


    　本編を読まず、真っ先にあとがきから読んでいる人は「空気」と答えるかもしれませんが、空気は風で感じられる──


    



    　というわけで、はじめまして。あとがきは先に読むタイプの牧まき野のです。


    



    「携帯の電波って『波』だから、その波に乗れば空を飛べるのでは？　電磁界サーフィンだ」


    　そんな案からスタートしたのが「フリック＆ブレイク」です。


    　電波渋滞とスマホアプリを使って何かできないかなーとか、『仮想移動体通信事業者』って言葉は中二っぽい響きだなーと思いつつも使い道がなく、結果、電波の怪異と戦う特殊な子供たちの話になりました。（※空は飛ばなくなりました）


    



    　ところで、本文中に「ネットが原因で──」みたいな描写がところどころありますが、電磁波被害に関してどうこういう気はないですし、現代ネット社会を批判するような思いもありません。むしろ、外出時にスマホで書いたものを自宅ＰＣと共有するなど、恩恵を受けまくってますので、インターネット最高。


    　書くにあたって、さまざまな資料を読んだのですが、知らなかっただけでＳＦのような未来はすぐ目の前にありました。今日も『現実世界に３Ｄホログラムを重ねて表示する』などというデバイスが発表され、興きよう味み津しん々しんです。詳細はググってください。


    　本書を読みながら、そんな未来を想像してワクワクしたり、読後は世界が違って見えたら、著者としてはうれしい限りです。


    



    　謝辞を。


    　担当の星ほし野のさま。企画の種から完成まで導いていただき、本当に感謝しております。これからもガガガんばります。


    　ＰＡＮＤＡさま。素敵なキャラ絵や各種ガジェットなど、見るたびに気分が上がり、力をいただいています。ありがとうございます。


    　そして、この本を手にとってくださった皆様。最後までありがとうございました。


    



    
      二〇一五年一月　牧野圭けい祐すけ
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